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　広い広い砂漠のど真ん中、美しいオアシスの畔に『星せい紺こんの塔とう』は聳そびえている。ここは、アリステア大陸中から集められた修しゆう道どう生せい……つまり、神しん官かんの卵たまごたちの学まなび舎やであり住まいでもあった。

　五つの塔の中心にある、ひときわ白く壮そう麗れいな中央の塔の廊ろう下かを、一人の女性が歩いていた。年の頃は二十代も半ば。重苦しい黒衣にそぐわない、愛らしい顔立ち。全体的にゆるふわ感が漂うムードで、右みぎ頰ほほから首にかけて広がる契けい約やく印いんがなければ、彼女を腕うで利ききの神官と思う人はいないかもしれない。

　彼女の名は、マルタ・アバト。この『星紺の塔』の導どう師し……つまり、先生の一人である。

「今日もまた……ダメだったわ……」

　その唇くちびるから漏こぼれ落おちる、絶望感に苛さいなまれ切きった声。疲れた体をひきずって、彼女は自室の扉を押し開き、がくりとその場に頽くずおれた。

「ヨシュア・バレク！　あの、規格外の劣等生ーっ」

　悲鳴によく似たその叫びに、室内のものすべてがぶるぶると細かく震ふるえる。

　ヨシュア・バレク。

　今年の新修道生の中で、一人だけ十代も半ば過ぎ。妙に落ち着き払った見み目めと真まっ赤かっ赤かな頭だけでも充分悪わる目め立だちしているというのに、彼はあまりにも出来が悪すぎた。マルタ先生がどんなに頑がん張ばって教えても教えても教えても、ヨシュアはいっこうに魔ま操そうを扱えるようになってくれないのだ。

　魔操とは、文字通り神魔を操る技術。この世界には魔法は存在しない。それを使える者もない。その代わり、神魔という不思議な生き物が跋ばつ扈こしていて、彼らを操り従わせる人々が「神官」と呼ばれている。つまり、魔操ができることこそが神官の第一条件。ヨシュアは言わば、文字も書けないのに小学生用書道教室にわざわざやってきた中学生並みに無茶な存在なのであった。

　きちんとしたプロセスを踏ふんでも、まず神魔が顕あらわれない。たまに顕れたと思ったら、すぐさま逃げ出される。位階の高い神魔なら無理もないのだが、たった一〇〇番台のちょぼい低位神魔でもこうだから、まったくもって始末に負えぬ。

　その上、いまから少し前のこと。

　いつも笑顔を絶やさない彼が、いつになく深刻な面おも持もちで先生の元へとやってきた。

　そして、言うにこと欠いて。

「もっと高位の神魔の扱い方を教えて欲しいのですが」

　などと、ホザいたのだから、さあ大変。

　───ついに、キた。

　そのとき、マルタ先生は思った。神官修行は過か酷こく極きわまりないもの。入学一年目から鍛きたえて鍛えて鍛えまくり、力とやる気のない者をガンガン振り落としていく。ゆとり教育？　なにそれおいしい？

　そのため、残念なことに毎年一人二人ぐらいは心を病やむ修道生が出てきてしまう。今年の第一号は、どうやらこの赤毛の少年だったらしい。恐怖におののきながら、マルタ先生は彼を観察し、なんとか『見聞の旅』へと送り出すことまではできたのだが……旅から戻ってもヨシュアの不出来っぷりは相変わらず。

「い、いまの今まで自分のクラスにキちゃった子が出たことなんてなかったのに……！」

　ぶわっと彼女の視界が涙で滲にじむ。

　自分が修道生だったとき、神魔を初めて召しよう喚かんしたのは入塔後たった二五日目のことであった。学年で一番早く、当時の導師たちにはとても褒ほめられ、同級生たちからは尊敬を思うさま集めた。それからあとも、順じゆん風ぷう満まん帆ぱんを絵に描いたような人じん生せい行こう路ろ。学年首席に二度輝き、寮りよう監かんも務めた。卒業後も乞こわれて『塔』へと残り、若くして後進を育てる立場になって……。

「もしかして、それがいけないのかしら？」

　自らの栄光の歴史を脳のう裏りに描き続けるうち、はたとマルタ先生は気がつく。

　あまりにも優秀過ぎ、あまりにも挫ざ折せつを知らな過ぎる自分には、劣等生の気持ちがいま一つよく判わかっていないのかもしれない。

「そうだわ……きっとそうに違いないわ」

　いまの今まで、彼女の教えに従って魔操ができなかった子は一人もいなかった。あのヨシュア・バレクは、それほど特殊な存在。彼の頭の造りの心配ばかりしてきたが、その心の中にこそ何か問題があるのかも？

　───彼のことを、その心の中を、もっともっと知るには？

　砂漠の月がすっかり傾かたむき、あたりが白々と明けていくまで、マルタ先生は一人悶もん々もんと考え続けたのだった。
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「導師と交換日記、ですか？」

　差し出された上等の石せき盤ばんへ視線を落とし、ヨシュア・バレクは首を捻った。思慮深げな緑の瞳ひとみに、しっかりとした口く調ちようと物もの腰ごし。頭が悪いようにはまるで見えないのに、今日の授業でもまったく魔操を成功させられなかった駄だ目め修道生ナンバー一である。

「そう。先生、いろいろ考えて反省しました」

　妙にしみじみとマルタ先生は言い諭さとす。

「怒ったり叱しかったりする前に、もっとあなたのことを理解しなくちゃって。でないと、あなたのどこに問題があってどう指導したらいいかも判らないでしょう？」

「はあ……」

　先生の方はけっこう頑張っていいことを言ったつもりなのだが、生徒の反応はいま一つ。困ったように石盤と彼女の間に視線を行き交わせ、首を傾かしげているばかり。

「難しく考えなくていいのよ？　あなたの日常に起こったこと、あなたが日々の暮らしの中で考えたことなんかをただ綴つづって渡してくれればそれだけでいいから」

「ですが……」

　更に困ったというように、ヨシュアは俯うつむいた。

「ご存じのように、僕は魔操以外の成績もそんなに芳かんばしくないので、もっと勉強しないと」

「これも、勉強の一環です」

「え」

　先生の説得は、少年のよろしくない部分に響ひびいてしまったよう。赤い前まえ髪がみの下の顔色が、その反対色に変わっていった。明らかに青く白く。

「に、日記の内容が魔操の点にも関わってくるということでしょうか？」

「違います違いますっ」

　慌あわてて、マルタは言い募つのった。

「これは成績には関係ありません。あなたが魔操を使えるようお手伝いをするためのもの。ただ、それだけだからっ」

「ですが」

　なおも断ろうとするヨシュアの肩をがっしりと摑つかみ、彼女はぐいぐいと迫る。

「判るわ、バレクくん。思春期の悩みや人知れず育てた心の闇を誰かに覗のぞかれるのは、とても恥ずかしくて怖いこと」

「心の闇、ですか？」

　ヨシュアの面おもてがほんの少しだけ曇くもった。

　エブリデーエブリバディ笑顔な彼にしては、実に珍めずらしい。自分が生徒の核心を突いたのだと思ったのか、若き女導師はなおも続ける。

「だけど、恐れてばかりじゃ何も進まないの。勇気を奮ふるって前進しなくては！」

「はあ……」

「そのためにも！　相互理解大事！　とっても大事！　だから、ほら。これちゃんと書いてちょうだいねっ」

「ですが」

「まだ言うか、この子はっっ」

　そうして必死に宥なだめ、すかし、説得に説得を重ね。

　石盤はヨシュアの手へと渡された。

　渡した方は意い気き揚よう々ようを絵にしたような表情だったが、受け取った方はひたすらに暗い。

「なんでまた……こんなことに……」

　よたよたと彼は導師の部屋を出て、東の塔へと戻っていく。重い足取りで修しゆう練れん室の扉を押し開くと、

「よお、おっさん。マルタ先生、なんだって？」

「呼び出し、お疲れ」

　仲良しの凸でこ凹ぼこコンビ、小さくておしゃまなラキシュとでかくて寡か黙もくなギレアドが代わる代わる訊ねてきた。

「ホントに疲れましたよ、もう」

　得意の笑顔で取り繕つくろうこともうまくできず、ヨシュアは自分の席へともたれかかる。

「この上、僕のことおっさん呼ばわりして痛めつけるの止めてくれないかな？　何度も言ってるでしょう、そりゃちょっと年上ですけど、まだ一六ですよ。青春真っ盛りですよ」

「そーは言っても、あたしから見たら五つもおっさんだしなあ」

「俺からは三つ」

「普通なら最高学年とかにいてもおかしくない年じゃんね、一六歳って」

「それはそうですが」

「なら、『先せん輩ぱい』にする？　ヨシュア・バレク先輩」

「先輩」

「やめて！　一人で留年してる可か哀わい想そうな子みたいだから絶対止めて！」

「まあ、来年の今頃は一学年下の子たちからそういう扱い受けてるかもしれないし」

「予行演習？」

「不吉な演習しないで下さいって！」

　悲鳴と共に小脇に抱えた石盤を机の上に投げ出すと、がしゃりと重い音が響き渡った。

「あれっ、この石盤て導師用のたっかいやつじゃん？　どうしたの？」

「明日からこれを使って、マルタ導師と交換日記をするようにと言われまして」

「こうかんにっきぃー？」

「なんで、また？」

「僕が魔操ができないのは、何か思春期の悩みとか心の闇とかを抱えていて、それを分析しなくてはいけないとかなんとか」

　その場面を思い起こし、ヨシュアはますます溜め息を深くする。

　あの時、うっかり失しつ笑しようしてしまったのが間違いだった。心の闇、て。こちとら腕利きの元暗殺者。心の闇どころか、人生まんべんなく闇そのものだった時代の方がずっと長く、かなり窮きゆう屈くつではあっても安全な塔の中できゃっきゃっウフフできているいまの方が、よっぽと晴れ晴れと生きているというのに。

「でも、魔操できないのは事実じゃん。まあ、おっさんの場合、本人の能力のせいじゃないけどさ」

　ラキシュは周囲に憚はばかるように声を低める。

　幸さいわい、他に人影はないが、

「お嫁さんが強くておっかない神魔だから、低位の神魔はすぐ逃げちゃうってだけで」

　この台詞せりふが、ヨシュアの前途を完全に断ってしまう可能性もあったので。

　そう。

　ヨシュア・バレクがどうしてもどうしても魔操ができないわけ。

　それは、本来人間には従わせられないと言われている大神魔、位階第四位の雷らい凰おうスーリィンを伴はん侶りよに持ち、ちょぼい神魔たちに恐れ怖がられているため。そのあたりをマルタ先生にも説明できれば話は早いのだが、位階一桁けたの神魔を喚よび出だすこと自体が命にかかわるタブーとされてしまっている以上、滅めつ多たなことでは口にできない。このことを『塔』で知っているのは、このラキシュとギレアド、後は同級生のセームとティエル。それと食堂の料理人・エレミヤだけ。

「だからって、なんでいきなりこんなこと思いついちゃったんだか、先生……」

「まあ、ああいう人だからねえ。『なんであなたはベストを尽くさないのぉぉっ』って、四し六ろく時じ中ちゆう言ってんじゃん」

「これがあの人なりのベストの尽くし方ってこと？」

「たぶん」

「迷めい惑わく千せん万ばんだよ、もう」

　深々と溜め息を吐きながら、ヨシュアは石盤へと目を向けた。周囲を綺き麗れいな彫ほり物もので飾られた、白く可か愛わいらしいそれは、いかにもマルタ先生らしいセンスのもの。愛らしく親切で善良な先生だとは思うが、どうにも思いこみが激しく押しつけがましいタイプで、はっきり言ってヨシュアにとっては相当苦手な部類の人種だった。

　けど、しかし。

「やるしかないよねえ……」

　苦手だろうがなんだろうが、相手は導師。彼女に落第点をつけられてしまった瞬間、自分は進級を逃すことになってしまうのだから。
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『陽の月一八日　ヨシュア・バレク




　今日もまた魔操に失敗しました。

　幾何の授業はそこそこうまくいったと思います。食事の最中、騒ぐ同級生たちを宥めるのにはかなり手を焼きました。どうにかして欲しいです』




『陽の月二〇日　ヨシュア・バレク




　今日もまた魔操に失敗しました。

　歴史の暗記は骨が折れますが、とにかく覚えればいいのだから気が楽です。掃そう除じの途中、水妖を喚び出して手を抜こうとした同級生を叱るのには、かなり手を焼きました。どうにかして欲しいです』




『陽の月二二日　ヨシュア・バレク




　今日もまた魔操に失敗しました。

　体力修練は得意な方ですが、日陰のまったくない炎えん天てん下かの砂漠を走るのは命に関わると思います。倒れた同級生が自分より大きく、担かつぐのがとても難なん儀ぎでした。どうにかして欲しいです』




「また、これなのぉぉぉーっ!?」

　ヨシュアが置いていった石盤へと目を落とし、マルタ先生は絶叫する。彼の日記は常に三部構成。魔操が失敗したこと、他の授業の感想、同級生たちとのあれこれ。そして、フィニッシュは必ず「どうにかして欲しいです」という、めっちゃ投げやりなのか本当に悩んでいて途と方ほうに暮れているのか判断つかない台詞。テンプレート多用にもほどってものがないかと、マルタ先生ならずとも喚わめきたくなる単調さであった。

　それでも、彼女はこんな短文からヨシュアの心を読み取ろうと必死に努めたのだが……一週間ほどで諦あきらめた。このまま一〇〇万年頑張っても読み取れるのは、彼が毎日魔操を失敗していることと、自分の担当するクラスの子がアホばっかりなのと、ヨシュア・バレクの文才が絶望的だという芳かんばしくない事実ばかり。

「いいところを見つけたいと思って始めたことなのに、ダメなところばっかり増えちゃってどうするのぉぉぉ」

　仕方がなく、八日目の返事にマルタ先生は「お友達の面めん倒どうをよく見ていて感心しました。ですが、もう少しいろいろ書いて下さいね。上じよう手ずでなくてもいいですから」と記した。明日はいまよりちょっとだけまともな日記が読めますようにと、祈りながら。
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　さて、一方。

　ヨシュアはそれなりに真ま面じ目めに日記を書き続けた。

　と言っても、修道生の日常など至って単調なもの。二四時間のうち七時間が睡すい眠みんで、他はほぼ全部が修行に費やされるという有り様である。ヨシュアの場合、嫁と語らうという重大任務も他にあるのだが、これは誰にも内緒のことなので、もちろん、日記に書けるはずもない。

　自然、彼の日記は、マルタと自分双方の最大の関心事である「魔操のこと」、日常行われている「授業のこと」、更にちょっとした暮らしの彩いろどりとして「周囲の子供たちのこと」の三部構成になってしまう。

「なー、もう少しぐらいはサービスしてやったら？　下へ手たするとマルタ先生の返事の方が長いじゃん、これ」

「気の毒」

「そうは言っても……向こうがやりたいって言ってきたことなわけですし、僕はこんなもん書く暇ひまがあったら一分でも他の勉強していたいですし」

　かなりアレな生おい立たちのせいで、ヨシュアは一三かそこらまで文字がほとんど読めなかった。この『塔』に入るために猛勉強をして人並みの教養や学力を身につけてはきたが、神官を目指してずっと頑張ってきた周囲の修道生たちに比べると、未だいろいろ見劣りするのは否めない。

　それに、日記の特性上、書くのは夜。すべての修練が終わった後。いつもだったら嫁と二人で過ごす時間である。それを石盤にはりついて過ごしていたら、もうスーリィンの拗すねること拗ねること。

「あんな頭の弱い導師なぞのとんだ思いつきに、貴き重ちようにして短い夫婦の時間をとられるとは。妻としてこれ以上の屈くつ辱じよくはないわ！　おのれ、中央の塔ごとぶち滅ほろぼしてくれるーっ！」

　と、要約するとだいたいこんな感じのことを言い立てては夜よ毎ごとに憤ふん慨がいしている。

「ばっかだなあ、スーリィン」

　ヨシュアから彼女の様子を聞き、ラキシュが笑う。実に親しげな、気安い笑顔だった。見聞の旅から戻って以降、かの神魔に生気ルーアを与えているラキシュは、位階の差もなんのその、他の友達と変わらぬ態度を取っている。

「神官の正せい妻さいに必要なのは一に忍耐、二に忍耐、三四がなくて百まで忍耐なのにさー」

「ラキシュ、そういう生々しい現実はあんまり突きつけないで下さい。怖いから」

　ヨシュアとしては、この気安さが妻に悪影響を与えている気がしてならない。渋い顔で訴うつたえたが、相手はまるっきりどこ吹く風だ。

「本当のことなのに」

「本当だから怖いんでしょうがっ。あと、『正妻』ってなんですか、『正妻』って。僕は彼女以外の妻なんて持つ予定ないですからね」

「まあ、おっさんの場合側そば女めなんか作ったら、たぶんその場で焼かれて死ぬしなぁー」

「死ぬな」

「その通りですとも」

「え、けどちょっと待って。その言い草だと死にたくないから他に女作らないって風に聞こえない？」

「聞こえる」

「それひどくね？　あんまりじゃね？　スーリィンもっとガンガン怒っていいんじゃね？」

「いいかも」

「よくない！　そうやって僕を陥れる方へ陥れる方へと話寄せてくのやめて下さいよっ」

「やだな、もー。陥れるなんて」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしまくるヨシュアを見上げ、ラキシュが胸を張った。

「よっし、あたしがちょっと代筆してあげるよ！」

　そう言って彼の手から石盤を取り上げる。

「そしたら、スーリィンは怒らないしおっさんは勉強もできて言うことないだろ？」

「僕と君とじゃまったく筆ひつ跡せき違うのに？　そんなのバレるに決まってるじゃないですか」

「そこはもちろん、創意工く夫ふうするって。おーい、セーム！」

　言いながら、ラキシュは修練室を出て行き、数分後、灰はい褐かつ色しよくの目に涙を浮かべた少年をつれて戻ってきた。

「ほら、セーム。いまからあたしの言う通りに書いて書いて」

　ラキシュにせっつかれ、セームは席について白はく墨ぼくを取り上げる。

「えーと、まずはねえ、『今日は二週に一度の安息日。そこで、僕は同級生たちと一緒に市いち場ばへ出かけました』」

　淀よどみなくラキシュが日記の出だしを喋しやべり始め、セームがそれを書き取り出した。その手元を覗きこんでヨシュアは目を丸くする。

「僕の字!?」

「こいつ、他人の筆跡真ま似ねるのすごい得意なんだよ。そんで、四六時中ティエルの嫌いな科目のレポートとか書いてるの、あたしずっと知ってたんだ」

「うううう……」

　自慢げなラキシュに、セームはますます涙目。そのレポート代筆をネタに強ゆ請すられているに違いない。

　最年長の務めとして、ヨシュアはそんな非道を止めるべきだろう。しかし、彼の手から自分そっくりな文字が次々と生み出され、いつもの三部構成の軽く数倍はある日記が書き上げられていくのを見て、ちょっと言葉を失ってしまった。

「……マルタ先生、きっと気がつきますよ？」

「そうかな？　あたしは気がつかないと思うな」

「賭けようか」

「いや、神官候補生として賭かけ事ごとはちょっと」

「でも、試してみようよ。うまくいったら、おっさん、これ以上嫁さん怒らせなくて済むし、そもそも、この日記って成績には関係ないんだろ？」

「それはまあ、そうですが……」

　いつもだったらなんとしても止めるラキシュの蛮ばん勇ゆうを、ついついヨシュアが見逃してしまったのは、心の片隅にマルタ導師への不信感があったのと、嫁との時間を邪じや魔まされて地味に腹立ったのと……何よりやっぱり、日記なんてホント思いっきり心の底から面倒だったからかもしれない。
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『陽の月二四日　ヨシュア・バレク




　今日は二週に一度の安あん息そく日び。そこで、僕は同級生たちと一緒に市場へ出かけました。この町の市場は大きなオアシスらしく、珍しいものがたくさん売っていて興味を惹ひかれます。

　ですが、大きな市場にはあまりよくない大人もたくさん集っているらしく、何度も何度もボラれそうになりました。特に、小さくてかよわく愛らしいラキシュは狙い撃ちです。彼女が欲しがった橙だいだい杏あんずの砂さ糖とう漬づけを、三倍もの値段で売ろうとする店などもあって、本当に腹立たしい限りです。仕方がなく、僕が代わりに交渉して五分の一近くまで割り引かせました。コツは笑顔です。それと、本当に欲しいものであってもあまり欲しそうにはしないこと。更に、時間をかけて相手をじらして追いつめること。

　手間はかかりましたが、小さくてかよわく愛らしいラキシュが満足そうなのですべて世はこともなしかと思います』




『陽の月二六日　ヨシュア・バレク




　今日は水すい練れんが一番心に残りました。通常、大きな泉は聖地扱いで遊ゆう泳えいも禁止。町の住民も旅の人も泳ぐことはできませんが、僕ら修道生だけは泳げるのがちょっとお得だと思います。もちろん、遊びではなく、海辺の神殿に派遣され人命救助を任されたときに必要なことだというのは理解していますが。

　小さくてかよわくて愛らしくもなんでもできるラキシュは漁村の出身だそうで、とても器用に泳いでいました。ギレアドは渓けい流りゆうしかない山育ちの割に頑張っていました。驚おどろいたのはセームです。泳ぐのはもちろん、潜もぐるのもとても得意で、水底の光る石なんかもたくさん取ってきてくれました。

　逆の意味で驚いたのはティエルで、海辺の大神殿育ちで水妖使いのくせしてまるっきりのカナヅチなのです。ちょっとも浮かないのです。最後はリムリーに命令して無理矢理浮かせていました。実に使えない上にずる賢がしこい女だと思いました。

　言い忘れていましたが、僕は体に大きな傷があって水がそれに障さわるので見学です。そういうことにしています。

　とりあえず、先生は小さくてかよわくて愛らしくもなんでもできるラキシュを褒ほめてあげるといいんじゃないでしょうか』




「ようやく判ってくれたのね、バレクくん！」

　交換日記を開始して、二週目。

　感動にむせび泣きながら、マルタ先生はぎっしりと文字の並んだ石盤を何度も何度も読み返した。

　劇的な、本当に劇的な変化だった。

　あまりに劇的すぎて、普通はいろいろと疑うたがうものだが、神官・オブ・ザ・神官であるマルタ先生は人を信じる清い心を持っている。というか、いちおう全部ヨシュアの字で書いてあるし。

　そんなこんなで、ぎっしりと文字の詰まった日記を堪たん能のうできるようになって、しばらく。ふとマルタ先生は首を捻った。

「昨日のバレクくんの日記は、ラキシュちゃんと一緒に勉強した話。一昨日は楽器を教えた話。一昨々日も確かラキシュちゃんが出てきたような……というか、どうして毎回あの子のことばかり褒めているの？」

　いままでのヨシュアは『同級生が』『同級生は』『同級生と』というように、固有名詞を出すことは特になかった。なのに、最近は「ラキシュが」「ラキシュは」「ラキシュと」と、なんだかすごいラキシュ・ラッシュ。その上、文末は必ず彼女を褒め称たたえて終わるという念の押しよう。最初は「小さくてかよわくて愛らしいラキシュ」だったのが、今日に至っては「小さくてかよわくて愛らしい上になんでもできてかしこくも心優しく寛かん大だいかつ優雅なラキシュ」にまで増えている。いったい、どこの早口言葉だろうか。

「この二人の年齢差って確か、五歳……一〇年後なら判るけど、いまこの段階だとちょっと、ねえ………？」

　年頃の少年少女が狭い空間に押し込められて生活している場だ、心を病やむ以上に恋愛沙ざ汰たで揉もめ事ごとを引き起こすことも珍しくない。この二人にそういった兆ちよう候こうなど微み塵じんも見いだせなかったのに……と、生き真ま面じ目めな教師にまた一つ、新たな悩みができてしまった。
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「『最近のあなたはラキシュさんのことばかり褒めるようになって、どうかしたのかと心配しています。いつも周囲の人の面倒を満まん遍べんなく見ている生徒だと感心していたのに、ちょっと残念です』……だってさ、ラキシュ」

　違法代筆を黙認して、一週間目。先生から返ってきた講評を読み上げ、ヨシュアは薄く苦く笑った。正直、初日でバレると思っていたのに、まさかここまで踏ん張れるとは。

「マルタ先生って、心の闇以前に表向きの僕までまったく見えてないのと違う？」

　と、さすがのヨシュアもへこんできたぐらいの、目ん玉フシ穴っぷりである。

「あーん、割とうまくいってたのになあ。ざんねーん」

「自分のことばっかり書くから悪い」

　悔くやしがるラキシュに、ギレアドが少し小こ馬ば鹿かにしたように言った。

「なんだよ、ギレアド。なら、今度は自分がやってみなよ！　見事、マルタ先生を騙だましおおせたら、今度、市場にいったときあたしがなんか奢おごってやるよ」

「その言葉……忘れるな？」

　彼女の挑発に、ギレアドの瞳ひとみが静かに光る。いつも長い黒くろ髪かみで隠れてしまっているのに、その時ばかりははっきり輝きが判ったほど明るく強く。

「おう。ラキシュ様に二に言ごんはないよ！　財さい布ふが空からになるまで奢ったるわ！」

「い、いや、もうよしなさいって。やっぱり僕が自分で書くから」

「おっさん、黙れ」

　慌てて止めようとしたヨシュアを上から言い負かし、彼はセームへと向き直った。ここ一週間以上、代筆マシーンと化していたセームは涙目を通り越してすっかり憔しよう悴すい中ちゆう。珍しく威圧的なギレアドに逆らえるはずもない。

「『今日の午後の修練中、空に不思議な雲がかかっていた。白い靄もやがいくつも重なって、襞ひだのようになって地平へ続いていた』」

「ギ、ギレアドが長文喋った！　三日分ぐらい喋った！」

「こ、こいつぁ本気だぜ……？」

　驚き竦すくむヨシュアとラキシュの横で、ギレアドは淡たん々たんと言葉を続け、妙に情緒的なんだか哲学的なんだか判断つかぬ日記を完成させてしまった。




『陽の月三〇日　ヨシュア・バレク




　今日の午後の修練中、空に不思議な雲がかかっていた。白い靄がいくつも重なって、襞のようになって地平へ続いていた。

　砂漠の雲は珍しい。オアシスの周囲にときどき出ることはあるが、たいていすぐ消えてしまう。

　山岳地帯ではああいう雲が出たときは翌日雨になることが多いけれど、ここでは雨期以外はほとんど雨はない。不思議に思って調べたら、あれは空を神魔が通った後なのだという。どんな神魔なのかと蒼そう燕えんのアヴィに訊いたら、知っているけれど教えられないと言われた。相変わらず、神魔の秘密主義は徹底している。またあの雲が見えたら、追いかけて確かめてみようかと思う。

　ちなみに、空をずっと見ていたので、このときの修練に何をやったかはよく覚えていない』




「ちょっと……世界観あり過ぎというか独特過ぎというか。ラキシュとの落差を考えても、これはさすがにバレると思いますよ？」

「どうだかなー。まずは試してみないと」

「みないと」

　子供たちは揃そろって、自信満々かつ意気揚々。

　いくらなんでも無理だろ、と、ヨシュアは思ったのだが……。
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「で？　バレなかったのじゃな？」

　更に一週間後の、自室。

　彼の愛あい妻さいにして位階四位の大神魔・雷凰スーリィンが小首を傾げてそう訊ねる。

「うん、まったく。あれからずっと、ギレアドとセームが書いてくれてるけど、まるっきり」

「なんと」

　スーリィンは目を丸くして、仔し細さいな話をせがんだ。

　ヨシュアは宿題を片づける手を止めず、これまで起きたことをかいつまんで聞かせる。昼間のスーリィンは彼の胸飾りの中で息をひそめているのだが、最近は夜遊んでしまう分、そのままぐっすり眠っていることが増えた。そのため、この一連の騒動のこともあまりよく判っていなかったらしい。

「なるほど、のう」

　すべてを聞かされたスーリィンは、感心半ば呆あきれ半ばというような表情を見せた。

「あの子らが知恵者なのか、女導師が救すくい難がたい阿呆なのか、判断が難しいところじゃが、まあ面白い話ではあるのう」

「そう？　僕は正直がっかりだけれど」

「がっかり？」

「普通、いくら字を似せても気がつくでしょう？　他人の文だって。ラキシュは自分のことばっかり書いてるし、ギレアドも客観的とはすごく言い難い文なんだし」

「我が君はそれで傷ついておるのか？」

「まあ、少しね」

「なるほどー」

　再び大きく頷うなずいて、彼の妻は考えこんでいる。

「まあ、もういいんです。もしもバレたらバレたで、『日記で苦労しているのを見かねてみんなが手伝ってくれました』『でも、先生が本当は僕に無関心なんだって判って……すごくつらかったです』とかなんとか言いつつ、ナイーブな思し春しゆん期きの少年ぶってさんざん泣き喚いてやると決めたんで」

「ほほー」

　それはそれで一つの見み物ものという気すら、既にヨシュアはしてきている。善意に満ち充みちたマルタのことだから、一方的に生徒を弾だん劾がいはすまい。

　一つの結論を話し終え、ヨシュアはそのまま他の勉強を始めた。様々な宿題やレポートと、やることはいつでも山積みで、そうそうマルタのことばかりかまってなどいられない。

「ごめんね、スーリィン。もう少ししたら手が空くから、待ってて」

「んむ、案ずるでない。スーリィンはそこらの愚ぐ妻さいとは一線を画する女である故、多忙な夫の足を引っ張るなどもっての外よ」

「そう言いながら、膝ひざの上に乗ってくるのやめなさい。首に手を回すのもよしなさい」

「えー、ちょっとくっついているぐらいよいではないかー」

「ダメです。手て元もと見えない、動けない。あと、胸が当たっていろいろ苦しい」

「ええええー」

　唇を尖とがらせて、彼の妻は渋々ヨシュアの膝から降りる。

　しかし、どうしてもくっついてはいたいようで、ぺたんと床ゆかへ腰を下ろすと椅子に座る彼の足に体を寄せた。それから、その膝にちょこりと薄うす紫むらさきの頭を乗せる。その様子は実にあどけなくも可愛らしく、ヨシュアは小さく笑みを浮かべた。ただこの姿勢、最初はなんてことはないのだが、次第に重く辛つらくなってきて、数時間も経つと足が痺しびれて痛みまで伴う。果たして、これが単純な愛情の吐と露ろゆえのことなのか、いつまで放っておく気だこの野郎という持って回ったある種の抗議なのか、ヨシュアには判断がつかぬままである。

　───怖いから、確かめるのはやめておこう、うん。

　ともあれ、すっかり見通しのよくなった机の上に勉強道具を広げ、『塔』一番の劣等生は必死に手を動かし続けた。

　そうして、どれくらいたった頃だったか。せっせと書き物を進めるうちに、ふと、膝が軽くなったことに気がつく。

「スーリィン？」

　あたりを見回すと、窓の向こうからひょっこりと小鳥が顔を覗かせた。

「呼んだか、スーリィンのヨシュア？」

　銀の嘴くちばしがちょいちょいと開き、いつもの涼やかな声を響かせる。

「いつの間に外出たの？　もう就しゆう寝しん時間過ぎてるんだし、勝手に出歩くのはいろいろ危ないんだから」

「判っておる判っておる」

　再び彼の膝に止まり、小鳥の姿の妻は笑った。

「なに、案ずるな。そなたの嫁は天下の賢けん妻さいゆえ、一つ役立つところを見せてきたまでよ」
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　そして、翌朝五時半。

　ヨシュアは眠い目をこすって、東の塔の修練室へと足を向けた。そこでは既に身み支じ度たくを整えた同級生たちが集つどい始めている。

「おはよう、みんな」

　笑顔で近寄っていく彼へ厳しい目を向けたのは、セームの主あるじにして、このクラスの事実上のボスでもある少女・ティエルであった。

「この頃、うちのセームが何かこそこそやっていると思ったら」

　つかつかと靴音も高らかに、彼女はヨシュアへと詰め寄ってくる。

「勝手にわたしの従じゆう者しやを使うのはやめてくれない、劣等生？　でないと、ホントにひどいわよ！」

　自分より頭一つは小さな相手へ、ヨシュアは極力神妙な面持ちを作って向ける。なにせこの少女、いまのヨシュアにとってはマルタ以上に頼りになる指導者、魔操の先生なのだから。

　ヨシュアの魔操がいっこうに上達しないのは、彼の伴侶であるスーリィンを低位の神魔たちが恐れて逃にげ惑まどうせい。故に、それなりに気き骨こつある中位神魔を召喚できるようになれば話は早いと、バカ正直にマルタにそのやり方を訊ねたのがそもそもすべての元げん凶きようであった。

　マルタはヨシュアの頭がおかしくなったと断じ、それからいろいろと事件を経て、彼女の代わりにこのティエルが中位神魔の喚び出し方をヨシュアに手ほどきしてくれているのだが。

　───日記の件に関しては、話してなかったんだよな……。

　話せば、こうしてティエルが怒るのは判り切っていた。自分でもセームの特技を使ってレポートの偽ぎ造ぞうをまんまとやってのけているくせに、他人が同じ不正をすれば烈れつ火かのごとく怒る。よくも悪くもティエルは女王様気き質しつというか、自分の掟おきてをけっして曲げない違たがえない。

　───あれだけセームを引っ張り回してたんだ。正直、いまの今までよくバレなかったよ。

　内心そう思いながらも、ヨシュアは笑顔のまま彼女を宥める言葉を懸けん命めいに探す。

　しかし。

「あんな破は廉れん恥ちなことをセームに書かせるなんて、恥を知りなさいよ！　不潔！　どすけべ！　大事なところを駱らく駝だに嚙かまれて死ねばいいのに！」

　次々と飛び出してくる罵ば倒とうが、予想の遙はるか斜め上を走っている。よく見れば、怒ど鳴なり散らすティエルは真っ赤で、顔どころか耳や首まで熱湯に漬け込んだように染まっていた。明らかにただ事ではない。

「ギレアド……今日の日記の内容は？　いつもの気象観察系じゃないの？」

「書いてない」

　恐る恐る訊ねたヨシュアに、ギレアドは繰り返す。

「今日は書いたの、俺じゃない」

　困惑しきったという彼の口振りに、ヨシュアの眉まゆが軽く跳はね上がる。その前へ慌てて飛び出してきたのは、代筆日記の首しゆ謀ぼう者しや・ラキシュであった。

「なんかね、昨日の夜、ギレアドとセームのところにおっさんの嫁が来たんだって」

　周囲を慮おもんぱかって声を低めつつも、ラキシュは更に言い募つのる。

「で、彼女が自分が代筆するからそのまま書けって言ったんだってさ。ギレアドとセームに逆らえるわけないじゃん？」

　説明するラキシュの背後で、セームの顔まで真っ赤に染まっていく。ギレアドも、困ったように目を泳がせっぱなしだ。

　それだけで、なにが起きたかヨシュアには充分に察せられた。

　───スーリィン、君、この子たちに何書かせたのーっ!?












　なにせ、あの愛らしくも恐ろしい雷凰は人間とは異なる感性を持っている。その気になったら、伴侶であるヨシュアを褒め称えるだけで耐久五時間はいけると日頃から豪語しているほどである（この場合、久しく耐えなくてはならないのは、スーリィンの方ではなく、まともな羞しゆう恥ち心しんを備えているヨシュアの耳と心しん臓ぞうだが）。

　その本気を繰り出して日記にしたため、ティエルが激怒するまでの内容なんだとしたなら……もはや、マルタが気がつくとか気がつかないとか、そういう問題ではないだろう。

「そ、それで、その日記はどうしたの？」

　さすがのヨシュアの声も上うわ擦ずる。

「いつも通り、先生の部屋のポストに」

「入れたのっ？」

「入れました」

　忠実な従者の顔つきになって、セームは深々と頷く。

「朝の祈り前に届けるお約束でしたし」

　こういう場合は、約束守る前にまず相談連絡報告！　臨りん機き応おう変へんすごい大事！　と怒鳴りつけたい気持ちを、ヨシュアは既のところで抑えた。そもそもは自分がラキシュの甘言に乗って始めた不正である。誰のせいにもできない。まして、あの嫁がしでかしたことなら尚なお更さら。

「と、取り返さないと」

　よろりと立ち上がり、ヨシュアはそう呟つぶやくと。

「読まれる前に取り返さないとーっ！」

　身を翻ひるがえして走り出した。中央の塔、マルタの自室を目指して。
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　大陸の将来を背し負よって立つ神官候補生たちの養成機関、『星紺の塔』。

　学び舎でもあり、祈りの場でもあるそこで、基本、大声は厳禁である。むろん、走り回るなど以ての外。

　しかし、そんなタブーなど気にしていられないぐらい、ヨシュア・バレクは焦っていた。焦り狂っていた。

　スーリィンが彼に代わって書いたという日記……それが、担任マルタ導師の部屋のポストへと投とう函かんされてしまって、はや一五分と少し。

「き、教育的指導で済む範囲内の日記でしたか？」

　というヨシュアの質問に、代筆させられたセームは顔を赤らめて俯き、ギレアドは大きく目を逸そらした。

「文学的と言えばそうなんですが、目も当てられないノロケと言えばそうかもしれないですね。少なくとも、神殿内に未成年である僕らがアレ持ち込んだら、処分されかねないぐらいではあったようななかったような」

「金、取れると思う。ダメな大人から」

「あと、先生はヨシュアさんの『妻』についてはまったくご存じないわけですから、おそらく『脳内妻について延々と語る残念な修道生』というイメージに」

「ぎゃーっ！」

　苦く悶もんの悲鳴を放ち、ヨシュアは中央の塔にあるマルタの自室目がけて走り出した。

「ち、ちょっとおっさん！　朝の祈き禱とう始まっちゃうよ！」

　その後を追いかけながら、ラキシュが声を張る。

「なんとか誤魔化しといて下さいっ」

「なんとかって、どーやってっ!?」

「今日の礼れい拝はい当番はイーラヴ導師ですから、赤い布でも被かぶって適当に代返すれば大丈夫ですよっ、あの人すごい目が悪いし、僕の特徴なんてそこしかないしっ」

「えええええっ」

「ギレアドとセームも戻って！　ティエルまでなんでついてくるんですか？」

「こ、この展開でそういうわけにはっ」

「責任感じる」

「あなたを監視するのがわたしの役目だって言ってるでしょ、劣等生ーっっ」

　そんなやっかましい状態ではあっても、一年生だらけの東塔を抜けるのは簡単だった。

　だが、渡り廊下を駆け、上級生と導師が満載の他の塔へ移った途端、ヨシュアは歩調を緩ゆるめざるを得ない。目が合う上級生目が合う上級生、すべてが「走るな」と注意してくる。その都度足を止め、詫わびを入れるぐらいなら、彼らの目の届く範囲内では早はや足あし、いなくなったら猛ダッシュを繰り返した方がまだマシだ。

「うう、こんなんじゃ何分かかるかーっ」

「みんな朝の祈禱にいく時間だもんね。廊下の人口密度一、二を争って高い時間帯だよね」

　それでもどうにかこうにか、彼らは中央の塔、導師たちの部屋の並ぶ一画へと至った。ノックもそこそこにマルタの部屋へ飛び込もうとして、果たせぬことに気がつく。彼女らしいリボンに飾られたその扉は、しっかりと施せ錠じようされ、中に人の気配はまるっきりない。

「先生、いないじゃないですかっっ！」

「なんで？　今日、二限目までやることないはずじゃん、あの人！」

「ポストの中は？　石盤は？」

「ないです。回収されちゃってますぅぅぅっ」

「やだ、持ったままどっかいっちゃったのっ!?」

「そ、そんな……」

　ヨシュアはよろめき、へなへなと廊下の壁かべに背を預け、赤い頭を抱えた。

「どうしましょう……趣味の官能小説執筆用の石盤と間違えましたって言って通ると思います？」

「いや、神官候補がその趣味持ってるだけで問題だし」

「最悪よ、それ。単なる劣等生より悪いわ！」

「死に至る趣味」

「僕らの言論と表現の自由どこいった！　一人前になったら山ほど嫁貰えとか言うくせに」

「そんなこと言ったって、おいらたち修道生には人権すらあるかどうか……」

「でしたよね、そうですよねっ」

　突きつけられる切ない現実に、ますますヨシュアは肩を落とす。

「とにかく、マルタ先生、捜そうよ。この塔内にいるのは間違いないんだし」

「ですね。望みは限りなくうっすいですが、ゼロではありませんしねっ。ええ、僕は諦めてませんよっ」

「いや、どう見ても半ば諦めてるよね、これ」

「カラ元気、お疲れ」

「うわあああんっ」

　ヨシュアが諦めムードに片足つっこむのも無理はない。五つの塔には五〇〇人以上の修道生と一〇〇人近い導師陣、そして把は握あくできないぐらい様々な種類の下働きの人々がひしめいている。とてもとても、すべてを網もう羅らすることなどできるはずもなかった。

「いいから、君らはもう修練室帰りなさい！　遅ち刻こくの代価は大きいですよ？」

「まあまあ、おっさん。もうちょっとだけつきあってやるって」

　ラキシュは自信満々で胸を張る。

「我は導くアニ・ラーダー！」

　魔操用の短剣を振り上げ、自分の契約神魔・衝しよう魔まのカタンを喚び寄せる。それは、一いつ見けん猫のような姿だが、ふわふわと煙けむりのように輪りん郭かくが定まらない。そよぐ髭や尻尾しつぽも煙そっくりで、ゆらゆらしながらラキシュの足下にまとわりついている。

「神魔なんて喚んでどうするつもりなんです？」

　眉をひそめるヨシュアに、他の子供たちも深々と頷く。

「カタン、ポンコツ」

「そりゃあ、特技人探しの神魔だけども……確か、たくさん人間がいるとこではこの子のセンサー、まったく働かないんでしたよね？」

「普通に歩き回った方が早いんじゃなくて？」

「うっせーな！　そういう風に使うんじゃないよ！　人間は廊下走るしかないけど、神魔は違うだろってことだよっ」

　やいのやいのと揶や揄ゆする一同を怒鳴りつけ、ラキシュは足下の猫型煙へと目を落とす。

「あたしたち、先生を捜してるんだ。マルタ先生、判るだろ？」

「もちろんですにゃ。ご主人に魔操を教えてる女神官さんですにゃ」

「そうそう、その人。ちょーっと煙の姿になってあちこちの部屋覗いてきて。で、見つけたらさ、壁を抜けてさっさとあたしのところ戻ってくるんだよ」

「了解しましたにゃー」

　深々と頷いて、煙の猫は霧む散さんした。淡いグレーの煙が扉の隙すき間まから、するりと他の導師の室内へと入っていくのを見て、他の四人は目を丸くする。

「その手がありましたね！　僕のノアムは土の中なら潜って進めます！　長ちよう距きよ離りはもちろん無理ですけど、この塔の中ぐらいなら」

「わたしのリムリーは水を辿たどれるわ！」

「俺のアヴィは空飛べる」

「だっろー？　たいていの神魔は人間より機動力ぜんぜんあるんだからさー。こうやって使わないと！」

　鼻高々といったラキシュへ他の三人も頷いて、すぐさまそれぞれの神魔を喚ぶ。

　切ないことに、その間、この元凶であるヨシュアにはやることが何もない。なにせ、彼の神魔は更なる大元凶・強大かつ高貴過ぎて契約することすら禁じられている雷凰スーリィンしかいないのだから。

「あの、僕は何をどうしたら……」

「戻って、代返してきたら？」

「おっさん、赤くて目立つ」

「いないとすぐ判る一人ですよね、たぶん」

「そんなーっ！」
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　可愛い生徒たちが必死の形ぎよう相そうで捜し回っていた頃、そのターゲットであるマルタ・アバド先生は重い足取りで、中央の塔のとある部屋から出てくるところだった。大広間と言っても差さし支つかえないほど巨大で、洞どう窟くつのようと言われるほど殺さつ風ぷう景けいな、修道生たち用の食堂である。

「今日もエレミヤに会えなかったわ……」

　ぽつりと呟くだけで、彼女の胸に悲しさがこみ上げてくる。恋の始まりの頃は、その名を口にしただけで気持ちがあたたかくなっていたというのに。

　彼女のお目当てはエレミヤ・ベテル。

『塔』の料理人の一人であった。知り合って一〇ヶ月、つきあって四ヶ月になる彼女の恋人である。

　将来を嘱しよく望ぼうされた女導師と、一いつ介かいの料理人。不ふ釣つり合あいと言えばその通りの二人だったけれども、マルタはそんなことをまるで気にしたことはなかった。

　すらりとした長身に、甘い顔立ち。その上、彼はただ見た目がよろしいだけではなく、たいへんな聞き上手。彼女の日々の悩みに一つ一つ耳を傾け、「大変だったね」と優しくねぎらってくれる、『塔』で唯一の相手だったのだから（ここで重要なのは、「よく聞いて」「ねぎらう」という部分である。下手に意見したり説教したりすると、逆効果。人生のテストにたびたび出てくるので各自心にメモを。配点四五点）。

　───でも、最近、妙に忙しい忙しいって言って、ぜんぜんかまってくれなくなったような……。

　愚ぐ痴ちを聞いてくれずともいい、笑顔をちらりと見せてくれさえすれば……と、マルタは思ってたびたびここへやってきている。

　実は、『星紺の塔』には複数の食堂があり、修道生と導師たちは違う部屋が振り分けられている。調ちよう度ど品ひんがよく、おかずの質などが勝るのは、むろん後者。エレミヤのようなたいした腕前でもない料理人が勤めるのは、もちろん前者ということになる。

　───生徒たち用の食堂に、そうしょっちゅう顔を出すのもなんだし……けど、ここにこないと顔すら見られないし……。

　マルタ先生の溜め息は低く、足取りはいっそう重い。その小脇には今朝方投函されていたヨシュア・バレクの日記があるが、すぐに目を通す気にはなれなかった。なにせ、目下の最大の悩み、エレミヤに何より話して聞かせたいのは、このことに他ならないのだから。

　生徒の将来と心の平和を何より案じるマルタの気持ちとは裏腹に、ヨシュアの支し離り滅めつ裂れつぶりは日増しにひどくなる一方。最初の三行日記にも困ってしまったが、一昨日の日記などもそうとうおかしかった。




『風の月四日　ヨシュア・バレク




　今日はまた夜の砂漠へ駆り出された。『恵みの坑あな』を掘って、いろいろなものを採集するためだ。夜が更けるとひどく寒いし、坑までは遠いし、重労働で体はキツイが、自分はこの修練がそんなに嫌いではない。

　深い穴の底から天を眺ながめると、夜空が丸く切り抜かれたように見えて面白い。そこから星座の形を確かめるには坑の周囲の灯あかりが明るすぎるので、勝手に消そうとしたら導師どころかラキシュやおっさ……もとい、他のみんなにも怒られた。とても残念だ。

　仕方がないので、月がだんだんと傾いていくのを見ていた。ちょっと赤い三み日か月づきだった。

　ちなみに、ずっと月を見ていたので、砂漠の恵みは何も取れなかった』




「なんというのかしら……気き象しよう観察系？　哲学的考察系？　一段と計り知れなかったわ……」

　そして、劣等生の割に相変わらずまともに授業を受けていないという事実だけが、残ざん酷こくなほどにはっきりと浮き彫りになっていて、善良なマルタ先生の心を痛めつけるばかり。普通、最初とこれだけ文体が違った場合、人はこれを「他の人が書いてるんじゃ」と一発で思うものなのだが、神官・オブ・ザ・神官であるマルタ先生は清く正しい心を持っているので、疑うということを知らない……そのため、ヨシュアにとってもむしろ気の毒な事態が続きっぱなしなのだが。

　生徒用の食堂前でしょんぼりと立ち尽くして、数分後。マルタ先生は重い足を引きずって歩き出した。ここでこうしていても、ただ無む為いに時間が過ぎるだけ。生徒たちが朝の祈禱と一限目の修練を終える前に、ヨシュアの日記に目を通し、そして、精一杯理解に励まなくては……。

　ああ、だけど。

　恋する人と会えなかった塔の中は、ひどく薄暗く感じられて、マルタ先生をいっそう気き鬱うつにさせるのだった。

「外へ出てみようかしら……朝あさ陽ひを浴びたら、ちょっとは気分転換になるかも」

　ささいな思いつきに従って、彼女はふらふら足を向ける。塔の外、山ほど溢あふれている庭園の一つへと。





　　　　　11






　煙の猫がふわりと壁を抜け、ラキシュの足下へとやってくる。

　窓の外では、アナグマに似た地妖がえっさほっさと声を上げながら、土の中へ潜っては顔を出しを繰り返している。これはセームの神魔で、名をノアムと言う。

　巨大な青い燕つばめによく似た風の神魔は宙を切り、塔のあちらこちらへ舞い降りては飛び立って、報告をもたらす。こちらはギレアドの神魔で、蒼そう燕えんのアヴィ。

「すごいなあ……神魔って本当に役立つんだなあ」

　ヨシュアの溜め息も思わず深くなる。

　中でも圧巻だったのは、ティエルの使う、水妖リムリー。主である少女は水みず鉢ばちを一つ手にして、塔内を歩き回る。その水面にかすかなさざ波が立つと、そこから桃色の尾をした半人半魚が顕れるのだ。

「水さえあれば、そうやってどこでもいけるの？」

　かの神魔が彼女の後を慕い、ふわふわと飛び回っているところは今まで何度も見た。けれど、水すい盤ばんを媒ばい介かいに空間を一いつ足そく飛とびに越えられるとはいまの今まで知らなかった。

「わたしからあまり遠くは離れられないけれどもね。あと、正直、重いわ。コップ一杯ぐらいにリサイズできたら言うことないんだけれども」

　自慢げに、でも、ちょっとだけ物もの憂うげに金髪の少女は答えた。それが年に似合わずひどく堂に入っていて、ヨシュアはいっそう重く溜め息を落とす。

「いいなあ、僕も早く人並みに神魔が扱えるようになりたいよ……」

　しかし、そんな有能な水妖も、小さな頭を気の毒そうに振り、目当ての女導師がどこにもいないことを告げただけ。

　それからも、ありがたくない報告ばかりが延々と押し寄せてくる。

「西の塔、どこにもおらんのだわな」

「南にはいらっしゃいません」

「導師用の祈禱室も見たにゃー。いないにゃー」

　時間は刻々と過ぎていく。

　朝の祈禱の時刻はとうに過ぎ、全修道生たちが食堂へと集まりつつある頃合いになっていた。

「……もう、ここまででいいよ」

　窓の外、陽の高さを目で窺うかがって、ヨシュアは一同に言い渡す。

「君らは急いでご飯食べておいで」

「でも」

「一限目はデーバス導師の武道鍛錬だよ？　おなか空すかしたままじゃ全員倒れる」

「おっさんが一番食うくせに」

「あの程度の武道なんか、僕には文字通り朝あさ飯めし前まえだから、大丈夫。どうか神魔だけ貸して下さい。それで、みんなは戻って」

　精一杯の威厳をこめて言い諭しても、子供たちは納なつ得とくしない。一緒に捜すまだ捜すと騒ぎ立てて、ヨシュアの側を離れようとしなかった。

　しかし、そんな中。

「上です、上位者なる御方レムエール！」

　風妖アヴィが大だい金きん星ぼしを上げた。

　人の目にはなかなか届かぬ空中庭園に、黒衣が歩き回っているのを見つけてくれたのだ。

「ちぇー、あたしのカタンだって、もうちょい人口密度低いところなら役に立つのになー」

「な、何よ、そんな鳥！　ただ飛べるってだけじゃない！　わたしのリムリーの方がずっと有能よ！」

「お二人とも！　お静まり下さいっ」

「うるさい」

　いがみ合う女子たちとその間に割って入るセームとギレアドを残し、ヨシュアはアヴィの脚あしを摑んで天へと舞い上がる。

　とにもかくにも時間がない。

　マルタから石盤を取り上げるのはもちろん、そのまま速すみやかに修練室へと取って返し、できれば朝食の間に……それが無理なら、せめて一限目の修練の時間には間に合わせなければ、またもヨシュア・バレクの悪あく名みようは高まることになる。

　風妖は風の力を借りて一度大きく上昇し、それから一気に目的地を目指した。視界の中、ぐんぐんと花々に彩られた庭園が間近に迫り、その中にぽつんと墨を落としたような黒衣が目に染しみる。

　やがて、ぼんやりと空を見上げているマルタと目が合った。長い袖から覗くその指が、白い石盤を握りしめている。

「それ、待ったーっ！」

　絶叫と共にヨシュアは舞い降りた。アヴィの案ずる声が耳に残るが、かまっていられない。三階屋の窓よりまだいくらか高い位置ではあったが、目もく測そくを定め、躊躇ためらいなく身を躍おどらせる。

「バ、バレクくんっ？」

　マルタは何度も瞬まばたきを繰り返す。この時間、こんなところにいないはずの生徒が、更に信じられない身のこなしで舞い降りてきたのだ。驚かないほうがおかしい。

　けれど、この時のヨシュアには、そんな彼女の心境を忖そん度たくしている暇も余裕もこれっぽちもなかった。

「導師……」

　肩で軽く息をし、緑の瞳に真剣な光を宿して、彼は恩師へと近づいていく。

「それ、もうご覧になりましたか？」

　訊ねる声が、常になく低い。

「い、いま読もうと思ったところよ」

　マルタは一歩退しりぞいた。

「本当に？」

　重ねて問うヨシュアは、いつも通りお得意の笑顔。なのに、なんだかひどくただならぬ雰ふん囲い気きを醸かもし出だしていた。マルタはこくこくと必死に頷く。

「それはよかった」

　伸びてきた少年の手が、石盤を摑んだ。

「ちょっ、何するのっ？」

　なぜか女導師は咄とつ嗟さに指へ力をこめた。思いもかけぬ抵抗に、ヨシュアは驚く。

「返して下さい。これ、間違いです。ちょっとした手違いなんですからっ」

「何言ってるの、間違いってどういうこと？　ちゃんと説明なさいっ」

「いいから、早く！」

　この時、ヨシュアはあまりに焦り過ぎた。

　そして、力任せ過ぎた。

　二人で押して引いてを繰り返していた石盤がちょっとした弾みで跳ね上がり、一直線に向かっていったのだ───マルタ導師の額ひたいへと。




　ごん！




　ものすごい音がして、石盤が割れた。四方に白い石片が砕けて落ちる。

　目を剝むくヨシュアの前で、彼女の体からくたりと力が抜けた。気を失う最後の瞬間、その唇がかすかに、しかしはっきりと動くのを彼は見届けた。

「校内暴力きちゃったわあ……」

　そんなバカな！

　これは断じて暴力なんかじゃありません、事故です！　たまたま石盤が先生の額にぶつかっただけ！　まごうことなき事故なんです！　ヨシュアが抗弁しようとしたその時には、もう。

　マルタ先生は完全に床の上でのびてしまっていた。

　さやさやと風が渡り、その黒衣を靡なびかせている。かぐわしい蘭の香りがあたりに満ちていた。このシチュエーションで眺めるその美しさの、不吉なことと言ったら！

「ど、どうなさいますか、上位者なる御方？」

　それでなくとも青いアヴィが、いっそう青ざめた調子で彼を見上げる。

　ヨシュアもしばらく声がなかった。

　暴力は神官にとって禁きん忌きの一つ。

　三回攻こう撃げきされなければたとえ死んでも迎撃してはならない。そんなとんでもない戒かい律りつがまかり通るぐらい、誰かに向かって力を振るうことは厳しく諫いさめられているというのに。

　それが、あなた。修道生が導師に向かって手を上げたなんてことになったら？

　よくて謹きん慎しん、悪ければ当然放校処分に決まっている。

「……アヴィ、ちょっと伝言してきて欲しい相手がいるんだけど、頼める？」

　長ちよう考こうの末、ヨシュアはそう切り出した。

「無論です、上位者なる御方。主人からあなたの言うことはよく聞くようにと言いつかっております」

　して、どこの誰に？

　労るように訊ねる風の鳥に、ヨシュアは言いつけた。

「中央の塔の料理人でエレミヤ・ベテルってやつを」
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　目覚めたとき、マルタ先生が真っ先に感じたのは、額の痛みだった。何か固いものでぶん殴られたような、ひりひりとした痛み。

　───ぶん殴られたような、というか！　殴られたのよ！

　がばりと身を起こし、彼女は周囲を窺う。きっと、あの禍まが々まがしくも真っ赤っ赤な頭が目に入ってくると予測したのに。

「大丈夫、マルタちゃん？」

　ふいに耳みみ元もとで響いた、優しい声。

　見ると、彼女の枕元に侍る人影があった。甘い顔立ちに愛あい嬌きようのある少し垂れ気味な目。こんな時間、普通だったら食堂で料理ナイフを振り回しているはずの人。

「エ、エレミヤ？」

　思わず跳ね起きてあたりを見回すと、何故かそこは自分の部屋。見慣れたフリルとレースの嵐の中、彼が静かに見下ろしているではないか。

「どうしてここに？」

「君が廊下で倒れてたって話を聞いて、飛んできたんだよ」

「私が？　廊下で？」

　きょろきょろと落ち着かない視線をあたりに這はわせながら、マルタ先生は呟いた。確か自分は空中庭園にいて、ヨシュア・バレクが空から降りてきて、挙あげ句く、石盤で額を割られ損なったような。

「そうなの。校内暴力よ、本当にゆゆしき事態なのよ。どうしましょう！」

「まさか、そんな」

　うろたえる彼女に、からりと恋人は笑う。伸びてきた大きな手が、震えるマルタの指先を捕らえて絡めた。

「修道生はみんな朝食の時間じゃないか。それに、そのヨシュアなんとかってのは神魔も扱えないような劣等生だって聞いてたけど？　いきなり先生に暴力振るうようなタマじゃなさそうだけどねえ」

「ええ、その通り。その通りなんだけど……」

　石盤を取り上げられそうになった、あの時。

　どうしてか、マルタは彼がひどく怖かった。修練室の片隅で他の子供たちに囲まれているときと、見た目、何も変わらない。いつも通りの、ヨシュア・バレクのはずだった。

　なのに。

　───なんだか得体のしれない神魔と対たい峙じしたみたいだったわ……。

　ほんの一瞬でも、生徒に臆したことを知られたくなくて、意地になって石盤を握りこんで、そして……。

「疲れているんだね、可哀想に」

　いつも通り全部を聞いてくれたエレミヤは、優しく言って彼女の頰に触れる。

「今日はもうお休みをもらったら？」

「でも」

「実は、君ならきっといいって言ってくれると思って、俺はもう休みもらってきちゃったんだ」

　夜まで、いや、夜もずっと一緒にいるよ……そう柔らかく囁ささやかれ、彼女はうっかり頷いてしまう。

　廊下で転んで額を打ち付けた、にしてはちょっと傷がピンポイント過ぎるとか、エレミヤが背中を向けて隠している場所に人の気配があるとか、そんなことには気がつかないまま。

　そうして、彼女が再び寝台に身を横たえ寝息を立て始めたとき。

　そっとエレミヤは立ち上がり、背後を窺った。扉の陰、寝台からは見えないあたりから、もう一つの人影が湧わいてくる。

　赤い髪に白い修道服。言わずと知れた天下の劣等生、ヨシュア・バレクその人であった。
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「お見事、エレミヤ。たいへん勉強になりました」

「おう、好きなだけ感謝しなさい崇あがめなさい褒め称えなさい。でも、真似するなら使用料を払いなさい」

　心底うざい、と、緑の目で一つ訴えてから、ヨシュアは小さく息をつく。顔を見れば文句の一つ二つは言いたくなる相手なのだが、いまはあまりに分ぶが悪い。厨ちゆう房ぼうで職務遂行に励む彼を引っ張り出し、あまつさえ、空中庭園から自室までマルタを運ばせた。施錠されたその扉も、エレミヤが持っていた合い鍵のおかげで開けることが出来た。

　───のちのちまで大おお威い張ばりで恩に着せられそうだけどねえ。

　とりあえず、これでヨシュア・バレクの校内暴力事件は幻のままで終わらせられそうではある。

「先生、徹てつ頭とう徹てつ尾び悪気はないんですよねえ……」

　すやすやと寝息をたてる彼女を見下ろし、ヨシュアは大きく肩を落とした。そう、マルタに悪気はない。ただ、あまりにも行きすぎて善良というだけで。

「まあ、仮かり初そめの恋人としてはそのへんが可愛いんだけど、自分の先生だったらと思うと確かにちょっと困っちゃうかもねー」

　へらへらと他ひ人と事ごとのようにエレミヤは笑う。

「で、交換日記は？　まだ続けるの？」

「もちろん、止めさせますよ」

「へえ、どうやってさ？」

　そんなことが出来るのだったら、そもそも始めなくて済んだのでは？　と訊ねる彼に、ヨシュアは厳おごそかに答えた。

「結局、先生が中途半端に暇だからいけないんです。もっともっと忙しくして、劣等生のことなんて忘れるぐらい大変にしてしまえば、交換日記をしようなんて思わなくなるでしょう」

「だから、どうやってよ？」

「こうやって、です」

　言いながら、ヨシュアは後ろへ一歩二歩と退いていく。そのまま、彼がアヴィに頼って窓辺から舞い上がったのと、マルタの部屋の扉が荒々しく開いたのは、ほぼ同時。

「何よ、エレミヤ！　どうしてこんなところにいるのっ？」

「ちょっと、この女、どこのどいつ？」

「忙しくて休めないってあたしには言ったのに……ひどい……っ」

　飛び込んできた数人の女性がいっせいにがなりだし、あたりはたちまち蜂はちの巣すを突ついたような騒ぎに。

　当然、部屋の主であるマルタ先生もじっと寝てられるはずもない。

「え、ちょ、何？　どういうことなのっ？」

　目覚めるなり、他の女たち同様にエレミヤへと詰め寄っていく。

「てんめーっ、恩を仇あだで返しやがってぇぇぇ！　覚えてろぉぉぉぉ！」

　呪じゆ詛そにも似たその悲鳴が眼下にこだまする中、ヨシュアは元来た空の道を辿り始めていた。

「急いで、アヴィ。一限目のデーバス導師はマルタ先生ほど甘くないんだから。遅刻したら、ホント命に関わる」

「かしこまりました。で、ですが、上位者なる御方レムエール……あの、大丈夫でしょうか？」

「何が？」

「いえその、さっきの人……」

「いいんだよ。先生だって傷の浅いうちに真実を知った方がいいに決まってるんだし」

　これも親切だと笑顔で言い切る大神魔の伴侶から、気の毒な風妖はそっと目を逸らす。

　───本当、長い一ヶ月だった。

　砂漠の地平線を朝陽が染める中、ヨシュアはひっそりと大きな溜め息を零こぼした。

　───悪意の企みなんかより、善意から引き起こすトラブルの方がある意味ずっと手に負えないよ。

　そうして落とした視線の先、危うく校内暴力の現場になりかかった庭園が広がる。二度と見たくないと、ヨシュアは目を逸らしかけたのだが、その視線の端はしで何か小さく輝くものがある。目を凝らすと、それは石盤の欠片かけら。白く輝いて、朝日に照り光っていた。

「アヴィ、降りて！　さっきのところ降りて！」

「えっ、でも、急がないとならないのでは？」

「うん、急ぐ！　けど、こっちも大至急！」

「かしこまりました」

　首を捻りながら降下していく風妖から、ヨシュアはまたも大きく跳ちよう躍やくして飛び降りた。

　マルタと争ったベンチの近くへ走り寄り、転がる石盤の欠片を慌てて拾い上げ、まじまじと目を落とす。

　それなりのサイズの石からは、

『僕の妻はとても有能なので』

『今夜は妻と一緒に僕は』

『僕の妻はとても美しく、しかも、（以下未成年対象レーベルにつき編集部検けん閲えつ済）』

　などと言った文章が散さん見けんしているのが読み取れた───しかも、がっちりきっちりヨシュアの字で。

「アヴィーっ！　拾って！　一緒に拾うの手伝って!!　さっさと急いでどんどんと！」

「かまいませんが、私はご覧の通り嘴でしか拾えませんので、あまり早くは……」

「うわーん！」

「では、すべて砕いてしまっては如何いかがでしょう？　判読不明なほど粉々に」

　これはナイス・アイディアと神魔は思い、したり顔で進言したのだが。

　ぴたり。

　ほんの一瞬、ヨシュアは止まる。考えるような間がほんの少しだけあって、その手は再びせかせかと動き始めた。

「……砕くのはお嫌なんですね？」

「い、いちおう……彼女がよかれと思って書いてくれたものなわけだし……」

「なるほど、さようで」




　ひょおー……。




　ふいに吹き込む、砂漠の風が冷たい。

　続く沈黙は、染み入るようになお痛い。

「馬鹿だと思ってるんでしょう、アヴィ？」

　耳まで髪と同じような色に染め、ヨシュア・バレクは訊ねる。

「とんでもございません、上位者なる御方」

「思ってるんでしょっっ？」

　悲鳴にも似た声を上げ、ヨシュアはできうる限りのスピードで手を振るい、涙ぐましい作業に終しゆう始しすることとなった。

　その背、その頭上で鐘かねが響き渡っていく。

　修練の開始を告げる鐘が、それはそれは高く重々しく。








─おわり─
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　───これは、だいぶまずいところへ来てしまったかもしれない。

　ギレアド・ミレバがそう思ったのは、『星せい紺こんの塔とう』の初塔の儀……現代日本風に言うと入学式が始まる、たった一〇分前のことだった。

　全修道生と全導どう師しが集った、祈りの間なる巨大な部屋は、首が痛くなるほど見上げても天てん井じようの色柄がよく見通せない。それでも頑がん張ばって目を凝らしていると、そのろくろく見えない天井にぎっしりと緻ち密みつな絵が描いてあるのが判わかった。それを支える巨大な白い柱には、これまたみっちりと模様が彫り込まれていて、人生これシンプル一色でやってきた彼の目を、楽しませるより先に惑まどわせ怯ひるませた。

　いや。

　それ以上にギレアドを怯ませたのは、やはりそこに集っている人・人・人。たいていは彼と同じ白い長衣の上に黒いローブを纏い、赤・紫・黄・青・緑と色とりどりの肩布タリートを掛けている。

　彼らはいずれも神官候補生。ギレアドと同じ身の上なわけだが……こんなたくさんの人間がぎっちりみちみち溢あふれているところなど、山育ちの彼はついぞ見たことがなかったのだ。

　この大陸のたいていの者がそうであるように、ギレアド・ミレバはミレバという名の村で生まれた。深い谷を見下ろす山肌のあちこちに、しがみつくように家が建つ、小さな寒かん村そん。かつてはあった神殿が今はなく、従って間近に神官もいない。

　村人の半分ぐらいが、

「村に神殿が出来たらなあ」

　を口癖にして、既に五〇年近くたっているという。

　そんな土地に育った彼の特技は、まず勉強。驢ロ馬バに揺られて麓ふもとに降り、町の子供に交じって学ぶ。家から五分で私塾に辿たどり着つけるような子らより、ギレアドの方がずっと文字もたくさん読めたし、覚えもよかった。

　次いで、神魔を見つけることだった。

　ほんの幼い頃からギレアドは、川の浅瀬に木々の梢こずえに蒼そう穹きゆうに浮かぶ雲の合間に、変わった光を見つけ出しては指さしてみせた。並の人間ならまず見逃してしまうような、小さな小さな光の元のたいていは神魔。人の暮らしの近くにいながら、彼らは人と関わらない。言葉を交わすこともない。そんな神魔がギレアドを見ると、興味深げに足を止め視線を投げかけてくるのだった。

　それらの特技特色に、破格の体たい軀くというのが加わってきた頃、村の長おさがギレアドを呼んで言った。

「おまえ、神官になったらどうだ？」

「ここから南へ何日も下った砂漠の真ん中に、『星紺の塔』というのがある。そこに入ってぜひ勉強してこい」

「なに、心配はいらない。そこまでの旅費は村で出してやる。試験に受かって修道生になれれば、学費はもちろん食うのも着るのも『塔』がきちんと面めん倒どうみてくれる」

「立りつ派ぱな神官になって村に戻り、神殿を建てて力を尽くしておくれ」

　それは実に魅力的な話に思えた。

　小さな塾の勉強は正直食い足りなかったし、山で神魔を見かけても指をくわえて眺ながめているだけ。

　───あれに近づいて、話したり操ったりできるようになったら、とても面白いだろうな。

　郷土の期待はともかく、一二歳の子供らしい動機で、ギレアドは長の言葉に頷うなずいた。見た目はまあこの時点で、長より頭一つはでかかったのだけれども……ともあれ、彼は南を目指した。遙か砂漠の彼方かなた、青いオアシスの畔にある『星紺の塔』へ辿り着き、見事、難関を突破して今日という日を迎えたわけだが。

　───こんなたくさんの人と、どうやって口をきいたらいいんだろう？

　神魔と話す前に人と話さなくてはならないその現実を今更ながらに思い知り、ギレアドは顔色を失くす。しかも、どこから来たのかも判らなければ、どういう性格なのかも知れない人たちと、いったい何を語れというのか。

　村にいたとき、ギレアドはろくすっぽ口を開かず一日を終えることもよくあった。親兄弟には頷いたり首を振ったりするだけで意思の疎通ができたし、山のあちこちに民家が点在しているため、他人に会わないまま一週間などというのもザラ。

　───いや、それ以前に。

　見た目はまるっきり無表情ながらも、背中いっぱいに冷たい汗を流し、ギレアドは一人ひっそり困惑し続ける。

　───俺、こんなにたくさんの人間の見分けがつくのか？　しかも、同じ服着ている人ばかりなのに？

　実に、シンプルかつ根源的な悩みである。できればここに来る前に、検討対策しておくべきだった類たぐいの。そうして悩む最中にも、見た目はやはり、平然としていたけれども。

　そんなギレアドの視界の端で、ふと赤いものが動いた。こんな室内に突如、花でも咲いたのかと思うほどの真紅。それに違い和わ感かんを覚えて視線をくれると、そこには一人の少年がいた。

　少年と言っても、周囲の者よりだいぶ年長で、「若者」と言い表した方がよりしっくりくる。彼は一年生全員に渡された羊よう皮ひの巻物へと目を落とし、熱心に読みふけっていた。

　───肩布は緑だから、同じ一年生に違いないんだろうけど、それにしちゃ年上過ぎないか？

　思わずまじまじとなってしまったであろうギレアドの視線に、彼は顔を上げた。淡い緑の瞳ひとみがまっすぐこちらに向かい、柔やわらかく和なごむ。

「初めまして。僕はヨシュア・バレク。よろしくお願いします」

　折り目正しい挨あい拶さつを受け、ギレアドは戸と惑まどいがちに頷いた。

「ギ、ギレアド・ミレバ……」

　なんとか名乗るだけは名乗ったが、その言葉は我ながらひどくぎこちない。

「ミレバというのは、確か北の地名ですね？　かなり山間の」

　相手はいっこうに気にした風もなく、実に丁てい寧ねいな口く調ちようで会話を続行する。あんなド田舎いなかのことをよく知っているな、とか。そっちはどこから来たんだ？　とか。頭にはいくつか台詞せりふの切きれ端はしが浮かぶが、どれもうまく舌には乗せられず、ただ頷くだけで精一杯。

「すごく遠くから来たんですねえ。北方からの砂漠越えはたいへんだったでしょう？　大だい流りゆう砂さをいくつも渡らないといけないから」

「うん」

　今度はなんとか声が出せた。が、これだけではあまりに簡素すぎてヨシュアに悪いと思い、ギレアドは頑張りに頑張って先を続けた。

「とても」

　わずか三音の追加事項ではあったが、彼的には大健闘。自分を誉めてやりたいというレベルである。

　それにひとまず満足し、彼はもう一度深々と頷く。

　それに一つ頷き返して、

「よかった。年の近い同級生が一人でもいてくれて」

　心から安あん堵どしたというように、ヨシュア・バレクは続けた。

「てっきり、僕だけ四つも五つも年上で、一人だけクラスですごく浮くことになるだろうって思ってたんで」

　そう、と、また頷きかけて、ギレアドはふと首を捻ひねった。いまの言い方だと、ヨシュア以外にも四つも五つも年上でクラスから浮く羽は目めになる奴がいるということではなかろうか？

　───それって、誰？

　周囲を見回し該当者を探すが、特に見当たらなかった。緑の肩布の一団は彼と真横の赤毛を除いてみな、たっぷり頭一つ以上は小さい。

　───もしかして、俺？

　いや、違うんだ。確かに自分はこの中で一番でかいようだし、十代半ばに間違えられることもよくあるが、実年齢は歴としたローティーン。あと二ヶ月でようやく一三歳になろうという、正しよう真しん正しよう銘めいのまだ子供なんだ……と、ギレアドは訴うつたえたかった。

　訴えたかったのだが。

　初塔の儀ぎ式しきの始まりを告げる音楽が粛しゆく々しゆくと流れ出し、傍かたわらのヨシュアがそれはそれはエエ笑顔でひたすら機嫌よく微笑ほほえみかけてくるので。

　言えなかった。

　言えないまま、ギレアド・ミレバは晴れて『星紺の塔』の一員となってしまったのだった。
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　翌日の朝からさっそく、ギレアドの修道生活は困難を極めることとなった。

　神官候補生の毎日は、朝の祈き禱とうで始まり、夕の祈禱で終わる。初塔の儀式で使われたようなやたらとドでかい礼拝室での祭事は月に何度かあるだけで、それ以外は学年ごとにそれなりのサイズの祈禱室で祈りを捧げる。

　しかし、この「祈りを捧げる」という行為、単に頭を下げて無言で手を合わせていれば済むというものではなかった。

　まず、朝の祈禱には朝の祈禱のしきたりがあり、夕の祈禱にもまた違ったしきたりが存在する。歌も祈りの言葉も、複ふく雑ざつ怪かい奇き多た種しゆ多た様ようときている。

　大陸中の町や村にある神殿では、取り仕切る神官の裁さい量りように任せて儀式の簡略化が許されているが、それはあくまで「現場での判断」。神官の卵たちはその「判断」が適切にできるようになるまで基礎固めをしなくてはならない。楽をするのは一人前になってから。それまでは、膨大な聖せい伝でんや詩し篇へん、賛さん美び歌かなどを形式通りガッチガチに頭へ入れていかなくてはならないのだ。

　そんな中、間近に神殿がなく、小さな頃からちゃんとした祈禱の儀などろくろく見たことがなかったギレアドがどうなったかというと。

　───なんも、判わからん……。

　朝の祈禱が始まって三分足らずで途と方ほうに暮くれ、そのまま一日の終わりまで暮れっぱなしという日々が続く。

　そして、その横にはやはりかなり苦戦しているヨシュアがいた。

「神へと祈りの声を届ける前に、自分の脳みそに儀式のしきたりをインプットするだけであっぷあっぷ。これ、本ほん末まつ転てん倒とうも甚はなはだしくないですかね？」

　と、愚ぐ痴ちりながらも礼拝の作法やら詩篇やらの書かれた巻物を懸命に読み込んでいる。

　そんな二人の様子を見るに見かねた者が出てきたのは、初塔の儀から四日ほどたった頃だった。

「なー、お二人さん。何もさー、聖伝やら詩篇やら片かたっ端ぱしから頭に詰め込むこたないんだよ？　こういうのにもそれなりにルールがあるんだからさあ、効率よくやればいいの」

　夕の祈禱のすぐ後、ぐったりと椅い子すにもたれ掛かっているギレアドと、その横で机に突っ伏しているヨシュアに近づき、一人の少女がそう言い放った。オレンジ色の髪かみに、ことさら小さく華きや奢しやな手足。緑の肩布タリートを纏まとった中でもっとも年少の修道生だった。

　その背後で周囲がすこしだけざわついているのが判る。明らかに年長で、明らかに神殿の些さ事じに通じていない二人は、いわばクラスの異い端たん者しや。むっつり無口でやたらと大きく、黒く長い前髪で目元を隠しがちなため何を考えているのか判りにくいギレアドと、愛あい想そがとてもよく優しげな物腰ではあるが、それがかえって年の差を強調してしまっているヨシュアへ、自分から近づいていこうという者はあまりない。

「ええと、君は確か……ラキシュでしたっけ？」

「うん、そう。ラキシュ・マヘドさまだよ。よろしく頼むね」

　堂々と胸を張り、彼女は更に言葉を重ねた。自分がテル・マヘドなる神殿で生まれ育ったこと、だから、さまざまな儀式のだいたいのことが頭にもう入っていることなどを簡単に説明したのち、本題を切り出す。

「だからさー、まず入祭の歌ね。これ、ほぼカレンダー通りに順じゆん繰ぐりで、三〇日で一リピート。んで、三ヶ月おきに違うパターンに移るのね。朝バージョンと夜バージョンで違いはあるし、祭司の気まぐれで変わったりすることもなくはないけど、まあ、予想は簡単にできるよ」

　言いながら、ラキシュはヨシュアの机の上に広げられた石せき盤ばんにごりごりと曲名を書き込んでいく。

「で、その後の歌もさ、入祭の歌によってだいたい判るようになってんだよ。但し、入祭の歌ほどはバリエーションなくて、だいたい五パターンぐらい覚えておけばオッケー。で、中盤の聖伝暗あん誦しようね、これも入祭の歌聞けばだいたい予想がつくって仕組み」

「……すごい」

　心から感心したというようにヨシュアが呟つぶやき、ラキシュは大いに気をよくしたらしいのだが、

「ちっちゃいのにえらいねえ、君」

　次に飛び出てきた台詞に、一気に気分を害したようだった。

「ちっちゃいはちっちゃいけど、テル・マヘドの有能跡取り娘ったらこのラキシュさまのことだよ！　キャリア＝年齢のいわば大先輩なんだから、もうちっと敬うやまいな、おっさん！」

「お、おっさん……」

　彼女の攻こう撃げきは実にいいところを突いていたらしい。露ろ骨こつに傷ついたという顔でヨシュアがよろめいた。

「僕、もうすぐ一六歳なんですが」

「この『塔』の入学平均年齢て一三歳だぞ？　一六歳なんて立派なおっさんだろ、このおっさんども！」

　口調は荒いがどこか面白がっている風なラキシュに、ヨシュアは苦笑いし、ギレアドは目を丸くする。

　本当は、

　───おっさん「ども」ってどういうことだ？　そこに俺も入っているのか？　こっちはおまえの言う入学適正年齢ど真ん中だぞ？

　と、とことん問いつめたかったのだが、

「あとなー、聖伝もよく使われるところと使われないところがあんの。特に大きい礼拝の儀だとさ、盛り上がる部分では必ず音楽が背後に鳴らされるだろ？　そん時にＢＧＭ邪じや魔まするタイプの単語を連発するような部分は割と出てこない。それから……」

　立て板に水とばかりにラキシュ先生の次なる講義が始まってしまい、それをメモするだけで精一杯。とても文句をつけられるような雰ふん囲い気きではなくなってしまった。

　神殿の跡取り娘を自称する割には、言葉に容よう赦しやがないラキシュに、ギレアドは「なんだこのチビ」と思わないでもなかった。が、なにせ、正真正銘のおっさんであり、いまのところ彼をかまってくれる唯一の同級生であるヨシュアが、

「助かったよ、ラキシュ。本当にありがとう」

「よかったら、また何か教えてくれると嬉うれしい。僕は旅芸人の子で一つところに長くいたためしがないし、あまり神殿にもいけなかったんですよ」

　などと、実に素す直なおに感謝を述べたり教えを乞こうたりするものだから、自分一人がキレるわけにもいかない。

　───そんなことしたら、俺だけすごく器うつわが小さいみたいじゃないか……。

　いや、実年齢に見合った器でそれはそれでいいし、さりげなくヨシュアにも本当のことを知らせることができて好こう都つ合ごうじゃないの？　という内なる声は、ギレアドの中から聞こえてこなかった。

　と、まあ、これだけだったら、気が短い上に根が親切なラキシュの一時的な好意の発はつ露ろで終わったかもしれないが……更に、一週間後のことだった。
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　その日は、一年生たちにとって最初の休日。月に一度のお休みで、夕ゆうべの祈禱の時間にさえ間に合えば、一日中何をしていても自由という日であった。

　───よし、オアシスを見て回ろう。

　決意も固く、ギレアドは町へと出た。

　いつものズルズルとしたローブではなく、手足を適度に露出させた私服が心地ここちよい。額ひたいの冠ターラーだけは規則で外すことができないが、まあ、こんなものはお洒落しやれな飾りとでも思っておけばよいだろう。

　足取りも軽やかに、彼はまず市いち場ばへと向かった。自分が生まれ育った山間とは違い、広大な砂漠の中の富と恵みを集中させたと言われる神聖都市の台だい所どころ。きっと珍めずらしいものが山ほど売っていることだろう。金品の私有は厳しく制限されている神官見習いの身の上だ、使えるお小遣いはたいしてない。けれど、ずらずらと軒のきを並ならべる屋や台たいや、売り子たちの声を聞いているだけでも十二分に楽しかった。

「さあさあ、いまが旬しゆんのフルーツだよ！　籠かごいっぱいでたったの一銀だよ！」

「オアシス一番の織り手の新作の布地だよ！　質のいい麻だから肌触りなめらか～」

「髪を切りたい人はよっといでー。見事な手並みでちゃちゃっと切って、一〇分で終わりまーす」

　活気溢れる街角を特にあてもなくふらふらしているうち、人ひと出ではますます増していった。陽ひが高くなるにつれ、買い物客や旅人が増えてきたのだろう。

　周囲に人が溢れに溢れ、しかも、たいていは体格のいい大人ばかり。より大きなギレアドですら圧迫感果てなく、逆らうにも一苦労だった。

　仕方がなく、流れに任せるだけ任せて進むうち、

「ちょっ、痛っ。あたし、右いきたいんだけど……って、あだだだだ！」

　聞き覚えのある声が、人混みの合間から届いてきた。オレンジの髪が、大人と大人の狭間、ひどく低い位置で揺れている。ギレアドは手を伸ばし、ちらりと見えた彼女の腕を取った。

「きゃっ」

「……なんで叫ぶ？」

　不満も露あらわに見下ろすと、大きな目を驚きよう愕がくでいっそう見開くラキシュと視線が合う。

「ご、ごめん。こんな人の多いとこで知り合いに出くわすとは思わなくて」

　───いや、ここって『塔』から一番近い市場だし、さっきからご同輩もけっこう見かけるぞ？

　と、ギレアドは思ったが、人垣に挟まれて身動きすらままならないラキシュに、周囲へしっかり目を配れというのも酷こくだろうかと、小さく頷くに留まった。

　ギレアドは彼女の手を取ったまま右へと曲がった。

　人混みへ向かって肩を入れ、大きな自分の体をうまく使って、ギレアドは進む。

　ちょこまかとついてきたラキシュが安あん堵どしたように息をついたのは、それから五分ほどのちのこちだった。

「ありがと、助かった」

　うん、と、やはりギレアドは頷くだけで、会話はまったく続かない。それどころか、そのままくるりと踵きびすを返かえし、元来た道を歩き出す。

「ち、ちょっと、待って！」

　強く腕を引かれて振り向くと、なんだか複雑な表情でラキシュが袖そで口ぐちにぶら下がっていた。

「何？」

「や、そんな、せっかく会ったんだし……」

「『塔』で毎日会ってる」

「そーだけど！　あ、お礼にさ、なんか食う？　奢おごるよ？」

　珍しく殊しゆ勝しような申し出に、これまた珍しくギレアドは鋭敏に反応する。

「ロサ鶏どりの焼いたやつ」

　常にないほど明めい朗ろうな声で告げられ、ラキシュは驚おどろきつつも頷いた。

「そういや、あんたヨシュアのおっさんほどじゃないけど、けっこう食うよね。特に肉ばっか。やっぱ、それぐらいじゃないとそこまででかくなれないの？」

　彼に手を預けたまま、ラキシュが無邪気に訊ねる。「何を食ったらそこまででかくなるんだ？」という質問は、あちこちからよく受けているので、そのたびにいろいろ考えるのだが、これと言った決定的な結論は未だ出ない。

　仕方がないので、このときもギレアドは軽く首を捻り、「さあ？」と言うだけに留めた。

　そんな彼を見上げ、ラキシュは小さく笑う。日頃の……てんから彼を馬鹿にしているようなそれではなく、幾分寛くつろいだ印象の微笑み。それから、つないだ指にきゅうと力が込められた。少しだけ。ほんの、ちょっとだけ。

　そうして、二人連れだって進んで、しばらく。

「あ、ここここ！」

　ラキシュがはしゃいで指をさす。

　この付近では一番大きな屋台で、鉄の棒に刺さった鶏がいくつもぶらさげられ、香ばしい匂いを発している。その他にちょっとしたおかずやおやつ、飲み物なども商あきなっている、食の総合店舗と言った店構えだった。

「おや、可愛い修道生さんだね。これはお安くしとかなきゃなあ」

　髭ひげ面づらの店主は人のよさそうな顔に満面の笑みを浮かべ、鶏の腿ももと胸の一部を切り落とし、大まけにまけて三〇〇銅と値を告げる。

　それが高いか安いか、漁村育ちのラキシュには判らない。ギレアドは高いと思ったが、都会だし砂漠の真ん中だしそんなものなのだろうと納なつ得とくした。

　しかし。

「三〇〇？　じゃあ、その横にある揚あげ芋いもと、それに手て羽ばも二つばかりつけて下さいよ」

　突然、後ろからもう一つ飛んできた声が、彼らの買い物を遮さえぎる。驚いて見ると、そこにはヨシュア・バレクのいつも通りの笑顔があった。二人と同じく私服だが、首まで詰まった畏かしこまった形の上着を着込み、頭髪はむろん容赦なく赤い。なのに、彼は暑さなど露つゆとも感じさせない涼やかさでその場に佇たたずんでいた。

「えー、それはちょっと……」

　店主はたちまち渋い顔つきになり言葉を濁にごす。

「あ、お嫌ですか？　なら、仕方がない。ラキシュ、ギレアド、あっちにも鶏の屋台はあるからいきましょう」

「ちょっと待った待った、そうひどいこと言わないで下さいよ、あんた方修道生さまでしょう？　ちょっとぐらいお慈じ悲ひを下さっても、さあ」

「おっしゃる通り、修道生ですよ。だから、みんな金がないんです。何事も適正価格でお願いしたいですね」

　いっそう鮮やかに笑って、ヨシュアは店先に並べられた鶏を指す。

「焼き目に誤ご魔ま化かされそうですけど、これ、みんな乾期に捕った鶏でしょう？　雨期のより痩やせてるし、味もいま一つ。足と胸むね肉にくだけで三〇〇銅ってことはないですよ」

「ぐぐぐぐ」

「あ、揚げ芋もって言いましたが、そっちのではなく、奥の籠のをいま揚げてもらっていいですか？　時間がたつと味がすごい落ちるんで」

「ぎぎぎぎ」

「手羽がお嫌なら、煮に卵たまごでもけっこうです。但し、その場合は三つお願いしますね」

「ぬぬぬぬ」

　呆気あつけにとられた二人の前で、店主とヨシュアの攻防は続いていく。まったく笑顔を崩くずさず、一言でも反論しようものならば、すぐさまラキシュとギレアドの腕を取って歩き出そうとする彼に、店主が完全に折れるまで五分とかからなかった。

　あつあつの鶏と芋が椰や子しで編んだ包みに入れられ、ラキシュとギレアドの手に渡される。見事な手並みと美う味まそうな匂いに、少年少女は感動すら覚えたのだが。

「さて、では次のお願いなんですが。そこにあるジュースはおいくらで売って下さいますか？　それなりのお値段でしたら、『あそこの屋台は修道生と見ると高値をふっかけてくる』っていう話を、塔のあちこちでしなくて済むと思うんですけれども」

　続けざまに放たれたヨシュアの言葉に、揃そろって顎あごを落とした。

「悪あく辣らつ、おっさんすっげー悪辣！」

「やり過ぎ」

　結局、「ジュースはサービスいたします……」という一言を悄しよう然ぜんとした店主から引き出して、三人は帰路を辿った。

「何を言いますか」

　ヨシュアはまるでこたえた風もない。

「何もかも適正価格ですよ。修道生ならみんな簡単に騙だませると思われ続けたら他の人に迷めい惑わくかかることだし、しっかり対応しといた方がいいんです」

　実際に騙されやすいんだと思いますよ、と付け足され、いままさに騙されかけたギレアドとラキシュは口を噤つぐむしかなくなった。

「……それって、あたしらは世間知らずの田舎者って思われてるってことだよね？」

「そうでしょうね。でも、最初は知らなくて当然でしょう？」

　ごく平らかに、ヨシュアは言う。

「僕は物心ついてからずっと旅から旅への生活でしたから、こういうことだけには長たけてるんです。代わりに、神殿のことはろくろく知らないんで、一つ一つ学んでいくしかありません」

　だから、またアドバイス頼みますね、と、彼はラキシュに笑いかけ、彼女は大いに張り切って頷いた。

　その横で、ギレアドだけが釈然としない心持ちだったのだが……何せ表情に出にくいのと、ヨシュアよりは幾分、ラキシュからすると遙はるか高い位置に顔があるため、二人に気づかれることはなかった。
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　ヨシュアのように世せ知ちに長けてもおらず、ラキシュのように神官や神殿のことにも詳しくない。

　ということは、自分が一番ダメな存在なのではなかろうか？

　ギレアドがそう結論づけて頭を悩ませ始めたのは、それから更に三日が経たった頃だった。普通ならば市場の帰り道で悩み出すものだが、なんせ彼は自分の感情に名前をつけ形をはっきりさせるのが苦手なタイプであった。おかげで、喜き怒ど哀あい楽らくのいずれにもタイムラグが生じる。「あ、俺いま悩んでいるんだな」と思うまでにいくらか日を要した。

　更に困ったのは、市場での出来事を境にラキシュに「年長者」として懐なつかれ始めたことだった。不器用な彼からすると、ヨシュアに「同世代」として扱われるだけでも、そうとうキツいのに、体は小さいが頭は数倍回り神官関係の知識は数十倍にも及ぶ彼女に「おっさん二号」などと呼ばれ慕したわれるのが、腹が立つより忍びない。

　───早く本当の年を言わなきゃいけないのに。

　人混みでもみくちゃにされている小さな同級生を見捨てておけず手を差し伸べたのが、まさか運の尽きとなろうとは。

　───でも、本当の年を言うなら言うで、傷つけないようにうまく言葉を選ばないと二人を怒らせる……。

　人より獣けものの多い山里で一人ぼっちなのはかまわないし慣れてもいるが、これだけわんさか他人がいる中で一人となるとそれなりに辛つらそうな気がするし、そもそもそれでちゃんと神官になれるのかどうか心配になってくる。

　だが、言葉を「選ぶ」以前の段階で蹴け躓つまずいている彼に、うまく事態が打だ破はできるはずもなく……そのまま、ギレアドは特別修しゆう練れんの時間を迎えた。

　特別修練、というととてつもなく難しいことをやらされそうに聞こえるが、なんのことはない「いつもはしない修練をする」時間で、その内容のたいていは塔内の徹底清せい掃そう……早い話が大おお掃そう除じである。

　砂漠のど真ん中に聳そびえ建たつ塔の宿命として、砂の浸食は日々尽きぬ問題であった。日頃の清掃だけではいずれ追いつかなくなり、『塔』を挙げての一斉掃除が月に一度は敢かん行こうされる。

「話には聞いてたけどさあ、『塔』だと日常の掃除もホントに修道生にさせるんだねえ、驚いちゃったよ」

　椰子の繊せん維いを裂いて作った箒ほうきを担ぎ、ラキシュが言う。

「君の実家だと神官は掃除しないの？」

「しないねー。誰にでもできることは神官にはさせないねー。そういう仕事を地元の人に回してたくさん雇やとうことも、地方神殿の大事な役目なわけだし」

「なるほどねえ。雇用先確保も義務というわけですか」

「掃除……誰にでもできるか？」

　怪しい手つきでハタキを振り回すラキシュを見やってギレアドが訊ねたが、答えは返ってこなかった。

　そのまま三人は修道室を出て、東の塔の奥も奥、地下へと続く階段を辿った。その先には普段は使われていない書庫があるという。その中を掃はき清きよめることが、今日の三人に……いや、ヨシュアとギレアドに課せられた役目だった。

　彼らの担任のマルタ導師は、体の小さなラキシュには渡り廊ろう下かの掃除という比較的楽に済む箇所を割り当てたのだが、「子供扱いしないで下さい」「この二人だけじゃどれが貴き重ちような文ぶん献けんか判んないですよっ。ヨシュアのおっさんは大事なものとかポイポイ捨てそうだし、ギレアドのおっさんはそこらにある本読み出して働かないですよ！」と本人が猛抗議をして配置転換を希望。その熱意を導師に買われ、いまに至っている。

「物好きですね、君は。書庫なんて埃ほこりっぽい上に寒いと相場が決まってるんですよ？」

「しかも、塔の地下」

「そうそう。『塔』の七不思議にも『地下の書庫』が舞台の話があったでしょう？」

　いつもの笑顔に、人の悪そうな表情を少し加え、ヨシュアは二人を見回す。

『塔』の七不思議。

　その多くは、やれ登りと下りで階段の数が違うだの、真夜中になると北側の廊下に死者が佇んでいるだの、子供が多く集つどう塾や学がく舎しやならよくある話ばかりだった。

「地下の書庫に、志こころざし半なかばに死した修道生の霊れい魂こんがさまよっているって話でしたよね。どの塔だかはちゃんと伝わっていないところがミソですよねえ」

「神官候補が何言ってんだよ」

　妙に雰囲気を出して喋るヨシュアを、ラキシュが睨にらみつける。

「葬式あげるのだって、神官の仕事だよ？　死人が怖くて務まるもんかい！」

「それはごもっとも」

「おっさんこそ、お化け見て逃げ出すなよ！　すっごい恥ずかしいぞ、それ！」

「肝に銘めいじますよ」

　朗ほがらかに歩く二人は気が付かなかった。

　最後尾を守るギレアドが、真まっ青さおになっていたことに。

　かつんかつんと響ひびく三つの靴音が、暗い廊下にこだましていく。それと共にギレアドの胸の動どう悸きも速まり高まる。

　神魔だったらいい。子供の頃からたくさん山で見てきた。

　けれど、人の霊魂など話は聞くもののついぞ見たことはない。

　いや、話をよく聞くからこそ怖い。

　山道を足音だけが延々とついて来て、振り向いたら肩が重くなってそのまま谷底へ引き込まれた、だの。

　街道を鞍くらだけつけた馬が夜中に歩いていて、不審に思って近づくと、その背に青白い女が跨またがっていた、だの。

　気味が悪いことこの上ない話ばかりを聞かされてきた。これでは死んだ人間がとてつもなく怖く感じられたとしても、仕方がないではないか。

　そんなことを訴えたいのは山々なのだが、そんな長文をギレアドがまとめ、簡かん潔けつに話し、きっちり説得するには、時間が足りない。あまりにも足りな過ぎた。

　あっという間に長い廊下も階段も果ててしまい、

「さて、着いた。早く終わらせてしまいましょうね」

　いかにも事務的と言った口振りと手つきで、ヨシュアが鍵穴に鍵をつっこんだ。




　ギギギギギ……。




　重い重い音をたて、書庫の扉が開いていく。彼らの持つランプの淡あわい光の中、その向こうは暗いが上にも暗く、奥まで見通すことはかなわない。

　ギレアドには、それが伝説の魔界へと続く奈な落らくの道に思えてならず……。

　実際、この数分後には、ある意味奈落も同然の過か酷こくな運命に見舞われることとなるのだった。
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　ゆらゆらと視界が揺れている。ランプの淡い光の中、地下書庫の中の何もかもの影がひどく色濃い。

　その黒々とした影の中から、いまにも何かが這はい出してきそうで、ギレアドは息をつめ目をすがめ掃除に取り組み続けた。

『星紺の塔』の中の、奥の奥にして底も底、遙か地下のその部屋は、単純に書庫というにはあまりに広く、背の高いギレアドが戸口に立ってなお、もう一方の壁かべが見えないほどであった。置いてあるものも各種とりどりバラエティで、無数の石盤や巻物はもちろん、見るからに怪しげな壷つぼやら遺物やら、中には「なあ、それもしかして骨？　なんの骨？」と聞きたくなるような謎の物体まであちこちに転がっている。

　その横でラキシュが延々と、

「もー、どうして神官候補生が掃除なんてやらなきゃいけないの？」

　と文句を言い続け、

「僕らの衣食住すべてが各神殿へのお布ふ施せから出てるからですよ。ちょっとでも経費抑えるのが正義の道というか民たみへの礼というものでしょう」

　と、ヨシュアが大おお真ま面じ目めに正論を説いているが、おまえらそれどころじゃないだろうとギレアドは叫び出したかった。

　なにせ、この地下倉庫は出るというのだ。お化けが。死者が。幽霊が。いるんだかいないんだか判らないシロモノが、いるんだかいないんだか判らない姿になって、出てきたり出てこなかったりするらしいのだ。

　なのに。

　───どうして、こいつら平気な顔して掃除なんかできるんだろう？

　ハタキを持つ手が震ふるえる。

「ギレアドは一番でっかいから、上から埃落としていってね」という指示を受けて、はや三〇分。ランプが揺れるたびに彼の手はびくりと止まり、視線はおどおどとあたりを這い、作業はいっこうに進んでいない。

　けれど、下を向き、せっせと箒を動かしているラキシュと、やはり下を向いて休まず雑ぞう巾きんを動かしているヨシュアにはそれが見えていないようだった。

　神殿育ちで葬式だの死体だの見慣れているラキシュは当然として、どうしてヨシュアのおっさんまで平然としてやがりますか？　そもそも、この部屋が「出る」と言い出したのはこいつなのに。人を怖がらせるだけ怖がらせて自分ばっかり平気そうなところが、まじむかつく……というようなことを、言い立ててやりたいのは山々なのだが、なにせギレアドは口くち下べ手ただ。小さいくせにやたらと弁が立つラキシュや、物腰は柔らかいくせに主張するときは徹底的かつ容赦のないヨシュア相手に、何をどう言えば意見が通るのかちっとも判らない。

　仕方がなく、長い前髪の下の目にじんわり涙を滲にじませつつ、この苦く行ぎようが一分でも早く終わることを祈るしかなかった。

　だが、しかし。

　彼らの世界に神はいない。とうの昔にこの大陸を去って、後には人と神魔だけを残した……という聖伝ののたまうが如ごとき出来事が起きた。

　バタン……！

　彼らの背後、開け放したままにしておいた扉が閉じた。実に急に。そして、ひどく重々しく。

「あれ？　風でも吹いた？」

　ラキシュの疑問に、ギレアドは「そんなわけがあるか」と言いたかった。地下三階か四階は潜ったところにある部屋の中、重い石扉が閉じるような風が吹くはずもない。

「また砂嵐でもきましたかねえ」

　ヨシュアの言い分に、ギレアドは「馬鹿を言うな」と反論したかった。地下まで揺るがすような砂嵐、吹くとしても乾期の真っ最中。つまり、いまより数ヶ月は前の話である。

　────ついに、きた。

　ギレアドの背にどっと冷たい汗が噴ふく。

　怪奇物の導入部の定番だ。主人公たちが怪しげな場所に閉じ込められ、一人また一人と命を落としていく。

　おどろおどろしいファンファーレが、黒い頭の中で鳴り響いた。

　しかし、そんなギレアドの前を、ラキシュは何食わぬ顔ですたすたと通り過ぎ、閉じた扉の取っ手を摑つかむ。細い腕に力が籠もる様子が薄暗い中でも判ったが、扉はいっこうに開く様子がない。

「どうしました？」

「や、なんか固いつーか開かないつーか」

　どれどれとヨシュアが進み出て、ラキシュの代わりに取っ手を握るが、やはり扉は閉じたまま。びくともしない。

「まいったなー。ギレアド、ちょっと試してみてくださいよ」

　───そんな、やだ怖い。開かなかったら開かなかったで怖いし、開いたら開いたですんごいものが飛び出してきそうで怖い！

　全力で頭を振りたくってしまいたいのを、ギレアドはなんとか思いとどまった。

　恐る恐る手を伸ばし、ノブへと指をかける。固い金属の感触が手に返るばかり。押しても引いても、石の扉が開く気け配はいはなく、そこから血とか悲鳴とか妙な手とかが飛び出してくる様子も、また、なかった。

「え、うそ。マジで？」

「マジ」

「や、そんな。ホントですか？」

　とたん、二人の顔から血の気が引いていく。

「ここでずっと待ってたら、誰か助けにくるかなあ？」

「さあ……」

　ヨシュアはいっそう顔をしかめ、いささか荒すさんだ視線を扉へと向けた。

「普通なら、早くて夕の祈禱。遅くても寮の点てん呼この頃には、僕らがいないことに誰か気がついてくれるかもしれないですが」

「ですが？」

「今日はなんせ特別修練ですからねえ……分担が終わるまでは帰ってくるなっていうのが前提の」

「ぎゃー！」

　ラキシュのあられもない悲鳴が室内いっぱいに轟とどろく。

「マ、マルタ先生は？　先生ならあたしたちいないって途中で気がつくよね？」

「どうでしょう、なんせマルタ先生ですしねえ。明日の朝、出席取る段になったらさすがに気づいて下さるでしょうが」

「うああああーん！」

　ラキシュの悲鳴が一段と高くなった。

「砂漠の夜って寒いんだよね、確か。あたしの部屋、寮の四階だけど真夜中に目が覚めると息真っ白だったりするもんっ」

「おっしゃる通りですよ。まして、こんな地下も地下、いったい何度になるんだか……」

　ようやく彼らの動どう揺ようするところを見られた、と、ギレアドは束つかの間ま思ったが、そんなことを喜んでいる場合ではないとすぐ思い至る。この二人が慌あわてふためくほど、事態は深刻なのだ。

　───寒いところで、しかも幽霊出るとなったら最悪じゃないか。もう誰か一人ぐらいは絶対死ぬってパターンじゃないかっ。

　真っ青になってそう喚わめきたいが、口の減らないラキシュとヨシュアまでもが黙り込む中、一人叫ぶことなどギレアドにできるはずもなく……結局、三人揃って押し黙り、いっこうに開く様子のない扉にしばし見入っていた。

「仕方ないですね……」

　真っ先に行動したのは、やはりヨシュアであった。彼はあたりに視線を走らせ、テーブルに敷かれたクロスらしきものや本棚にかけられた覆い、ガラクタがつまった麻あさ袋ぶくろなどを目ざとく見つけた。それを片っ端から素早くはがしてはラキシュとギレアドに差し出してくる。

「ローブの下に巻き付けてください。保温力はたいして期待できないですが、ないよりはましでしょうから」

「おっさんの分は？」

「僕は鍛きたえてるからしばらくは大丈夫です」

「なら、俺も」

　ギレアドは渡された古びた布を押し返す。

「北育ちだし」

　精一杯の彼の意地を、ヨシュアは無む下げにはしなかった。

「じゃあ、ラキシュが我慢できなくなったら、ギレアドに貸してくれるよう頼んでください」

「お、女の方が寒さには強いんだよ！」

　何故かラキシュまでもが意地になったように言い出す。

「それはもっと年がいった女性の話でしょう。君はまだそんなに脂肪ついてないと思いますが」

「セクハラ！　おっさん、それセクハラ！」

「別にどこの脂肪とは限定してないじゃないですか」

　苦笑しながら、ヨシュアはランプの中を覗き、油の量を確かめる。

「……なんとか一晩保もちそうですね」

　呟くその緑の双そう眸ぼうの前で、ふらりと炎が揺れる。一方へ流れるようにして。

「風、吹いてる？」

　思わず口にしたギレアドの呟きに、ヨシュアは大きく頷いた。

「ですね。少しだけですが、奥から風が吹いてきてるみたいです」

「ど、どゆこと？」

「この部屋は密封されてるわけじゃないってことです。よかった」

　言いながら、彼はさっさと部屋の奥へと進んでいく。慌ててラキシュがその後に続き、ギレアドもそれに倣ならった。

「二人はここにいてもいいですよ？　この先、何があるのかよく判らないんだし、そもそも遭そう難なんしたときはあまり動かない方がいいんです」

「や、だってランプ、それ一個しかないし」

「真っ暗」

「ああ、そうか……なら、仕方がないですよね」

「つか、遭難とか言うなよぉ。怖いじゃんよう」

「ああ、まあ、遭難未満ですね。いまのところはね」

　縋すがるようにローブの端を摑むラキシュの頭を一つ撫なで、ヨシュアはまた踵を返す。

　遭難以前の問題だろ、もう怪談のセオリー一直線だろこの展開！　と、ギレアドもヨシュアのローブどころか頭をひっ摑んで訴えたいぐらいであったが、通常でもうまくまとまらない意見や言葉が、この緊急事態の真っ最中にまとまるはずもなく……先をいく二人の靴が、固い石床を食む音を聞きながら、ギレアドもまた恐る恐る先へと歩みを進めていくしかなかった。
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　当然のように壁があるだろうと思っていたその場所に、壁はなかった。

　代わりにあったのは、入り口同様の扉とそれを囲む桟さんや柱。但し、入り口の石扉には大きな金属製の取っ手と閂かんぬきや鍵がつけられていたが、これには石を彫り込んだ指先を引っかける程度の穴しかない。

　ヨシュアは突とつ如じよ現れた石扉に耳を当て、ランプをかざして穴の向こうをしばらく覗きこんでいたが、

「……まあ、危険はないようですし、開けてみますか」

　と呟いた。

「ホント？　本当に安全？」

「ええ、たぶん」

　言いながら、彼はその石扉へ手をかけた。蝶ちよう番つがいがわずかに軋きしむ音に、ばくばくというギレアドの心しん臓ぞうの音が重なる。怪奇小説の世界なら、まず間違いなくよろしくないものがその向こうに立っている。たいていは、女。血を流していたり手足のどこかがなかったりする姿で、虚うつろな目だけをこちらに向けているのだ。

　───出るな出るな出るな……というか、もういっそ開けるな！

　しかし、今度はなんの抵抗もなく扉は開き、その向こうの世界は……今までとそっくり同じであった。

　並ぶ棚、転がる巻物や石盤、床に積まれた得体の知れないあれこれ。それがいくつもいくつも連なり、拍子抜けするぐらい奥へ奥へと続いている。

「この書庫、どんだけ広いんだよ。つか、マルタ先生、こんなとこたった三人で掃除しろって言ったわけ？　ひどくない？」

「最初は二人」

「もっとひどくないっ？」

　がなるラキシュの声がさっきの部屋より一段と響く。靴音も心なしか高く深い。それが深い洞どう窟くつなどで見られる現象だと、山育ちのギレアドは知っている。おそらく、目で見えているよりもずっとこの書庫は大きく広く地下に張り出しているのだろう。

　そして、そんな彼の予感は数分もたたぬうちに現実のものとなった。彼らの行く手にまた一つ、石の扉が出現したのだ。

　ラキシュは呆ぼう然ぜんと立ち尽くし、ヨシュアはまた慎重にその扉へ耳を寄せ、ギレアドは今度こそ何かくるかと怯えて見守る。

　そうして開かれた二つ目の扉の先は、いままでといくらか様子が違っていた。塔のどこよりも粗そ末まつな、しかし、それなりにきっちりと石で覆われた廊下らしき空間がぽっかりとその口を開いている。

「さて、どうしましょうか」

　ランプを翳かざし、ヨシュアが小さく首を捻る。小さな炎がその緑の瞳に映り、ちろちろと揺らめいていた。

「風はこの先から吹いてるようですが……どうします？　本当にいってみますか？」

　改めてそう問われ、ギレアドはもちろん、ラキシュも迷ったようだった。何も言わず、まっすぐに彼を見上げ、それからまたヨシュアへと視線を戻す。明らかに答えを問うその瞳に、ギレアドはいっそう返す言葉を失っていく。

　───地下の隠し通路なんて、どう考えても危ない……今度こそなんか飛び出てくるに決まってる。でも、このまま戻ったからって安全かどうかは判らないし……。

　逡しゆん巡じゆんするギレアドの視線の先、ヨシュアの背後をふわり、何かが横切った。小さく青白く、けれども、確かに明るく輝く、何か。

　それはどうもラキシュにも見えていたらしい。自分より頭二つほど低い位置から、息を呑のむ音が聞こえてきた。

「い、いまの何？　ギレアド、見たっ？」

「ち、ちらっと」

「ヨシュアはっ？」

「いえ、僕は何も」

「なんか通った！　なんか青くて明るいの通った！」

「明るかった？　確かに？」

　最後の確認はギレアドに向かってきていた。深く頷き、彼はラキシュの言葉を肯定してみせる。

　幽霊？　いや、ほんの一瞬ではっきりとは見えなかったが、あれはたぶん……。

　なるほどと呟いて、ヨシュアはしばし考え込んでいたが、

「じゃあ、僕、それを追いかけてみます。ランプは預けていくから、君たちは最初の部屋へ戻ってて」

　突然、そんなことを言い出した。

　無む謀ぼうな提案にラキシュはもちろん、ギレアドさえ目をむき驚く。

「ほ、本気で言ってんの、おっさん？」

「はい」

「この先、真っ暗だよ？」

「夜よ目めは利きく方だし、追いかける相手は『青くて明るい』んでしょう？　見失いませんよ、大丈夫」

「何が出てくるかも判んないのに？」

「『塔』の地下に危険なものが出るはずもないだろうし、まず平気ですって」

「で、でも、怖い神魔とか、ゆ、幽霊とか……」

　震える声で告げたギレアドに、ヨシュアは肩を小さく竦める。

「あー、それはまあ、なくはないかもしれないけど……」

「だろ！　やめなって。いくならせめてみんなでいこうって！」

「平気だってば」

　彼の肩布タリートを摑んで離さないラキシュの手を、ヨシュアはゆっくりと撫で、次の瞬間には軽く力をこめて簡単に外した。

「じゃあ、ギレアド。ラキシュを頼みますね？」

　そうして差し出されたランプを、ギレアドは素直には受け取れない。

　───こんなところで一人で行動って、死亡フラグ一直線じゃないか！

　迷うギレアドのローブを、外されたラキシュの手が摑まえる。

「ダメだってば！　ちょっと、ギレアド！　あんただっていい年なんだろうから、少しはなんか言ってやってっ」

「いい年だからこそ、ちゃんとした判断ができるんですよ、ギレアドは。ほら、早くこれ持って戻って」

　軽い押おし問もん答どうを繰り広げ出した二人の横で、ギレアドは懸けん命めいに言葉を探す。

　こんな場合ではあるが……時は至れりと、思う。

　この機会を逃したら、ラキシュと二人でいま来た道をとぼとぼ戻ることになるし、ヨシュアを一人で未知の暗闇に放り出すことになる。それは避さけたい。断じて、避けたい。

　なので。

「違う」

　ギレアドは頑張りに頑張って、重い口を開いた。

「俺、一二」

　更に、ダメ押し。

「俺、まだ一二」

　突然の告白に、二人はすぐには反応しなかった。それぞれ大きく目を見開き、じっとこちらに見入り、

「「え」」

　ほぼ同じタイミングで絶叫した。

「ええええええええええ」

　その声がくわんくわんとこだまする。

「え、ちょ、じゃあ何？　君、僕より四つも年下!?　ラキシュと一つしか変わらないのっ!?」

「うっそぉぉぉ、だって身長いくつあんだよ！　ヨシュアのおっさんよかでかいじゃん！」

「ホ、ホント。でかいけど、ホント」

　ギレアドは必死に繰り返すしかない。

　この大陸にもいちおう戸こ籍せきというものは存在するが、たいていは石盤だの巻物で、村に一つあるかないか。手軽に携帯できるパスポートやら免許やらはない。従って、年齢の証明など元より無理な相談。すべては自己申告以外でできるはずもないため、愚ぐ直ちよくにそう繰り返すしかなかった。

「本当にホント。再さ来らい月げつ、一三」

　彼なりの必死の訴えに、二人は何も言わない。薄暗い世界の中、見慣れた顔に浮かび上がるであろう疑惑の表情を見るのが辛くて、ギレアドは俯うつむいた。

　足下の石畳で、三人の影はいっそう濃く暗くゆらめいている。最初の頃よりもなお、それが恐ろしく思えてたまらない。下へ手たな怪奇話より血ち塗まみれの幽霊より、ずっとずっと怖いことがある……初めてギレアドは実感する。

　しかし。

「……いやまあ、そうですか。そういうこともあるんですね」

「北国の人間てでかく仕上がりやすいって聞いたけど、ホントだったんだなあ」

　ひとしきり驚いたあと、二人は納得したというように呟いた。おずおずと上げた視線の先、困惑しつつも頷くヨシュアとラキシュの顔がある。

「……信じる、のか？」

　結論までのスピードは思っていたよりもずっと早く、ギレアドを怯ませたが。

「そりゃ、まあ」

「君がそんなつまらない噓うそつくはずもないってことぐらい、判りますしね」

　続いた言葉に、その広い肩から力が抜ける。初塔の儀以来そこに乗せていた重いものを、ようやく下ろすことができた。そう、思えた。

「でも、あああ……そうか、クラスに僕一人だけですか、十代中盤ぶっちぎりの奴って～」

　心底困ったというように、ヨシュアは頭を抱えている。

「クラスにじゃないよ、おっさん。学年にだよ」

「突きつけないでください、現実を！　これ以上！」

　手にしたランプを放り出しかねないほど嘆く彼の背後で、またちかりと何かが光る。

　ラキシュとギレアドはまたも揃って息を呑み、それにヨシュアが振り向いた。今度はその視線も間に合ったらしい。

「……三人でいきますか？　あの光の方へ」

　今度はランプではなく、その左手が、ギレアドたちの方へと差し出されてきた。
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　延々と続く石の廊下、靴音はなお高く、枯れた音ばかりを響かせる。

　その中を、右手をラキシュに、左手をヨシュアに取られ、ギレアドは進んだ。

「ギレアド、大丈夫ですよ」

　どうしても恐る恐るになってしまうその足取りを見てとってか、ヨシュアが宥なだめる。

「もしも幽霊だのなんだのが存在するんだとしても、そいつが生きてる人間に何かひどいことするなんてのはものすごく稀なことか、ほとんどないと思います」

「なんで、断定？」

　何気なくした質問の、答えはすぐには返らなかった。

「……もしも」

　沈黙をいくらか前置いたあと、ヨシュアは静かに言葉を重ねる。

「もしも、死んだ人が生きてる奴に何かできるというなら、とっくの昔に祟たたられて取り殺されてるだろうなあって奴をよく知ってるんで」

「その人、元気なの？」

　訊ねるラキシュにも、彼は平らかに答えた。

「ええ。何年たってもピンシャンしてますよ。いいか悪いか判りませんがね」

　子供の好こう奇き心しんをそそりそうな台詞ではあったし、ヨシュアの表情はいつも通りの笑顔でもあったのだけど、何故かその先を追及することを許さない空気を纏まとっていた。

　そのまま無言で進んでしばらく。

　三人は広い広い場所へと出ていた。

　深い闇に放り込まれたようにギレアドは感じたが、すぐに視界は暗転……いや、光に転じる。

　ぽつり、また、ぽつり。

　灯り増えていく、青白い光。柔らかな鱗りん粉ぷんとか細い輝きをあたりに撒まいて、それは舞い踊っていた。

　一見すると、無数の蝶ちよう。

　しかし、普通の蝶はこんな夜には踊らない。凍こごえる風を纏うこともない。

「綺き麗れいだなあ、これ……なんだか妙な虫だけど」

「神魔だよ」

　どこか恍こう惚こつとしたヨシュアの呟きに、ラキシュが答えた。

「ちっちゃいけど、神魔。宵往きの帰蝶、位階は一〇二位。地下で蛹さなぎになって月夜に羽う化かすんだ、確か」

　その言葉に輪りん郭かくを与えられたかのように、光はいっせいに羽ばたき、ひらりひらり闇を滑っていく。世界はその淡あわい輝きに彩いろどられて、夜とは思えぬほどの目映まばゆさで溢あふれ満たされていた。












　やがて、無む軌き道どうに羽ばたいていた神魔たちは群れを成し、三人の頭上を越え舞い上がっていった。ひたすらにひたむきに、上へ上へと。

「あ、いっちゃう」

「でも、どこへ？」

　ヨシュアの疑問を引き取るように、風が強く吹いた。なんとか命めい脈みやくを保っていたランプの火が、一瞬にしてかき消される。小さな悲鳴を三人は上げたが、突然、放り出された闇の中で確かに見た。

　蝶が帰ろうとしている先……自分たちの遙か上に、空がある。

　丸く小さくはあるけれど、確かにそれは夜空。かすかにきらめく星と、速い風に運ばれる雲とが、それを空だと三人に教えていた。

「そ、外だ！　あそこから外に出られる！」

「でも、なんでしょう、あの穴？　どこにつながってるのやら」

「寮裏の枯かれ井戸」

　今度は素早く、ギレアドは答えた。

　目をぱちくりさせながら、二人が彼を見る。小さな神魔のか弱い光の中ではあったが、そこには「なんでそんなこと判る？」と書いてあったので、ギレアドは天を指さし、

「あの星の角度、俺の部屋の窓から見えるのと、ほとんど一緒」

　つっかえつっかえながらも、彼にしてはだいぶ長く詳しい説明をしてみせた。

「星の角度なんかいちいち覚えてんの？　すげー」

「君の部屋の窓ってことは、僕の部屋の窓でもほとんど一緒ですね。お隣ですから」

「じゃあ、ほんとにあるの？　枯れ井戸」

「ありますよ。なんで埋めないんだろう、子供の多いところなのに危ないなって常々思ってましたんで間違いないです」

「埋められてたら、あたしら本気で朝まで出られなかったかもねえ。けど、なんでそんなとこと地下書庫がつながってんの？」

「さあ。『塔』もいろいろと敵が多いそうですから、秘密の脱出経路とかじゃないですか？」

「ふーん。なら、これも登れるように組んであるね、たぶん！」

　言いながら、ラキシュは素早く壁に取り付いた。自然石を単純に積み上げただけのそれは、見るからにごつごつとしていて足場は多い。しかし、枯れているとは言えオアシスの湿気を多分に含んでいるようで、ところどころ濡れている。その上、丸い夜空はかなり遠い。身軽とはいえ小柄なラキシュが辿り着くには、そうとうの時間が必要そうだった。

「僕が登りますよ。二人はここにいて」

　同じ結論に辿り着いたらしいヨシュアが、自分より少し上の位置でもがいているラキシュの腰あたりを摑み、容赦なく引き下ろした。

「ちょっ、あたしが一番軽いんだから、あたしがいくべきだろっ」

「君が一番非力なんですから、ここにいなさい」

「でもっ」

「危ないって言ってるでしょ！　このへんの石とか見るからに脆もろそうでしょっ」

「おっさんだったら危なくねーのかよ！　足場が脆いっつーなら体重重いやつのが危ないだろっ！」

　正論対正論の戦いは果てなく続き、まず止むことがない。この場合も同様で、ヨシュアもラキシュも絶対引こうとしなかった。

　そんなこんなのうちにも夜はどんどん更け、気温はがんがん下がる。

　自分の指先がかじかみ始めたことを感じたギレアドは、仕方がなく、

「俺の上におっさん乗って、おっさんの上にラキシュ。それなら登るの、ちょっとだけ」

　精一杯の長文で最適と思われる方法を提示してみせた。

　淡い光の中、二人はまたもそっくりな表情で彼を見上げ、それから、やっぱりほぼ同じタイミングで深々と頷うなずいた。

「それじゃ、えーと。まずあたしがおっさんの上に乗ればいい？　どやって乗ろうか？」

「肩に立つのが一番、距きよ離りは稼げますが、その分、バランスは怪しくなりますね……」

「いいよ、大丈夫。やってみる」

　言いながら、ラキシュはヨシュアの頭にかじり付く。肩に乗る、というよりは肩に足をかけて全身でしがみついているという方が近い。

　そんな不安定なお荷物を背負ったままだというのに、ヨシュア自身は意外に涼しい顔をしていた。そのまま、ひょいとしゃがんだギレアドの首へ足を巻き付けるようにして乗ってくる。

「ぐ……」

　想像以上の負ふ荷かが、己の両肩へとかかってきた。縮ちぢめたままの膝ひざがぶるぶると震え、うまく力が入らない。

「だ、大丈夫、ギレアド？」

「僕と代わりましょうか？」

　真ん中がでっかくて一番下が中ぐらいじゃ、バランスますます悪いだろ！　よっぽど危ないだろ！　と、反論する余地や余裕はギレアドにはなかった。

　がくがくと揺れる自分の膝を必死に立て直し、それからゆっくりゆっくりと伸ばしていく。その視点が少しずつ上がるにつれ、神魔の蝶がふわふわと空へ放たれていく様子もまた目に入ってきた。

　───あれを操あやつれればどんなにいいかって、思った。

　たいていは一人きり、山の中で、河原で、谷底で。誰に言っても神魔のことはなかなか判ってもらえず、故郷でギレアドは孤独だった。何も言わなくても伝えたいことを判ってくれる家族や友達がいても、彼はいつも、どこか、一人ぼっちのままだった。

　───でも、いまはそんな気持ちを分け合える人ができた。

　それを、こんなところで失ってしまうわけにはいかない……そんな意志の力が、彼を支えた。歯を食いしばり、より高みを目指して、ギレアドは己の体を懸けん命めいに引き起こす。

　そして。

「よっしゃ、いい感じ！　ラキシュさま、発進ー！」

　高こう揚ようした声と共に、ふっと体が軽くなる。見上げると、オレンジ色の頭は遙か上、するすると外を目指して上がっていく。丸い夜空の中、満天の星と神魔の放つ淡い光がそれを彩って、どんな灯りよりも暖かく明るく見えた。





　　　　　８






　それから。

　三人はなんとか地上へ帰還することができた。外へ出たラキシュは一直線に寮へと走り、助け手を呼んできてくれた。

　が、その前後をギレアドはよく覚えていない。時間はすでに深夜に及び、緊張の連続と疲労、ひどい空腹のため、井戸の底で彼は昏こん倒とうしてしまったらしい。

「……どうして、すぐ我を呼ばなかった？　こんなガキども、そなたがひと撫ですればすぐ気絶させられたであろう？　それからこの翼つばさでひとっ飛びすれば、こんなところわざわざ登らずともよかったものを」

「いよいよ危なくなったらそうするつもりだったけど、あの二人が頑張ってるうちは僕も自力でどうにかしなきゃって思って」

「まっこと、甘い。我が君は無力な子らに甘いのう」

　あやふやな意識の中、そんな会話が聞こえてきた気がするが、なにせあやふやなので、ギレアドはよく覚えていられず……書庫の廊下でヨシュアが見せた複雑な表情と共に、すべての意味を悟り飲み込むのは、まだこれから数ヶ月のちのこと、また別のお話となる。

　ともあれ、次にギレアドが気がついたとき、そこはもう自分の部屋の自分の寝台で、しかも、朝。ヨシュアがここまで運んできたのだと同室の少年が教えてくれた。

　彼は急いで、修練室へと向かい、赤い頭をまず捜す。目当ての人物は昨夜の騒ぎなど微み塵じんも感じさせない佇まいで、自分の席に座って石盤に取り付いていた。

「すみませんでしたね、ギレアド」

　礼を言おうと近寄ったギレアドに先んじて、ヨシュアが頭をぺこりと下げる。

「勝手に君の年を間違えて、けっこうあれこれ押しつけてしまって。迷惑だったでしょう？」

「あたしも悪かったよ」

　背後から、いつの間にかやってきたラキシュまでもがしょんぼりと詫わびを入れてきた。

「さんざん、おっさん呼ばわりして。その、あたし、実家じゃ下から数えた方が早い年だったせいか、年上の人と一緒にいる方が落ち着くつーか、同じ年の子相手だと喧けん嘩かになりやすいっつーかで、つい」

「いや……」

　そもそも、最初に自分がはっきりと年齢を告げていたなら、こんなことにはならなかったわけなので、どうか二人ともあんまり恐縮しないで欲しい───と、ギレアドは思ったが、いつも通りうまくは全部言葉にできなくて、

「俺も……ごめん……」

　ただそれだけを、まずはなんとか口にして、

「これからも、よろしく」

　何はなくともこれだけは言わねばと思っていた一言を、大急ぎで付け足した。

　それを聞いた二人は笑う。朗らかでただただ明るい、いつもの顔。ギレアドを安心させる、曇くもりのない笑顔で。

　───よかった。嫌われてなくて。

　悪気はなかったとは言え、彼らに噓をついてしまった。その上、ピンチの時にもたいして役にも立たなかったし、一人でいもしない幽霊に怯えた。そんなギレアドを許してくれる二人が、いまはただただありがたかった。

　───本当に、よかった。

　そう安堵で胸を撫で下ろす彼の横、ラキシュはもういつも通り。

「で、正真正銘のおっさんは何を書いてるの？」

　ひょいとヨシュアの手元を覗き込んだ。

「ちょっと！　それ、これからずっと僕の呼び名になるの？　本気で？」

「細かいことにいちいち引っかかるなってば。何書いてるの？」

「反省文ですよ。昨日、寮の就しゆう寝しん時間まで戻らなかったことについて。ちなみに君たちも同罪ですからね。さっさと書いた方がいいですよ」

「えええええっ、だって、あたしたち閉じ込められたんじゃん！　仕方ないじゃんっ！」

「ですよねー。あれ、下働きのおばちゃんまで連絡がいってなくて、施せ錠じようされちゃったんだそうですよ」

「ひどい」

「中ぐらいちゃんと確認しろやー！　ほんと、凍とう死ししてたらどうしてくれんのさ！」

「僕らの学年の栄はえある殉じゆん職しよく一号二号三号になりかけましたよね、まったく」

「栄え、あんまない」

　賑やかに愚痴りながらも、三人は揃って反省文をしたため寮長へ提出した。彼らに書庫掃除を命じたマルタと閉じ込めた人からは丁てい寧ねいに謝罪された。特に、後者は「大陸の宝である修道生を、自分の不注意で危険な目に遭わせるとは面めん目ぼくない」と身を縮めて謝ってくれた挙あげ句く、ロサ鶏の焼き鳥をまるまる一羽分詫びにとくれたほど。

「神官候補生がこんなものもらっちゃっていいんでしょうか？」

「贈ぞう収しゆう賄わい？」

「さー、どーだろねえ。でも、受け取らなかったらあのおばちゃん、辞表書いて『塔』飛び出しかねない勢いだったしなー。もらってあげるのも親切じゃないの？」

　結局、そう結論づけ、クラスのみんなと分け合って美お味いしくいただくこととなった。そう提案したのは、他ならぬギレアド自身である。

「一人じめしなくていいの？　それ、大好物なんだろ？」

　と訊ねるラキシュに、ギレアドはただ頷く。それを彼女は不思議そうに見やり、そんな二人の様子を見たヨシュアが更に小さく微笑む。

　複雑で自分でもうまく言葉にできないこの感情を、彼らに判ってもらえるようになるまではまだまだ時間がかかるだろう。家族や狭い里のようにはきっといかない。

　だけど、それはそれで楽しいことかもしれないとギレアドは思う。思えるように、なった。

　───時間はまだある。

　少しずつ、ちょっとずつだけ進めばいい。

　なにせ、ギレアド・ミレバの神官見習い生活はまだ始まったばかりなのだから。








─おわり─
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　二週間にも及ぶ『見聞の旅』の果て、ヨシュア・バレクとその仲間たちが辿たどり着ついた、神殿都市カナン。

　その中はどこもかしこも潮しお騒さいで溢あふれていた。入り組んだ海岸線の奥、切り立った岩の崖がけの上に、数百年に渡って築かれたのがこのカナンという街であったから。

　───ルステラも海辺の都市だったから、海うみ鳴なりがよく聞こえてたけど、こことはレベルがまったく違うな。

　巨大な神殿の中を歩きながら、ヨシュアは一人思う。かつて、三年余りルステラ太たい守しゆの城で暮らした自分だが、ここまで賑にぎやかな海鳴りは記憶にない。一歩を踏ふみ出す足音を、風に乗って届く波の響ひびきが打ち消していく。

　南はほぼ垂直と言っていい断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき、北側と東西を屈くつ強きような城じよう壁へきで取り囲まれたこの街は、その造りが故に荒々しい波は濤とうと共に潮騒が始終打ち寄せてくる。その孤こ高こうな様よう相そうには、どんな不信心者であっても襟を正さずにはいられない威い厳げんが漂っており、大陸南部最大の神殿都市にまさしくふさわしい。

　そんなカナンの大小一〇もの神殿の中、ヨシュアが仕事を割り振られたのは、もっとも大きくもっとも海寄りの主要神殿だった。

「見習いさん、明日、『星せい紺こんの塔とう』へ帰っちゃうんだって？」

　夕ゆうべの祈き禱とうまでまだ一時間以上はあるというのに、今日もまたカナンの民たみたちが礼れい拝はいの場へとやってくる。

「ええ、明日の朝には北部砂漠へ向かう隊商に合流する予定です」

「あらまあ、淋しくなっちゃうわねえ。せっかく仲良くなったのに」

「あなた、卒業したら是ぜ非ひカナンにいらっしゃいよ。そしたら、また会えるじゃない」

「それがいいわ、そうなさい。こんなに愛あい想そがよくて、あれだけ立りつ派ぱに琵琶バルバツドが弾ひける神官さんだったらみんな大歓迎だわ」

　この二週間ですっかり顔見知りになった婦人たち……たいていは、既に隠いん居きよの身分となった気楽な老ろう婆ばばかりだが……が、笑いさざめきヨシュアを取り囲む。無む邪じや気きな彼女たちの申し出が、いまの彼には素す直なおに嬉うれしくありがたい。

　いまからちょうど一五日前。

『見聞の旅』本来の旅りよ程ていから遅れること、三日。

　彼ら修道生たち一行は、ここカナン入りを果たした。そこで最初に待っていた試し練れんは、全員が全員カナン中のあちこちの神殿へバラバラに放り込まれたことだった。ヨシュアはここ、大神殿の儀ぎ典てん係がかり。ラキシュは東神殿でまた違う係、セームは北、ティエルは西という具合に。「戦力分断」「各個撃げき破は」といった単語がヨシュアの脳のう裏りにちらついたが、ギレアドを神殿図書館の書庫に押し込んで石せき盤ばんを彫らせているあたり、きちんとそれぞれの特性を鑑かんがみての配置だと言えばそうかもしれない。

　───でも、以来、一回も会わせてもらえないんだもんなあ。なんか問題起こしてないといいんだけど……。

　夕の祈禱で配られる花と祈りの書を整えながら、ヨシュアは重い息をつく。彼の仕事は多忙ではあるが、『塔』での修行に比べれば何ほどでもない。あちらが脳を始終フル回転で酷使し続ける苦労なら、こちらは接客業の大変さといったところだろうか。

『塔』とカナンの神殿が決定的に違うのは、毎夜と週末に神殿で行われる祈禱の儀に、街の民が参列すること。神殿の礼拝はこの時代の民衆にとって神聖なものというだけでなく、ある種の楽しみでもあった。人々は日の終わり、あるいは一週間の締めくくりに思い思いに身なりを整え、神殿の扉をくぐる。荘そう厳ごんな神殿内に響く音楽や清せい冽れつな神官たちの佇たたずまいは、苦しい日常をひととき忘れさせ、和やわらげてくれるのだ。

　ヨシュアたちはそんな彼らのために椅い子すを整え、祈りの儀の終盤には足音を忍ばせて扉を開き、表へ向かってどっと流れ出す人波を丁重かつ素早く誘導する。神殿の入り口に設けられた寄付箱を見張り回収するのも、人々が神殿のためにと持参する供く物もつを受け取り整理するのも、彼の役目となった。

　おかげでヨシュアも、こうして「見習いさん」などと気楽に呼ばれ、可か愛わいがっていただける身の上となったわけだが。

「ねえねえ、見習いさん。もしも本当にカナンに任官できたら、うちの孫をもらってちょうだいよ。わたしに似て器き量りようよしのいい子なんだから」

「あら。だったら、わたしの姪の方がおすすめだわ。神殿横よこ丁ちようの女め神がみさまって呼ばれてんだから」

「うちの孫は器量はちょっとアレだけど、裁さい縫ほうの腕がすごいの。一生、立派な神官服のストックに困らないわよ、どう？」

「バカねえ、神官さんってのはいくらでも嫁がとれるお立場なんだから、みんなまとめて結婚してもらえばいいのよ。よりどりみどりでとってもお得じゃない！」

「あはは、ははは……」

　それは、まず確実に、命が縮むから止めて欲しい。

　既に、胸の上でガタガタと首飾りが大地震を引き起こしている。もしも紫むらさき水ずい晶しようから怪光線でも飛び出すような機能が搭とう載さいされていたら、間違いなく上半身をすっぱり切り分けられていそうな勢いだ。

　───神官服着てるだけで三割から四割増しでモテるって聞かされてたけど、噓うそじゃなかったのか。

　一般市民の皆様の「神官」という肩書きへの期待の高さをナメていたな、と、ヨシュアは人知れず溜め息をついた。修道生暮らしとはまた角度の違う苦労も、『見聞の旅』ゆえの醍だい醐ご味みと言えばそうなのかもしれないが。
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　翌日、早朝。

　身の回りのわずかな荷を抱え、世せ話わになった大神殿の面々にお礼を述べて、ヨシュアは崖下の港へと降りていった。

　見送ってくれる者の中にはティエルと似た面おも差ざしの青年が二人ほどいるが、彼女の兄なのかと訊ねることはついぞできなかった。いずれも既に高位の神官で、雑ざつ用ようをこなすだけの彼とは廊ろう下かですれ違うぐらいしか接点がなく、とても親しく口を利きける雰ふん囲い気きではなかったのだ。

　そう、カナンはヨシュアの同級生・ティエルの生まれ故郷でもある。この都市のすべての神殿を統とう括かつするアハズヤ大神官長が、彼女の父親。力のある神官の常として彼は複数の女性を娶めとっており、従って、その子供たちも山ほどいるという。

　だが、しかし。

　そのアハズヤ大神官長は、娘が故郷に到着した一日目の晩ばん餐さんに姿を見せたっきり。

「忙しい身なので、ご挨あい拶さつだけ」「このカナンでの経験が諸君の修行の糧かてとなることを切に願う」とだけ言って、さっさと食堂を出ていってしまったときは、親というものを持たないヨシュアですら「いくら公平さが大事な立場だからって、やり過ぎと違います？　少しぐらいは身み贔びい屓きしてあげたら？」と文句をつけたくなったほど。

　───この二週間、ティエルはどんな目に遭あっていたのやら。

　おそらく、徹てつ頭とう徹てつ尾び一介の修道生扱いだろう。少なくともカナンの主のお嬢じよう様さまとして遇ぐうされはしなかったはずだ。その様をヨシュアたちに見せなくて済んだことだけが救いだろうか。

　つらつらと思ううちに、波なみ音おとがよりいっそう大きく、しかし、深く籠こもって響き合い始めた。

　ここカナンの港は、地中にある。

　南の断崖の境目から海へと通じる洞どう窟くつがあり、それを利用して船着き場が造られていた。嵐のときは洞窟の入り口を塞ふさぎ、海の脅威から船と町を守る。天然の要よう害がいとして、戦いくさに役立てたこともあるそうだ。

「おっさーん！」

　帆ほを畳たたんだ船の前から、明るい声と共に小さな体が飛びついてきた。

「やー、どうだった？　大丈夫だった？　おっさん神殿育ちじゃないし、儀ぎ典てんのことなんかよく知らないだろうから怒られたり叱られたり責められたりしてないかなって、あたし、もう心配で心配で」

　オレンジ色の頭で彼の腹を抉えぐるようにして、ラキシュは立て続けに言葉を並べ続ける。

「お、おかげさまでなんとか。君はどうでした？　しっかりやってました？」

「誰に向かってものを言ってんだよ。社交の場でこのラキシュ様がしくじるはずないだろー！」

「いや、社交というか修行の場なんだけど……ま、まあいいか。ギレアド、君はどうでした？」

　ラキシュの背後でうっそりと佇む長身の少年を、ヨシュアは見上げて首を傾かしげた。

「石盤いっぱい。手が痛い」

「あははは。ティエルはどうです？　セームは？」

「おかげさまで、いつも通りよ」

「おいらは毎日死にたかったです」

　つんと横を向くティエルとは対照的に、セームは深々と俯うつむき陰いん々いんと呟つぶやく。

「生まれ故郷に戻ってきてるのに、お嬢じよう様さまのお世話ができないとか、どういうことなんだかホントに意味が判わからないよ。アハズヤ様といい兄上様方といい、ホントにもう……ホッントにもうっ。やっぱりこんな街、まるっと焼いとくべきだったかもしれないかなって、だんだんと思い始めたり思わなかったり」

「いやいや、待って。そういうのホントに止めて。ストップ危険思想っ」

　慌あわててヨシュアはセームの襟えり首くびを摑つかみ、船上の人となった。これ以上彼をカナンに置いておいたら、ノイローゼの果てに何をしでかすか判らない。軽い足取りで他の三人も続き、帰路を共にする隊商の面々と挨拶を交わして、やがて、出航の時を迎えた。

「カナンに来たときは陸路で城壁越えたけど、今度は海路かあ。こんな珍めずらしい港、来るときも使いたかったなあ」

　洞窟の四し方ほうへと視線を巡らせながら、ラキシュが感嘆の声をあげる。松明たいまつの合間にちらちらと神魔の光らしきものが見えるのが、より神殿都市のそれらしい。

「嵐じゃ仕方ない」

「波が高いと大型船で入るのは大変になるのよ。出る方が簡単ね」

「熟じゆく練れんの船乗りでないと苦労するらしいですね。まあ、漁港なんかはちょっと離れたところにちゃんとあるので、神殿に用がある船以外はそちらを使うのですが」

　心なしか子供たちはいつもより和わ気き藹あい々あいと会話を弾ませている。心配していたティエルもなんだか常より朗ほがらかだった。二週間という分断期間がかえってよかったのかもしれない。ヨシュアもまた心こころ和なごませ、彼らと刻一刻と変わっていく洞窟内の風景と波の反射で照らし出される水の文もん様ようとを目で追った。

　やがて、視界が開け、光が溢あふれた。

　白い帆がいっせいに張り出され、波は濤とうを蹴け立たてて船体が滑るように進んでいく。南風の恩恵を受け、彼らの修行の地はあっという間に波の彼方かなた、水平線の向こうへと消えていく。

　それをそれぞれの表情で見やっていた、最中。

　ガタガタガタガタガタ！

　端で見ていても判るのでは思うぐらいに、首飾りが震ふるえた。たちまち、ヨシュアの笑顔が引きつり、そこへと這はわせる指先が覚おぼ束つかなくなる。

「なに？　嫁さん、ご機嫌斜めなの？」

　彼の異常を鋭するどく感じ取ったらしいラキシュが、爪つま先さき立だちでその胸元を覗のぞき込こんできた。

「た、たぶん」

「たぶん？」

「僕のいた神殿、下したっ端ぱの寝室がすべて大部屋で。その上、廊下には警備兵と護衛騎士がいつもどっさりでしたから、抜け出す暇ひまが四日にいっぺんあればいい方で」

「だからって、四日に一回しか出してあげてなかったのっ？」

　呆あきれ返かえったというようにラキシュが肩を竦すくめた。

「そりゃ怒る」

「わたしだって怒るわ、そんな扱い」

「ヨシュアさん、ひどい」

「なに、この総攻こう撃げき！」

　思わぬ包囲網に、ヨシュアの言葉ははや悲鳴混じり。

「彼女も例の蛇へびと喧けん嘩かして疲れ切ってましたから。こういうときはあまり顕けん現げんさせない方がいいんです」

「それは体の問題じゃないですか」

　さっきの数倍は陰に籠こもった声で、セームが続ける。

「気持ちの問題の方が大きい場合だってあるでしょう？　一分二分でもいいから拝はい顔がん賜たまわりたい、ほんの少しでいいからお側そばに上がりたいという気持ちの問題が。それも判らないで夫婦とか言い張るのって……はっ」

「鼻で笑われた！　未婚の一三歳に鼻で！」

「コントはいいから、おっさん。はよ出してあげなって」

　本気で衝しよう撃げきを受けるヨシュアをコントの一言で片づけて、ラキシュが歩き出す。

「それ以上怒らせて、マジモードで暴れ出されたらどーすんの？　あたしたちの手持ち神魔じゃまったく対抗できないんだからさ」

「いや、それはないと思いますよ。僕を痛めつけると彼女に跳はね返かえる仕組みなんですし」

「じゃ、最悪はおっさん殺すしか手がないってことじゃん。やめてくれよ、そんな果てない泥沼っ」

「和解、早めに」

　心得たとばかりにギレアドがヨシュアの腕を摑み、引きずり出した。

「夫婦喧嘩で大陸消滅とか、それだけは避さけて欲しいわ」

「まったくです、お嬢様のおっしゃる通り」

　ティエルとセームもしたり顔でその後に続いて、一同は彼らに割り当てられた船室……船の最さい深しん部ぶの一室へと足を向けた。
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　薄暗い船室の中、子供たちの緊張した顔が並ぶ。八つの瞳ひとみを警戒で光らせつつ、彼らはヨシュアの一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを見守っていた。

　───まあ、無理もないか。

　この自分でさえ、可愛がっていた小鳥の正体を知ったばかりのときは気味悪くも恐ろしくも思ったものだった。まして、彼らは神官見習い。人には御ぎよし切きれぬと伝えられている上位神魔の真価は、より正しく理解できているだろう。

「おいで、スーリィン」

　ヨシュアの呼び声に、紫光があたりを目映まばゆく照らす。あまりの輝きに子供たちが目を閉じ、再び開けたそのとき、そこにはかの雷らい凰おうスーリィンが顕けん現げんしていた。

　しかも。

「こんの馬鹿者どもがぁぁぁぁっ！」

　出てくるなり、この罵ば倒とうである。

「スーリィンのことが知れてから、今日、何日目と思っておる!?　何故に、いまのいままで我を放置しくさった！」

　ぎゃーと叫んで、子供たちがいっせいに身を翻ひるがえした。ラキシュとティエルはヨシュアの背後に逃げ込み、ギレアドはひときわ大きな柱へと背を打ち付け、セームはそこらにあった布を被かぶってティエルの腕に取とり縋すがる。

「それについては何度も説明したでしょう、スーリィン？」

　その完璧な化け物扱いに苦笑しつつ、ヨシュアは我が妻を宥なだめた。

「状況が状況だから、カナンじゃ『塔』みたいにはいかないんだって」

　それと、この場ではけっして口にできないが、自分が下へ手たに動いて問題を起こしたら、いっそうティエルの立場を不利にしかねないというのも、理由の一つ。旅の途中でさんざんやらかしたヨシュアとしては、それだけは避けたいところであった。

「だいたい、君、カナン入りする前にがんがん生気ルーア使っちゃって、身動きするのも一苦労の状態だったんだから、おとなしく静養してるべきで」

「そんなことは判っておる！」

　神魔の娘は、更に大だい喝かつを重ねる。

「じゃがな、スーリィンはすごく楽しみにしておったのだぞ？　もうこやつらの前であったら好きにしてもいいのだから、もっと遊んだりいっぱい遊んだり……っ」

　うぐっと、声を詰まらせてスーリィンは肩を震わせた。怒りと悲しみと失望のあまり言葉がうまく出てこないらしい。

「だ、だいたいそなた、ルステラでだって我のこと放り出したではないかぁ！　デートしようとか自分から吐ぬかしたくせに、そのままなんにもなーにもなしで！」

　彼が『塔』に入ってから初めてのデートだったのに、と、スーリィンは半泣きで訴うつたえた。ベールを両手で捻ひねるようにかきむしり、ぐずぐずと涙を落とす様が、そこらの人の娘よりよほど哀あわれを誘う。これが手て管くだや演技だったらまだいいのだが、スーリィンは常にいつも端はしから端まで全力投球の超本気であるのが、怖い。辛つらい。

　その上、更に。

「それだけならまだしも、そなた……カナンの民たみに『うちの孫を嫁に』だの『姪をもらってくれ』だの言われてるときもヘラヘラ笑っておるだけで、な、何も言わぬし……っっ」

「え、そうなの？　おっさん、ひどいっ」

「それはちょっと感心しないわねえ」

　たちまち女子陣が彼女の肩を持ち、眉まゆをつり上げた。中身が数千年の時を経へた大神魔であるということは、もうどこか遠い棚の上に放り上げてしまったらしい。

「心に決めた人がいるので遠えん慮りよします、ぐらいは言ってもバチ当たらないと思うけどな！」

「そうよ。前にわたしにほざいたときみたいにきっぱり言えばよかったじゃないの、『僕、女には不自由してませんから』って」

「いや、それは……あの手のご婦人方に下手なこと言うと、根堀り葉堀り聞かれて後がたいへんなことになるので」

「それでも、言っておくべきだと思う。デートすっぽかした後ならなおのことさ！」

「まったくだわ！」

「ま、待って、その件については僕にだって言い分がっ」

　またも始まりそうな総攻撃の予感に、慌あわててヨシュアは言い募つのった。

「あの時は、緊急事態が起きたからっ。いろいろ手配とか大変だったからっ」

「ああ」

　ギレアドが察したというように頷く。

「それ、ティエルのせい」

「そ、そうか。あのとき……お嬢様を捜して下さいっておいらがお願いしたから……」

　セームの呟きに、すべての視線がティエルへと向かう。

「わ、判ったわよ！」

　拳こぶしを振り上げて、彼女は立ち上がった。ぐらぐらと揺れる船の上であったため、いま一つ勢いは欠くが、声にはいつも通りの張りがある。

「カナンじゃ気を使わせたようだし、ルステラじゃもっとさんざん世話になったし。この船がまたルステラに着いたら、わたしが奢おごる。そっちの雷凰もつれて、みんなで遊びに行けばそれでいいでしょ！」

「奢るって……君、そんなお金持ってるの？」

「お金はないわ。けど」

　言いながら、ティエルは自分の包みを広げて見せた。中から、どさりと白い束が転がり出てくる。花や草木が漉すき込こまれた、薄く軽い風ふう合あいの紙束でいずれも相当高価なものだった。

「うっわ、すごい！　たっかそー」

「それなりのお店で売れば、お小遣い一年分以上にはなるんじゃないですかね」

「薄くて綺き麗れい」

「お嬢様、これどうなさったのですか？」

「知らない」

　ほんの少しだけ碧へき眼がんを揺らしたのち、彼女は目を伏せた。

「いつの間にかわたしの荷物に入ってたの。昨日、チェックしたときはなかったんだけど……」

　では、誰かが勝手に入れたのだ。ティエルの出立前に、カナンの誰かが。

「たぶん、君の父上か兄上たちがやらせたんだろうね」

「そう、かしら？」

「でなければ、こんな高価な紙をたくさん都つ合ごうなんかできないだろうし、君に気付かれずに荷へ紛まぎれ込こませることもできないと思うけど」

　ヨシュアの断定に、ティエルはすぐには答えなかった。ひらひらと重なり、船の振動に揺れる紙の束をしばし見やって。

「……そう思うことにするわ」

　いくらか長い沈黙の後、ぽつりとそう呟き、それから、おもむろにスーリィンへと向き直った。

「そういうことだから、もうあまり雷落とさないでくれるかしら、上位者なる御方レムエール？」

「そうそう」

　陽気な調子でラキシュまでもが相あい槌づちを打つ。

「あたしたち、みんなまだ命が惜しいさあ。せいぜい仲良くしようよ、仲良く」

「……そなたら、思っていたより話が判るのう」

　すん、と、鼻を一つすすり、スーリィンはベールで自分の目元を拭ぬぐった。

「よかろう。いつまでも夫の失点をあげつらう女はけっして良妻とは言えぬしの。ルステラで豪遊して、この件、すべて手打ちにしてくれるわ」

　そうして晴れやかに微笑ほほえむ姿を見て、ヨシュアは心から安あん堵どを覚える。

　と、同時に、史上最悪のトリオが組まれてしまったという悪い予感にも、また苛さいなまれた。
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　往路は嵐あり、進路変更あり、旅団の襲しゆう撃げきあり、果ては神魔大決戦まであったルステラ航路であったが、復路はいたって平穏。絵に描いたような快適な旅路だった。

　ヨシュアたちを乗せた船は静かな海面を大きな帆と櫂かいの力で進み続け、当初の予定通り、三日のちの夕刻。水平線に、かの都市国家の姿が浮かび上がってきた。大陸一の富と文化の粋いきを集めるその都市は、ふんだんに焚たかれる篝かがり火びに照らされ、より豪ごう奢しやにより鮮やかにそこに在った。

「ゴージャスだねえ、夜のルステラ！　めっちゃぴかぴかしてて綺麗」

「お金があるって、すごい」

「今夜はゆっくり休んで、それから、明日どこにいきましょうか？」

「やはり、まずは何か食事でしょうか。市いち場ばに見せ物小屋などもあるようですよ、お嬢様」

　いやが上にも、期待は高まる。

　ところが。

「ルステラでの滞在時間は、明日の昼一番まで」

　下船直前、隊商の長に宣言されてしまった。

　帰路を共にするこの長は、往路のそれとは違ってかなり現実的な性格らしく、

「本格的な雨期のど真ん中に砂漠を突破するなどごめん被こうむりたいので、明日の昼一時には出発です。たとえ修道生の方々相手といえども、一分たりとも待ちません。もちろん、その場合、『塔』には君たちが悪いと報告いたしますから、そのおつもりで」

　と、てきぱき言い渡してきた。文字通り隊商の「お荷物」である彼らに、反論の余よ地ちなどあるはずがない。

「この調子だと、明日、遊び回ってる暇はないねー」

「早起きして、近場の市場巡りがせいぜいかしらねえ」

「ま、食堂はどこでもあるし」

　いささか落胆気ぎ味みに言葉を交わし、それから一同は揃そろって息をついてヨシュアを見つめてきた。

「あ、いや、うちの嫁についてはお気になさらず。もともと、ちょっと変装してそのあたりで買い物しようってぐらいでしたから」

　そもそも、あれこれ贅沢をしたがるスーリィンではない。ただ、ヨシュアと一緒に出かけられればそれでいいと言うはずだと、彼は説明してみせた。

　が、一同の……特に、少女たち二人の表情は晴れない。

「それはあれだろ。あんだけ戦わせて、挙あげ句く、めっちゃ放置する前の話だろ」

「う」

「前に通じた手が明日も通じるに決まってるなんて思う方がおかしいわ。ちょっと女をナメてるのと違う、劣等生？」

「うう」

　未だかつて見たこともない二人の連係プレーに、ヨシュアは口を噤つぐむしかなかった。こういうときの異性に生なま半はん可かな口答えをすると、死ぬほど酷い目にあわされる。姉二人と長年暮らしを共にした経験で、彼は骨身に染しみていた。

「そうだ！」

　諦め切れぬという風ふ情ぜいで窓の外を窺うかがっていたラキシュが、突然、明るい声を放った。

「夜は長いんだし、これから遊びにいけばいいんじゃん！　で、昼までゆっくり寝れば船旅の疲れも取れるし、一いつ石せき二に鳥ちよう！」

「神官候補生の、しかも、子供が、夜の街のどこで遊ぶっていうの？」

「迂闊な場所に足を踏み入れたら、『星紺の塔』に戻れなくなりますよ？」

「ばっか、健全に楽しめる遊びがこのテの街にはちゃんとあんだろ！　たぶん、宿の人に聞けば割引とかしてくれんじゃないかなー」

　嬉々としながらラキシュは自分の荷物をかき回し、

「お風ふ呂ろだよ、お風呂！　公衆浴場！」

　着替えの類たぐいを振り回してみせた。
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　───いくらこまっしゃくれてても、こういうところがまだ子供なんだよなあ……。

　軽やかな足取りの一同の後に続き、ヨシュアはこっそりと苦笑を浮かべた。

　───みんな揃って、風呂なんて。いっぱしの女なら絶対言わないよ。

　しかし、その一同の中に、既に自分の妻が入っているあたり、どうにも度どし難がたいし逃げ難い。

「でね、宿の人が言うにはさあ、そこのお風呂は四つあってね。まず、香料の焚かれた蒸し風呂ね。あと、金で出来たお風呂と、お花を浮かべたお風呂と、泳げるぐらいでっかいお風呂だって」

「ほほー」

「お風呂上がりには、上等の洗料と香こう油ゆで体を洗ったり整えたりしてくれるんですって。一晩ですべすべになるらしいわ」

「それは面白そうじゃのー」

　目立つ銀色の髪かみをターバンでぐるぐる巻きにし、ヨシュアの私服をダブつかせながら、スーリィンが楽しげに相あい槌づちを打っている。

「顔色悪いですけど、大丈夫ですか、ヨシュアさん？」

「いや、ああ……どうだろう」

　金持ちが自宅に設しつらえている風呂ならともかく、公衆浴場に全裸で入る者はいない。専用の麻布で出来た入浴着を纏まとうのだが、それが故に男女は兼用。老いも若きもねーちゃんもおっさんも、同じ金を払う限りはいっしょくたに入浴するのである。

「あっちのが見えるってことはこっちのも見えるってことじゃないですか！　入浴着って言ったって、白い布切れ体に巻いただけですよ？　ボディラインは全開じゃないですかっ」

「うるさいわね、劣等生」

　心底面倒そうに、ティエルが振り向く。

「ちゃんとそこらのチンピラなんか入れないような高級ハマムにするわよ。わたしの心尽くしが気に入らないっていうの？」

「とんでもないです。お金があるなら僕だってみなさんに何か奢りたい気持ちでいっぱいです」

「なら、いいじゃない。嫁も喜んでんだし。人間にとって裸のつきあい、大事だよ？　誰も彼もが仲良しだよ？」

　───その『裸のつきあい』に抵抗があるんじゃないかっ。というか、半濡れ布びったりは下手なヌードよりやばいっていうのが、どうして判りませんかね！

　デリケートな男心をどう説明したらいいか、一人地じ団だん駄だを踏むヨシュアを、気の毒そうにギレアドとセームが見やる。

「おっさん気にするなら、俺は違う風呂入る」

「おいらもそうしろと言うならいたしますが……よその女の裸なんか、正直心底どうでもいいですけども」

　冷たいと言っていいほどのセームの言いように、一同はしばし足を止めた。

「そ、そうなんだ？」

「ええ。ちょっと肉が多めだなって以外に思うところは特にありません」

　誰と比べてだ、と、全員の顔に書いてあるが、そこはみんなつっこまない。比較対象の本人（たぶん）だけは、怒りとも照れともつかぬ顔でぷるぷると震えているが、敢あえて何も言わないようにしたらしい。

「セーム、なんかもうむしろかっこいい！」

「徹底しておるのう、見上げた根性よ」

「いや、怖いよ……」

「怖い」

　賛美する女子組と、たじろぐ野郎二人のどちらにもかまわず、ティエルは足早に進み、主の後をセームが必死に追った。

　やがて、道は果て、目当ての浴場が現れた。

　半円を描く入り口に、同じ半円の窓が並んでいる。『星紺の塔』だったら導師の部屋などにしか塡はめられていないような透かし板が、見事に着色され、淡い夜の光を艶あでやかに輝かせていた。

「ふわー、綺麗！　どっかの宮殿みたい！」

「これは期待できそうじゃのう」

「早く入りましょ！」

「あ、蜂はち蜜みつ水すい売ってる」

「売ってるんじゃなくて、この風呂に入る人は好きに飲んでいいみたいですね。すごいサービスですっ」

　既に子供たちプラス一はテンションＭＡＸ。こうなってはもはや、反対している自分が阿呆みたいだ。仕方がなく、ヨシュアもまた彼らに続こうとした───その時だった。

　ふいに背後に湧わいた、異様な気配。

　しかも、一つではない。明らかに訓練された人間の足音が、密ひそやかかつ大量にこちらへ近づいてこようとしている。

　息をつめ、ヨシュアは振り向いた。袖口に隠した暗器に指を滑らせ、神官最大の掟おきて……三度攻撃を受けなければ迎撃してはならぬという厳しい戒かい律りつを、いま一度心に刻みつつ。

　しかし。

「よお、みんな元気にしてた？」

　そんな彼を迎え撃ったのは、見慣れた男の見慣れた笑顔。少し垂たれ気味の目に愛あい嬌きようが溢れ、『塔』でも大人気の料理人。

　しかし、彼は……エレミヤ・ベテルは、その笑み以外は一同のよく知る姿ではなかった。

　いつもは乱れ放題の髪をしっかりとまとめ、その頭上には臙えん脂じに近い深しん紅くの鐔つばなし帽。そこから、肩へと白い飾り布を這わせ、ぴったりと体に添った黒の筒つつ袖そでの長衣に、高価な筒型の長靴。腰に帯びた曲きよく刀とうの柄つかと立てた襟えり元もとに、盾と小麦を象かたどった紋もん章しようが光る。ヨシュアにとっては実に忌いまわしい、かつての怨おん敵てきの服装だった。

「エ、エリシャさん？」

「いや、エレミヤさん、でしたっけ？」

「その服って……」

「ルステラ軍の人だったの!?」

「その通りでーす」

　胸の前へ右手の拳こぶしをかざす、ルステラ式の敬けい礼れいを一つ取ってみせたあと、エレミヤは片目を軽く瞑つぶってなおも笑った。

「ある時は『星紺の塔』のモテモテ料理人、またある時は船乗りエリシャさん、しかして、その実態は！　ルステラ軍太たい守しゆ直属情報工作機構隊エレミヤ・ベテル小隊長さんでーす」

　堂々たる名乗りに、わあっと子供たちは歓声を上げ彼へと駆け寄った。

「ちょ、かっけー！　軍服かっけー！」

「やだ、『塔』にいる時よりずっとサマになってるわっ」

「正規軍の曲刀！　ホンモノ！」

「その刀触らせてください、ちょっとでいいからっ！」

　と、思い思いの感想やら質問やらを口にしている。無口で冷静なギレアドや引っ込み思じ案あんで人ひと見み知しりのセームまでもがえらいはしゃぎようで、ヨシュアは呆気あつけにとられ、スーリィンは不愉快極まりないというように両目を吊り上げた。

「なんのつもりじゃ、この与よ太た者ものが！」

「エレミヤ……なんでわざわざそんな格好で」

「制服ってのは記号だろ」

　ぬけぬけと、彼は言う。

「口であれこれ説明するより事態を簡単にするための記号。軍服はその最たるものじゃないさ」

「真にそれだけか？　単になんかカッコいい俺様をみせびらかしたいとかそういうのではあるまいなっ？」

「あらら、お嫁様ったら。その論調だと、軍服の俺は文句なしにカッコいいってのはちゃんと認めてくれるわけね？」

「別にそんなことゆーておらんわぁぁぁ！」

　ついに、スーリィンが摑みかかる。

「せっかくみなで風呂に入って楽しもうと思っておったのに、邪じや魔まをしよってからに！」

　が、ひらりと身をかわしてエレミヤはなおも笑った。

「しょーがないでしょ。公務できたのよ、公務。お仕事お仕事」

　そのまま、彼は赤毛の修道生へと向き直り、もう一つ敬礼をしてみせる。

「拝はい啓けい、ヨシュア・バレクさんや。小官の主あるじがみなさんにご挨あい拶さつしたいとおっしゃってましてね。今夜は隊商の取った宿じゃなく、あそこにお泊まり願いたいと」

　言いながら、その長い指がさし示す───ひときわ高い丘の上、白く瀟しよう洒しやな稜りよう線せんを描く太守の館を。

「えっ、マジで？」

　思わぬ申し出に、子供たちの目の色が変わった。

「すごーい！　あんなお城、普通は入れてもらえないよ？」

「ご馳ち走そう、きっといっぱい」

「お風呂ももちろん、すぐ用意させますので安心してね！　お貴族さましか使えないような、立派なやつだよ！」

「わぁい！」

「いやいや、待った。ちょっと待った！」

　いっそうはしゃぐ子供たちを遮さえぎり、ヨシュアは今や正体を隠そうともしなくなったルステラの間かん諜ちようへと詰め寄った。

「ダルタス様がなんで、そんなこと？　もともと気まぐれなところもおありな方ですけれど、理由もなくこんな突然」

「理由ならあるでしょうがよ、ものすごくでっかいのが」

　朗ほがらかな彼の笑みに、突如、獰どう猛もうな影が射す。ついとヨシュアの耳元に顔を寄せ、子供らには聞こえぬほど低く、エレミヤは続けた。

「おまえさんを逃がさないために決まってんだろ」

「…………」

　恫どう喝かつめいた言葉に、ヨシュアは束つかの間ま息を止め、うなだれる。その視線の端に自分の足下、白い修道服の裾すそが引っかかった。

　彼がこの服を纏えるのは、ダルタスの手腕あってこそ。大陸一とも謳うたわれるルステラの富を惜しげもなく使い、先進的な教育を施ほどこしてくれたおかげだった。

　───それを、僕は一度投げ出そうとした。

　カナンに入る直前。

　リベカに謀はかられ正体を失い、自分の過去とスーリィンの存在を子供たちに知られてしまった。そのとき、真っ先にヨシュアが考えたのは逃げること。『星紺の塔』の追及を逃れ、妻と二人世を捨て人里を捨て、静かに暮らすこと。いずれ、ダルタスに詫わびはいれなくてはと思っていたが……今日この日にそれを果たそうとはついぞ思い出さなかった。カナンでの修行と『見聞の旅』の無事の遂すい行こう、そして、子供たちや妻との関係について思い巡らすだけで精一杯で。

　これでは忘ぼう恩おんの輩やから、背はい信しんの徒とと謗そしられても無理もないではないか。

「怒ってるよ、うちの大将～」

　いつもの笑顔に、複雑な色合いを刻みつけて、エレミヤはなお囁ささやいた。

「近年稀まれに見る勢いで、くらーくふかぁーく」
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『星紺の塔』が天を突くほどの高さで威いを誇ほこるなら、ルステラ太守の宮殿はその広さで人々を圧倒する。磨みがき抜かれた乳にゆう白はく色しよくの廊下はひたすらに長く、果てがすぐには見渡せない。先をゆくエレミヤの軍ぐん靴かの足音がいっそう高くくっきりと耳に届く。道々に何気なく置かれた像や壷つぼもまた、そこらの民が生涯かかっても購あがなえないほどの財であり宝であるのだが、それをそうとすら感じさせぬさりげなさ。

「うっわぁ、『塔』の大だい礼れい拝はい場じようをがんがんつなげたみたいだね、このお城！」

「豪華さはこっちが上」

「ですねえ……こんな大きな透かし窓、初めて見ました。しかも、全部に綺麗な細さい工くまでされてるなんて。どれだけ砂漠を掘ったら、こんなすごいの出てくるんです？」

「お風呂もきっと素敵なんでしょうねえ、この分だと。金で出来てても驚おどろかないわ」

　バリバリの庶民出身のギレアドやセームはもちろん、特権階級として生まれついたラキシュやティエルまでもが溜め息をつきながら、あたりを落ち着きなく見やっている。ただ一人、スーリィンは興味ないというようにつんと顎あごを上げ無言のまま足を運んでいた。

　そんな奇妙な一行の最後尾を守りながら、ヨシュアもまたひっそりと息をつく。

　この広大かつ絢けん爛らんな建築物の片隅で、かつて彼は三年の月日を過ごした。太守の拾った病人として担かつぎ込こまれ、その後、『星紺の塔』の一員となるべく様々な教育をこの城で受けながら。

　───だからって、懐かしいかって聞かれるとちょっと返答に困るな……。

　あたりを確かめる新緑の瞳に、束の間、淡い影が射す。文字をろくに書けも読めもしないところから始まって、神官見習いとしての下した地じを整えるまでの日々だ、楽なはずもない。すべてはスーリィンのため、彼女と自分の未来のためと言い聞かせつつひたすら重ねた努力の中には、ミリアームの無む念ねんを忘れ、リベカの憤ふん怒ぬを黙もく殺さつするというのも入っていた。

　そんな辛い思い出に、本日また新たな一ページが書き加えられようとしている……の、かもしれない。

　───まあ、すべて自じ業ごう自じ得とくではあるけれども……。

「ねえ、劣等生」

　いつの間にか傍かたわらにやってきたティエルが、探るように見上げてきた。

「わたしも太守様にお詫びがしたいんだけど……一緒に行っちゃダメかしら？」

　訊ねる声に、彼女にしては珍しく案じるような響きがある。

「わたしのせいで城壁を封ふう鎖さしなきゃならなかったの、ちゃんと覚えてるわ。だから」

「その件については不問と太守様の仰おおせですから、カナンのお嬢様」

　城内に入って以降まったく振り向かず、軽口も叩たたかなかったエレミヤが、ヨシュアの代わりに返答してくる。

「とにかく、この奥に通せるのはそっちの赤毛一人。あとの皆さんは明日の昼まで滞在を楽しんで下さいと言いつかってますんで」

「でも……」

「待たんか、この与太者めが」

　まだ何か言いたげなティエルを遮り、スーリィンがずいと進み出てきた。

「このスーリィン様まで拒むというのか、あのろくでなしは。珍しく拝はい顔がんさせてやろうというありがたーい気遣いを無む駄だにしよったら、次、いつ会ってやるか判らんぞ？」

　徹頭徹尾ダルタスに厳しい彼女らしい物言いへ、エレミヤは苦笑だけで報むくいた。ぱん、と鳴らした手を合図に、どこからかわらわらと女官の大群が現れる。

「皆様、どうぞこちらへ」

「歓迎の準備はできておりますわ」

「お荷物お運びいたしましょう」

　あっという間に子供たちは取り巻かれ、そのまま廊下の彼方へと運ばれていってしまった。

「スーリィン、君もみんなと楽しんでおいで」

「しかし」

「僕らはお詫びしなきゃいけない立場なんだから、あまり意い地じ張って頑がん張ばらないの」

　頼むから、とヨシュアが付け足すと、彼女は憤ふん懣まんやる方ないという表情ながらも、女官たちの後へとついていった。

「子供攫さらわれた母親みたいな顔してんじゃないよ」

　からかうような呆あきれたような声こわ色いろで、エレミヤが言う。

「うちの大将があんなガキのしたことなんて気にも留めないぐらい、おまえさんが誰より知ってんだろ」

「ええ、存じてますよ。よーくよーくね」

　ティエルのことなどどうでもよかったダルタスが、彼女を捜すために夜を徹てつして兵を駆り立て長大なルステラの城壁と全門を封鎖したのは、それがヨシュア・バレクたっての願いだったからに尽きる。それだけの期待と好意を受けながら、すべて投げ出そうとした自分に、かの太守は憤っているという。

　───どうしても位階一桁けたの神魔持ちの神官が欲しいって言う人だから、殺されたり害されたりはしないだろうけれども。

　その気持ちを裏切り、しかも、それにいまのいままで頓とん着ちやくしなかったという事実だけで十二分に気が重い。

　やがて、エレミヤの足が止まり、巨大な扉の前にヨシュアは導みちびかれていた。彼もよく知る、ダルタスの私室ではない。盾たてと小麦の太守紋が彫り抜かれた扉は、あまりに大きくあまりに重く、開き切るまで数秒を要するほど。それ専用の従じゆう僕ぼくたちが恭うやうやしく頭を垂れ、大人の頭ほどもあるノブへと手をかけた。石の扉が激しく軋きしむ音が、自分の心しん臓ぞうのそれにも似て聞こえて、ヨシュアは唇くちびるを引き結んだ。
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　中は、ほぼ無人だった。

　見慣れた巻物や書物の山もない、巨大な広間。カナンの洞どう窟くつを思わせるほどの高い天てん井じようから、薄うす地じの絹きぬ織おり物ものが垂れ下げられ、かすかに揺れている。民家の床面積を軽く凌りよう駕がするほどのこれらの布は、国でも最高の織り手たちが数年をかけて作り上げた逸品。繊せん細さいな織り目にランプの光が反射し、淡く柔らかくあたりを照らしている。

　その布の廊下の彼方、数十段高い場所に置かれた椅い子すに、ダルタス・ル・ルステラは座っていた。だらしなく足を組み、頰ほお杖づえをつくという姿で、相変わらず君主然としたムードは一いつ片ぺんとてないが。

　しかし。

「……ご無ぶ沙さ汰たしております、太守閣かつ下か。その節はいろいろとありがとうございました」

「うん」

　いつかの夜の如ごとく膝ひざを折り、正式な礼を以て頭こうべを垂たれたヨシュアにかけられた声は、

「それは前にもう聞いた」

　予想以上に冷ややかだった。

　ヨシュアは頭を上げられない。こちらから詫び言を切り出すべきか、このまま五体を投げ出し伏すべきか迷い、結局、どちらもうまくできずに固まったまま。

　重く固い沈黙が長々と続いた、のち。

「……二回目だよ、君。判ってる？」

　いつになく厳しい声を、若き太守は赤い頭上へ落としてきた。はい、と頷うなずきかけて、ふとヨシュアは首を捻ひねる。

「二回目、ですか？」

　彼が神官修行を放り出そうとしたのは、今回一度のみ。カナン入りする直前だけであったはずなのだが。

　そんなヨシュアに、いっそう冷たい視線を注そそぎ、ダルタスは声を一段と低めて、

「琵琶バルバツドはどこ？」

　ひとこと、訊ねた。

　───琵琶が、なんだって？

　ヨシュアはゆっくりゆっくり頭を上げる。

　何を言われたのかとっさに飲み込めず、ダルタスの顔を確かめようとしてのことだったが、すぐさま後悔した。

　怒っている。本気で本気のマジ切れである。

　その証しよう拠こに、彼は見たこともないほど無表情……そして、その中の両眼だけが冷たく鋭く光り続けていた。

　───い、いつもなんか眠そうにしてるか、ダルそうにしてるだけなのに……っ。

　標的から大恩人と化すまでの五年余のうち、彼が怒り狂うチャンスは何度もあったはず。しかし、そのどの時も、こんな反応はしなかった。困ったようにヨシュアを見やり、大たい儀ぎそうに言葉を繋ぐばかり。それが、ダルタス・ル・ルステラという人だったのに。

　そんなヨシュアの動どう揺ようを、ダルタスは意に介さない。

「私が君にあげた琵琶だよ。あれ、どうした？　いまどこにある？」

　更に、意外な詰問が続く。ヨシュアは必死で頭を巡らせた。

「確か、往路の隊商の幕屋に置いて、そのまま……」

　そう。

　財布や身の回りの品々などはラキシュたちがきっちり回収してくれたのだが、琵琶だけは忘れ去られてきた……というか、彼がそれを『塔』から持ち出してきたこと自体、仲間たちは覚えていなかったのだ。

　彼の奏かなでる音楽を心から愛するスーリィンも、「あの琵琶でなくては」とまでは言わない。だから、カナンの神殿では楽団の所有物を適当に借り出して弾いていたのだが。

　恐る恐る向けた新しん緑りよくの瞳が、ダルタスの黒いそれとぶつかる。苛いら立だちを含んだ眼が、苦い声と共に鋭い視線を放ってきた。

「君があの琵琶放り出すの、二回目だよ？　ちゃんと判ってる？　自覚してる？」

「ええと、ああ……はい」

　頷きも曖あい昧まいにならざるを得ない。

　確かに、ヨシュアは初めて出会ったときダルタスから琵琶をもらった。が、その数時間後にはルステラを追われる身となり、逃亡に邪魔だとそれをどこかに打ち捨てた。数年後、この城に住むこととなったとき、ダルタスからもう一度手ずから下か賜しされ、以来、愛用してきたのだが。

　───怒ってるって、琵琶のこと？　神官修行がどうのこうのっていうんじゃなくて？

　困惑のまま、ヨシュアは言葉を探す。

　ダルタスは一度、目を閉じ。

「できれば何も言わないでおこうと思ったんだけど……ちゃんと話しておかないと君はすぐあれをあちこちに置いてくるのが判ったから、思い切って告白しておくことにするよ」

　大きな大きな溜め息と共に、憂ゆう鬱うつそうな声を吐き出した。

「あれ、私の初恋の人の琵琶なんだ」

「…………は？」

　ヨシュア・バレクの反応は遅れに遅れた。

　さして、難しい単語をぶつけられたわけでもなく、ややこしい言い回しで語られたわけでもない。

　なのに、頭がそれを認識し、かつ、言げん語ご中ちゆう枢すうに届けるまでそうとうの時間を要した。

　ノーリアクションのまま、数分が過ぎる。その間、ダルタスはついに両手で頰杖を突き出し、こちらを見ようともしなくなった。

　その固い横顔を、ただ見やり、やがて。

「はつ、こい？」

　ヨシュアは途切れ途切れに問い返した。

「そう、初恋。初めての恋ね。敢えて。わざわざ。丁てい寧ねいに。説明しておくけど」

「あ、ありがとうございます」

　明言されたらされたで、なお反応に困る。

　まったくもって耳を疑うたがうとは、このことだ。

　大陸一の都市国家の主だというのに、彼について浮いた話はとんと聞いたことがない。それどころか、「とっくの昔に世よ継つぎの一人や二人いなくてはならぬ立場だというのに、いつまで独り身でいるつもりだ」「結婚がどうしても面めん倒どうだっていうなら、せめて愛あい妾しよう作れ。頼むから」という、ルステラ重じゆう臣しんたちの嘆き節ばかりが高らかだというのに。

　───あまりに超然としていて、愛とか恋とか度ど外がい視ししてるというかなんというか……そんな感じだと思ってたのに！

　ひたすら叩こう頭とうするヨシュアの額ひたいから、だらだら冷たいものが伝う。このまま放っておかれたら、自分の汗で池でもできるのではなかろうか。

　しかし、そんな彼の様子に頓とん着ちやくすることもなく、

「そう」

　いっそう真剣な面おも持もちで、ダルタスは頷く。

「初恋っていうか……彼女以外を好きになったことがそもそも一度もないんだけれど」

　───もっとすごいこと言われた！　しかも、真ま顔がおで！

　一段とヨシュアは困惑を深め、助けを求めて、そろそろ視線を巡らす。ダルタスの背後に控えるエレミヤと目があった。が、「今の自分は単なる置物ですが、何か？」的な一いち瞥べつを投げつけられただけ。助力はもちろん、ツッコミでさえも期待できそうにない。

　───ダルタス様の秘められた恋バナとか……ダメだ、捌さばき方かたがいっこうに判らない！

　いまごろ風呂場できゃっきゃっウフフしているであろうラキシュを、すぐさまここへ召しよう喚かんできる術すべはないものかと彼が半ば真剣に考え始めた頃。

「まあ、そういうわけだから。すぐにあの琵琶取り返してきて」

　冷え冷えとした命令が下る。

「いま、ですか？」

「うん」

「例の隊商とはカナンの手前で別れたきりで、その後の行き先をまったく存じ上げないのですが」

「それは調べがついてるよ」

　そう言ってダルタスはルステラとカナンの中間地点にある内陸の町の名を挙げた。二都市の間は、船で二日の距きよ離り。陸路だったら、当然もっと時間を要する。

　───早はや馬うま飛ばしたって、一日はかかるってことじゃないかーっ！　無理無理無理、もう絶対そんなの無理！

「……じ、実は」

　背や額に滲にじむ汗を感じながら、ヨシュアはなんとか抗こう弁べんしようと試こころみた。

「僕らを『星紺の塔』まで送り届けてくれる隊商の長に『出発は明日の昼一番。遅れたら置いていく』『その場合、『塔』にも本人のせいと報告する』と言われておりまして……」

「へー」

「つまり、一言で申しますと成績に響くのでございます」

「そう、大変だね。頑張って」

　返ってきたねぎらいの台詞せりふには、実も情もまったく籠こもっていない。

「ダ、ダルタス様は自分に大神官になれとお命じになったはずでは？」

「うん、それを撤回した記憶はないね」

　ごく平らかに、ルステラの主は頷く。

「この大陸の歴史には歪いびつなところが随所にある。それどころか、地理だっていろいろ怪しい。そういった謎を解き明かすためには、一山いくらでまとめられるような神官ばっかり量産してもしょうがないから」

「でしたら、琵琶の件は日を改めてまた……」

「改めてどうする？　君が次に『星紺の塔』から出てこられるのはいつ？　その間にあの琵琶に何かあったらどうするつもり？」

「う」

「古いけど、それなりの品だし。下手するとそのへんで売られたりするかも。そうなったら、君、私にどう詫びるつもりなんだい？」

「うう」

　返す言葉がない。

　ないが、あまりにもタイミングの悪いご下か命めいだった。

　───いや、まあ……もともと悪いのはこっちなんだけど！　なんだけども！

「大丈夫」

　ここでようやく、ダルタスは笑みを見せた。だが、その笑顔が、いっそう恐ろしい。

　そして、案の定。

「君には風よりも速い雷凰がついてるんだから」

　続いた提案に、妥だ協きようはなかった。

「た、たとえ大神魔といえども、急いで飛べば飛ぶほど疲労しますし空腹になるのですが」

「おかげさまで我がルステラ軍には、一万人ほど健康丈夫な人材がうなっている。ちょっとずつ支給すれば一晩ぐらいなんてことはないと思うけど」

　極めて的確に、ダルタスはヨシュアの逃げ道を断つ。












『珍しく怒ってるよ、うちの大将。ふかーくくらーく』

　つい数十分ほど前のエレミヤの言葉が、ヨシュアの脳のう裏りに浮かんだ。いまの直ちよく立りつ不ふ動どうの澄すまし顔がおからは何も窺えないが、どこか面白がってるように見えるのは偏へん見けんだろうか。

　───これが他人に起こってることなら、僕だって面白がりますとも。ええ、それぐらいなんかすごいこと言われてるって、ちゃんと判る。判るからこそ、ヤバいというか怖いというかっっ。

「そうだ。これを貸たい与よしておこう、ヨシュア・バレク」

　ひたすら固まり、言葉を探すヨシュアに、ダルタスはいっそう笑う。長衣の裾を翻ひるがえし、太守は玉ぎよく座ざから立ち上がった。長い階をかつりかつりと重々しい靴音を響かせながら、ダルタスは彼の目前へと立った。差し出した手には、ほわほわとした白い毛玉にも似たものが乗っている。それはふと身じろぎすると、小さな嘴くちばしに似た口をぱかりと開いた。

「月傾かたむき、夜や半はん夜半！　太陽中ちゆう天てん至るまで、あと一二時間と半刻！」

　軽やかな子供の声が響き、時を告げる。どういった種類かは判らないが、これも神魔の一種らしい。大がかりな日時計や水時計に依らず時を計れるとは便利なものに見えるが、ひどくけたたましい。

　その毛玉をヨシュアに持たせると、ダルタスは一つ笑った。窓の外を、長い指がまっすぐに指し示す。

「さあ、いってらっしゃい」

　これ以上の抵抗は無駄と悟ったヨシュアは、力なく立ち上がり、最初はよろよろと……やがて、必死の足取りで広間を出ていった。

　巨大な扉が再び閉まり、あたりが静けさで包まれた頃。

「……それで東門封鎖の指示は、明日の何時頃にすれば？」

　いまのいままで置物に徹していたエレミヤが、ようやく口を開いた。

「どうして、東門？」

　再び椅子へと身を投げ出し、ダルタスは小さく彼へと振り向く。

「ヨシュア・バレクと修道生一行を預かった隊商の宿は東地区。手近の門が開かなければ、かなり迂う回かいを強いられることでしょう」

　つまり、隊商の長の宣言通り昼一番に宿を出しゆつ立たつしても、彼らがルステラを出るまでそうとうのタイムロスをすることになる。

　涼しい顔で言ってのける臣しんを、ダルタスは苦笑混じりで見やった。

「たかが一修道生のために、民の通り路を塞ふさぐとかってどうなのかな。あまりよいこととは思えないけれど」

「もちろん、よいことではございません。が、必要ならば太守様はそうなさいます。そういう権利をお持ちなのですから」

「洞どう察さつ力りよくに長たけた部下を持てて、実に嬉しいよ」

　言う割にさして嬉しそうでもなく、ダルタスは大きく肩を波打たせる。

「それで、どう？　ずっとあの子の側にいても、やっぱり反対かい？　私が彼に肩入れするのは」

「それはもう常に大反対ですし、理解に苦しみます。けれど、やはり必要ならばあなたはそうなさるでしょう」

「理解力もある臣で本当に助かるよ」

　いっそう苦笑を深くして、ダルタスは尚も問いかけた。

「そんな君の洞察力と理解力を以て見て、どう？　今回、私はちょっとあの子に意い地じ悪わるし過ぎだったかな」

「あれのすることならばなんでも手放しで許すわけではない、と、態度で示されたのはよいことかと」

　ごくあっさりと、忠実な間諜は言ってのけたのち。

「小しよう官かんとしても実に助かります。いや、まったく」

　やけに力をこめ、そう付け足した。
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『浴室にいるスーリィンへ伝言を。すぐ君の庭へと来て欲しい』

　廊下の片隅、そんなメモを書き付けた平らな石を、ヨシュアは銅どうのパイプの中へと放り込んだ。

　がっこん！

　鈍い音と共にパイプが震え出し、小石はその奥へと吸い込まれていく。中には風妖ようの力が満ちており、瞬またたく間まにかの石を目的地へと送り届けるというが、その具体的な仕組みや様子をヨシュアは目にしたことはなかった。人の足で巡るにはあまりにこの宮殿は広い。故に、あちこちの柱の陰にこういったパイプを張り巡らし、迅じん速そくな伝達を可能にしていると聞く。

　他国の宮殿はもちろん『星紺の塔』にすらないシステムで、ルステラという国とその主の凄すごみをよく伝える。

「こんなのを相手に喧けん嘩かするのはよくないよ、ホント」

　思わず呟き、ヨシュアは足を速めた。

　彼が「君の庭」と称した場所は、ルステラ宮殿東側、ここから歩いて一〇分ほど先にある。南国ならではの木々が生おい茂しげり、いつの季節もなんらかの花が咲さき綻ほころぶそれは、宮殿内に多数ある中庭の一つ。大きな噴ふん水すいと贅ぜいを尽くした東あずま屋やからは、ヨシュアがかつて使っていた勉強部屋を見上げることができた。

　早朝から晩遅くにまで至る夫の勉学の邪魔をしてはならず、一人長々と放っておかれる彼女のため、ダルタスが与えた場所だった。ここでだったら、神魔本来の姿を顕あらわしてもいいし、好きなだけヨシュアを眺めていてもいいと申し渡して。

　ヨシュアの方もまた、猛勉強の合間、窓越しに彼女の姿を見つけては、しばし和なごみ、よりいっそう励んだものだった。

　そんな夫婦の思い出の地へ、スーリィンはほどなく現れた。両手を広げ、ごく当たり前というように彼に飛びつき、その胸へと薄銀の頭をすりつける。撫なでてくれという可愛らしい仕し草ぐさと洗い立ての髪の香りに、ヨシュアの口の端に束の間、笑みが上った。

「お風呂、楽しかった？」

「んむ」

　上機嫌でスーリィンは頷く。

「うんとちっさい雌めすガキとちょっとちっさい雌ガキと一緒に、いろいろな風呂を巡ったわ。オレンジの輪切りが山ほど入ったのもよかったし、葡ぶ萄どう酒しゆ混じりのも悪くはなかったが、薔ば薇らの花びらいっぱいのが一番かの」

「そう」

「この宮の女によ官かんどももそつがないが、あのちっさいガキはもっと気が利きくようでな。泡がたくさん出る香油や石せつ鹼けんで背やら肩やら洗ってくれたぞ」

「へ、へえ」

　答えるヨシュアの表情はいささか複雑なものになった。

　───仲良くしてくれるのはありがたいけど、ラキシュ、僕でさえ触ってないところまで触ってないだろうねっ？

「それで？　そなたももう遊べるのじゃろう？　女官の一人に訊ねたら、前に使っていた部屋に入ってもよいと申しておったし、子供らがどうしてもと言うのなら、しばしつきあってもスーリィンはかまわぬ」

「う」

　ぐんと友好的になった妻の物言いが、いまのヨシュアにはひどくこたえる。この無邪気な期待を裏切る以上に辛いことはそうそうない。

　その横で。

「月傾き、夜半夜半！　太陽中天に至るまであと一二時間！」

　甘やかなムードを引き裂く、鋭い一声。

　目をぱちくりさせる妻へ、申し訳ないと思いながらヨシュアはすべてを説明する。みるみるうちに変わっていくその表情が、実に辛い。

「ほんっと、ろくでもないことばかり思いつくの、あやつはーっ！」

　大恩人に対するスーリィンの評は、今日も厳しい。風呂上がりの上じよう気きした頰ほおをいっそう赤く染め、彼女はけんけんと言い募つのった。

「隊商がどこにおるのか判ってるなら、さっさとあの与太者でも他の者でも使いに出して取り戻してこればよかろうが！」

「ごもっともだけど……それだけ、ダルタス様が本気で怒ってるってことだから」

「スーリィンとて怒っておるわ!!」

　ヨシュアの首飾りをむんずと摑み、彼女は叫ぶ。

「こんなガラクタに我を閉じこめおって！」

「いや、これ、いちおうルステラ一いちの宝ほう重ちようだって話なんだけど……」

　宥めるヨシュアを鋭く見返し、スーリィンはなおも弾だん劾がいした。

「そなた、これがどういうものか判っておらぬから！　いつもいつもヨシュアのことや周囲の様子が見えるならまだよいが、突然、霞かすみがかかったみたいになったり、闇につっこまれたみたいになったり、意識があやふやになったりとしっちゃかめっちゃかなんじゃぞ！」

　なにが宝重だ、と、彼の妻は苦々しげに吐き捨てる。

「だいたい、そなた！　ここに来る前になんと申した？　台だい無なしになったデートの代わりをしようという話が、なんで遠い町まであのろくでなしの使いにいくってことになったのじゃ？」

「で、ですよねー」

「だいたい、風呂に入った後に夜を徹して飛ぶとか！　ありえん！　一人の女の子としてありえなさ過ぎる!!」

　よい香りのする自らの髪先を摑み、スーリィンは叫ぶ。「一人」の「女の子」という単語のどちらにも違い和わ感かんを覚えなくはなかったが、そんなことを馬鹿正直に口にして命を縮ちぢめるほどヨシュア・バレクは愚かではなかった。

「いや、ほんと。お怒りは一から十までごもっともです。申し訳ないって心から思ってますとも」

　悄しよう然ぜんと、彼は続けた。

「でもさ、あのダルタス様が『初恋の人』の『想い出の品』だから失くしたくないって言ってるんだよ？　あの、ダルタス様がだよ？」

「…………」

『あの』の部分を、必要以上に強調するヨシュアに、スーリィンは小さく首を傾げた。

「その女とあのロクデナシはどうなったんじゃ？」

「さあ、どうだろうね。未だ独ひとり身みってことはうまくいかなかったんだろうけど」

「フラれたのか？」

「や、そこまでは……」

「フラれたに決まっておる！　絶対に！　間違いなく！　あやつはフラれたのよ！」

「いや、それは……ああ、なんかもうそれでいいか」

　やけに力強い妻の断定に頷いてしまっていいものかどうか、ヨシュアは少しだけ躊躇ためらったが、

「そうだよ。たぶんダルタス様、傷しよう心しんをずっと引きずって生きてきたんだと思う。報むくわれなかった恋心をあの琵琶バルバツドに秘めてさ。そういう大切な品を僕らのせいで失くしたら、さすがに気の毒でしょう？」

「んー」

「いろんな国のお姫様とか大貴族の令嬢とかと縁えん談だんが持ち上がっても、片っ端から断ってきたのだって、きっとその初恋の君のせいなんだと僕は思うなー。可か哀わい想そうだなー」

　我ながら何を言ってるんだかと思わないでもなかったが、この手は恐らく確実に効く。「愛こそすべての悪い見本」とエレミヤが評するスーリィンは、他人の恋愛にも割と敏感な質であったから。

　そして、予想に違わず。

「まあ、それでは仕方があるまいのぅ」

　妙に楽しげな顔つきになった彼女は、密林の如く生い茂った庭の中央へと進み出て、白い腕をひらりと宙に舞わせる。

「そんな哀れな輩やからになら、スーリィンもちょっとぐらい優しくしてやらんこともない」

　次の瞬間、娘の姿が夜空に解け、雷らい鳴めいの大たい凰おうが顕現した。

　長く優美な首を差し出し、乗れと促うながす彼女の背にヨシュアは摑まり、夜空を裂いて舞い上がる。視界の中、たちまち宮殿の灯あかりが遠ざかっていった。

「それで？　例の隊商はどこにおると？」

「ここから、南南東にまっすぐ。内陸部の町だとか」

「ちっ、それでは逆風ではないか。面倒な」

　低く唸うなり、雷凰はぐんと加速する。ヨシュアは腕に指に力をこめ、踏ん張った。彼女の言葉通り、風は真っ正面から叩たたきつけるように吹いてくる。あまりの激しさに呼吸すら覚おぼ束つかない。

「どうも低空は風がよくない。このまま上昇するが平気か、スーリィンのヨシュア？」

「頑張りますとも」

「意気込みを聞かせてもらいたいわけではないのじゃがのう」

　溜め息まじりの言葉を長い嘴から吐き出して、彼女は大きく体を揺すぶった。突然の振動に、薄紫の羽う毛もうを握りしめていたヨシュアの指から力が抜ける。

「ぎゃー！」

　絶叫と共に舞い上がる、彼の体。それを伸びてきた雷凰の爪がしっかりと捕らえた。

「うっかり振り落とすよりは、こうして摑んでおった方が安心できるわ。何せ、我が背には鞍くらも鐙あぶみもない故のう」

「そ、そうかもしれないけど……っ」

　自分とてそれなりに見み栄ばえを気にするお年頃なのだが、という抗議の声は自分の喉のど奥に留めておくことにした。そうして進み続け、夜のルステラが地平に消えた頃。また時告げの神魔が高く鳴いた。

「月果て、夜半夜半！　太陽中天至るまであと一一時間と半刻！」
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「なー、おっさんと嫁、いつ帰ってくんのかな？」

　豪奢な宮殿の一画、帳とばりの降りたベッドの中で、ラキシュがわめいた。

　その傍かたわらでティエルが髪を梳くしけずり、窓際近くのテーブルではギレアドとセームが石盤に石を置き合うゲームに興じている。

「とっくの昔に日付が変わっちゃったよ。あたし、すっごく眠い」

「眠たければ寝たら？　別に止めやしないわよ」

「えー。心配でおちおち寝てられないってば」

　矛む盾じゆんに満ちたラキシュの言葉に、ティエルは少しだけ眉まゆを吊り上げたが、それ以上の反論はしなかった。少年二人もまた、同じような心境なのだろう。貸し与えられている部屋が別にあるというのに、ここから動こうとしない。

「確かに遅いわよね……よっぽど揉もめてるのかしら？」

　窓の外、どんどん傾く月を眺めながらティエルは呟いた。

「先に劣等生呼びつけて、それから雷凰引っ立てるというのも、なんだか不ふ穏おんだし」

　手にしたブラシへと目を落とし、彼女は細く息をつく。一目でそれと判るほど高級な山や羊ぎの毛で出来たものだった。この部屋の帳や寝具も絹ばかりだし、風呂はどれも目を瞠るほど広々として豪華な造り。自分自身も庶民とはかけ離れた身分ではあるが、質しつ素そを旨むねとする神殿育ちだ。王侯貴族とはまるで違う。こんな相手を向こうに回し、いまヨシュア・バレクはどうしているのだろう？

「ま、まさか、このままヨシュアさんだけルステラに置いていけとか言われたりしませんよね？」

「まさか」

　セームの言葉をギレアドが即座に否定する。だが、すぐ彼も、

「……そんな、まさか」

　自信なげにそう繰り返した。

　それを機に、子供たちは一いつ斉せいに押し黙る。みなそれぞれの方を見やって不安げに唇を引き結んだ。

「なんか……ケフェスに戻る前みたいでやだな、これ」

　ぽつりとラキシュが呟き、全員がまた一斉に頷く。

「うん、似てる」

「あの時も大変だったわねえ」

「エレミヤさんにさんざん頼んで、なんとか戻れるよう手配してもらったんですよねえ」

　赤せき晶しよう旅りよ団だんと激突後、ヨシュアはスーリィンだけをつれて隊商を離れた。「たぶん、もう戻ってこないつもりだと思う」と説明するエレミヤに四人がかりで嚙かみついて、その行方を捜させ迎えにいく手はずを整え、最後は夜を徹して馬を駆った。カナンの入り口で必死に引き留める隊商の長や神官たちを、すべて振り切って。

「わたしたちがカナンでバラバラにされたのって、絶対あれのせいよね」

「まとめとくとロクなことしないって思われたんだろーなー」

「無理もない」

「普通、修道生が三日遅れで修行地入りするのを選ぶとか、ありえないですしねえ……」

　ヨシュアはまったく知らない、四人だけの出来事だった。

「まあ、あれもわたしには悪くない選択だったけれどもね」

　ごく何なに気げない口くち振ぶりでティエルが言い、セームがぎょっとしたように目を丸くした。

「へえ、どうしてさ？　実家に睨まれるネタ増やしたのに？」

「なんでもかんでも父上や兄上たちの思い通りにできるティエルはもう、いない。そう思い知らせてやれた……と、思うわ」

　面白そうに訊ねるラキシュにそう言って、彼女は寝台の横、置かれた自分の荷物へ目を走らせた。紛れ込んだ高価な紙の束たばはまだそこにある。このルステラで散財するつもりだったが、結局、大事に抱えたままで『星紺の塔』に帰ることになりそうだ。

『きっと父上か兄上たちが入れたんですよ』

　そんなヨシュアの言葉は、不思議なぐらいティエルの胸にまっすぐ落ちた。極ごく悪あく非ひ道どうの人殺しだったという年長の少年を、だけど自分は信じられると思う。

　三人はそれぞれの表情で、金髪の仲間を見やっていたが。

　やがて。

「よっしゃ、じゃあ今度も大人どもに思い知らせてやろう！」

　ラキシュが寝台の上に屹きつ立りつし、大きく胸を張った。

「あたしたち、そうそう思い通りになんかならないってさ！」

「賛成」

「ここでダラダラしていても眠いばっかりですしねえ」

「それに、やっぱりルステラの太守様には会ってみたいわ」

　口々に言いながら、四人は部屋着の上にマントを重ね、廊下へと出た。彼らの部屋の前に立ってた夜や警けいらしい男が怪け訝げんそうに視線をくれる。

「ねえ、兵隊さん。あたしたちを太守様のところにつれてって欲しいんだけど」

「仲間が一人、そちらへ挨拶にいったまま帰ってこないのよ」

「馬鹿を言うんじゃない」

　呆れ顔で男は一同をいなそうとした。

「こんな夜中にお招きもない子供が本殿へ上がれるはずがないだろう。おとなしくここで寝ていなさい」

「まあ、子供は子供だけどさ。ただの子供じゃないんだよな、これが」

　低く笑って、ラキシュが濡れた前髪をかきあげる。そこにあるのは、神官の銀冠ターラー。いかなる時も外すことは許されないそれが、あたりの光を集めて淡く光った。

「こちとら神官候補生だよ。公権力にそうそう簡単に屈くつすると思ってもらっちゃ困るんだよね！」
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「夜明けて、午前午前！　太陽中天至るまであと二時間！」

　すっかり明るくなった蒼そう穹きゆうの下、ヨシュアの掌の上で毛玉神魔が高く鳴く。

「なあ、スーリィンのヨシュア。そやつ、もう食らってよいか？」

　忌々しげに、彼の妻は嘴をカチカチと言わせた。

「ダメです。これ、貸してもらっただけだから。返さないといけないから」

「じゃが、うるさい！　鬱うつ陶とうしい！」

　その気持ちはよく判る、と、ヨシュアも思う。

　毛玉にも似たその神魔は、半時おきに「あと○時間！」と叫び続け、夫婦をたいそう焦あせらせた。しかし、それがかえってよかったのか、二人が目的の町へと辿りつき、件くだんの隊商の天幕へと転がりこんだのは予想よりずっと早い時間帯。

「今年の修道生さまはホント変わっておられるというか、いろいろあり過ぎるというか……っ！　『星紺の塔』とのおつきあいを始めて一〇年になりますが、何から何まで初めて尽くしですよ、もうっっ」

　とこぼす長に謝り倒し、琵琶バルバツドの在処ありかを求めてあっちの天幕こっちの天幕と覗のぞいて回って、これまた二時間近く。炊すい事じ場ばの片隅に転がっていたかの楽器を無事見つけ出したときは、夫婦揃って手を打ち抱き合って喜んだものだった。

　───帰りは追い風だから、こうしてスーリィンの背中に乗れたけれど、行きはもう……今度こそダメかと思った。

　あまりのスピードと真っ向から押し寄せる強風に、意識をときどき飛ばしつつの数時間。幾度も過か酷こくな死線をくぐってきた彼をして、命の危機を感じさせるほどの苦く行ぎようであった。

　───けど、それもなんとか終わる。

　広々と開けた視界の中、ルステラの宮殿が見えてくる。雷凰は大きく旋せん回かいしながら降下を開始した。一直線にダルタスの私室めがけてつっこむつもりらしい。

「ちょっと、スーリィン！　目立つ！　超目立つ！」

「それの何が悪い！　急げと言ったのはあのろくでなしであろう？　一気に窓をぶち破って辿り着いてくれるわ！」

「ダメだってば！　警備兵に射い掛かけられる！　あと、窓の弁べん償しようなんか出来ないっ！」

「えー」

「いいから、穏便に！　僕ら謝る立場なんですってば！」

「ええー」

　不満たらたらという風ふ情ぜいながらも、スーリィンは大きく翼を揺らした。かじりつく腕にヨシュアは力をいっそう込める。青空のただ中、彼女の体は巨大な神魔本来の姿から、翼を背に得た娘の姿へと変わっていった。

　そのまま夫の意を容いれて、神魔の妻はダルタスの私室前、その露ろ台だいへと降り立つ。

　窓は既に開け放たれており、室内には人の気配がある。それを感じ取ったスーリィンは鼻を鳴らして身を翻ひるがえした。ヨシュアの胸元の宝玉が輝き、彼女の居場所を知らせる。同情は寄せてやっても、拝顔させるチャンスまではダルタスにやらないつもりらしい。

　肩を竦すくめ一人室内へと踏み込んですぐ、ヨシュアは大きく首を捻ることとなった。

「これは……どういう状況？」

　夥おびただしい巻物や石盤で床ゆかが見えないのは、別にいつものことだ。

　しかし、その合間、それでなくても大きなギレアドが更に長々とのびているのはどうしてか？　豪華な設しつらえのカウチでは、ティエルとセームがもたれあって寝息を立てているし、ラキシュに至っては、広々とした執務机の上で一目でダルタスのそれと判る上等な長衣を被かぶって丸まっていた。

　そして、部屋の主と言えば。

「やあ、お帰り」

　何故か、もっとも部屋の隅、ほんの少しだけ露出した床の上でうっそりと頭を上げた。

「ダルタス様、これは？」

「夜中過ぎだったかなあ。君が心配で寝付けない、さっさと返して寄越せってみんなして押し掛けてきたんだよ。君が戻るまで私の仕事を少し手伝ってもらおうと思ったんだけど……さんざん飲み食いして長風呂までした後じゃ、やっぱりそう保もたないよねえ」

「お、押し掛けてきたって……」

　ヨシュアは軽い目め眩まいを覚えた。

　客が通される別殿は遠い。厳げん重じゆうな警備網が張り巡らされ、神魔使いがあちこちで息を潜ひそめている。物理的にも心理的にも遠いこの距離を、子供らが何をどうやって踏とう破はしたのか、考えるのも恐ろしい。兵士を脅しつけた？　神魔をけしかけた？　まさか宮殿の床か天井をぶち破ったりしなかったろうか？　真夜中にエレミヤを引っ張り出して引きずり回し……と、これは別にちっともかまわないが。

「申し訳ございません」

　悄然とうなだれるヨシュアを、寝ぼけ眼まなこの太守は面白そうに見やった。

「別に、君のせいじゃないと思うけど」

「いえ、僕のせいです。ちゃんと説明ぐらいはしていくべきでした。言ったら全員揃ってついてきたいって騒ぐに決まってますから、スーリィンだけ呼び出したんですが」

「君はこの子らのおかーさんか」

　───また母親呼ばわりかよ。

　と、ヨシュアは頭を抱えたが、ダルタスがそれを面白そうに見やっているのがまだ救いだった。

「まあ、いいじゃないか。君がそんな自信をつけたのはよいことだし」

「自信？」

「どこへいくんでもいかなる状況でも、この子たちだったら自分についてくるって自信がある……そういうことだろう？」

　意外な指摘にヨシュアは目を丸くしたが、ダルタスはほんのり笑っただけ。巻物や石盤を払いのけながら、窓辺に置かれた机へと寄りかかった。眠るラキシュがそのすぐ横で、小さく寝息を立ててている。

「それで？　ちゃんと琵琶は取り戻してきた？」

「はい」

　頷いて、ヨシュアは背にした包みを解く。隊商で分けてもらった素そ朴ぼくな布に似合わぬ、優美な曲線が現れる。派手な飾りは何もないが、質のよい木材を丁てい寧ねいに磨いて作られた名器だった。うっすらと飴あめ色いろを帯びた木もく目めが美しく、銀の弦が朝あさ陽ひを受けて輝いている。

　それをそっと撫で、ダルタスは満足そうに微笑んだ。

「次、勝手に手放したらホント許さないからね。よく覚えておいて」

「肝きもに銘じます」

　ヨシュアの返答はひどく悄然としたものになってしまった。広間の時と同じほど……いや、それ以上に冷汗が止まらない。今回は「やってやれない」程度のお申し付けだったが、次は何をされるか判ったものではなかったし、妻を二度説得できるかも覚おぼ束つかない。

「……彼女もね、神官だった」

　身を縮こまらせ、ひたすら頭こうべを垂たれるヨシュアへ更に笑いかけ、ダルタスは続けた。

「最初に出会ったのは、幼い頃だよ。たぶん、これぐらいかもうちょっと下か」

　そっとラキシュの頭を撫で、太守はひっそり笑う。

「私なんて、彼女より頭一つは小さかったかな。その頃から、とても優秀な人でね。もうすぐ『星紺の塔』に行ってしまうと聞いたときは三日三晩泣いたものだった」

「……左様でしたか」

「それから、何十年と頑張ってはみたんだけど……まあ、難しいよね」

　懐かしむようなその声こわ色いろに、ヨシュアもいくらか表情を改める。

　スーリィンはダルタスがフラれたと頭から決めつけてかかったが……そもそも恋は始まらなかったのかもしれない。

　血筋を重んじる太守一族の次期当主と、優秀であればあるほど多くの男性との間に子を成すことが求められる女性神官。同じ大陸の礎いしずえであり、国家の基もとを支える立場ながら、その有り様はあまりに違う。抱える責務が重ければ重いほど、本人たちの感情や思惑通りに人生の舵を切ることはままならない。

　ともあれ……依然としてダルタス・ル・ルステラは独り身のまま。それが事実だった。

　しかし、聞けば聞くほどヨシュアには理解しがたい。

「どうしてそんな大切な品を、一介の旅芸人の子供に下さったんですか？」

　いまでこそ位階一桁けたの大神魔の主となりおおせたヨシュアだが、初めてこの宮殿に足を踏み入れたときは、ただの子供。古びた琵琶を抱え、ダルタスの命を狙っていた幼い暗殺者だったというのに。

　それすら知らず、若きルステラの主は彼にこの琵琶を渡した。

『これをあげるから、是非弾いてみなさい』と、邪じや気きなく笑って。

「どうしてかなあ」

　他ひ人と事ごとのように小さく呟き、それから彼は首を傾げた。

「似てる気がしたんだよ、どことなく。君の弾く琵琶の音が彼女のそれに」

「音、ですか？」

　彼にしてはひどく曖あい昧まいな表現に、ヨシュアは驚く。それへとまた笑って、ダルタスはなおも付け足した。

「あと、あの人も……それはそれは見事な緋ひ色いろの髪だったから」

　眼まな差ざしはどこか遠いまま、郷きよう愁しゆうに満ちた声色で。

　その顔を見つめながら、ヨシュアは思う。

　六年前のあの夜のことを、彼は懐かしむ気持ちにはまだなれない。思えば、あれがミリアームとリベカと一緒に笑いあっていられた、おしまいの晩。明日も今日と同じような日々が続くと信じていられた、最後の一夜だったのだから。

　そうして見上げるダルタスの横顔は、常通りひどく静か。見るたびに複雑な思いにかられ、憎く思ったこととて当然あるのだが……怨おん敵てきとも言えるこの男を、何故かヨシュアは「嫌いだ」と感じたことだけはない。

　───リベカはもちろん、スーリィンにも叱られそうだけれども。

　胸元の首飾りへと一つ視線をくれたのち、ヨシュアは琵琶を取り上げた。

「スーリィンが頑張ってくれましたから、出発までまだ少しだけ間があります」

　そして、触れれば、弦は音を返す。

　あの夜も、今もそれだけは変わりなく。

「何か一曲、お弾きいたしましょう」

　流れ出す旋せん律りつが広い部屋に満ちる中、子供たちが身じろぎする。その寝顔に泣きたいような気持ちになって、ヨシュアはさらに柔らかく琵琶を爪つま弾びいた。








─おわり─
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「アフェク・ユハスが留年？　またまた、そんな」

　その一報を耳にしたとき、俺たちの学年のみんながみんなそう反応した。誰一人、それを真実とも事実とも思わなかった。

　なんせ、あいつは俺たちにとって目の上のタンコブ。完璧過ぎな頭脳と尖とがり過ぎた言動と細か過ぎる性格とで、それでなくとも苦しい修しゆう道どう生せい暮らしを長年に渡り、更なる苦痛と苦難に彩いろどり染め上げてきた存在なのだから。

「天地がひっくり返ったって、アフェクが留年なんかしないだろ」

「体調不良で試験を欠席？　『塔』側が追試かなんか措そ置ちを取るに決まってるじゃないか」

「バッカバカしい。絶対ありえないって」

　と、赤肩布タリート軍団は揃そろって口々に言い立てた。時期はちょうど、雨う期きに差し掛かる直前。人生最後の試験期間が終わる頃だった。

　それが本当も本当、紛まぎれもない現実なのだと知ったのは、『新神官の祝しゆく祭さい礼れい拝はい』……普通の学校や塾でいう卒業式を来週に控えた時。俺、ハーカン・レザスが担当導どう師しに呼びつけられた、ある日の放課後のことだった。

「突然で実に申し訳ないんだが、レザス君。君、『新神官の祝祭礼拝』で最終朗読と自曲独奏をやってくれないか」

　苦く渋じゆうに満ち充ちた表情で、導師はそう告げた。ほとんど懇こん願がんに近いその台詞せりふに、俺はすぐさま返事ができない。

　最終朗読と自曲独奏は修道生にとってこれ以上はないというほどの栄誉だ。祝祭礼拝の最後を……つまり、修道生生活の終わりを飾る壮そう麗れいな祈りと楽曲。それだけに一週間かそこらでどうにかなるものでもないし、そもそも、そんな役目が俺に回ってくるはずがないのに。

「アフェク・ユハスはどうしたんです？　そりゃ確かに今回の試験は欠席してましたが、だからってそのまま留年するはずもさせることもないかと存じますが」

「それが」

　泣き出す直前という顔のまま、初老の導師はがっくりとうなだれる。

「どうしても体調が思わしくない。追試を受けることも無理。このまま留りゆう年ねん扱いにしてくれてけっこうだと言い張って譲らないんだ」

「またまた、そんな。あのアフェクに限って、まさか」

　思わず、俺はそう口走ってしまった。

　だが、しかし。

　常に温厚だった担当導師がはらはら涙を落として、

「自分だって信じられない！　あのアフェク・ユハスが……一〇〇年に一度と言われた本物の天才が、落第留年だなんて！　ああああ、もう終わりだ！　私の指導力を疑われるに決まってる！」

　と、いささか本音が過ぎる嗚お咽えつを吐き出し始めたとき、ようやく自分が騙だまされているわけでもなければ、からかわれているわけでもないと信じるに至った。

「いまから曲を作って、それを弾けと？　この俺に？」

　万年二位、永遠のシルバーコレクターと渾名あだなされてきた俺が、修道生生活の最後も最後、たった一週間だけ首席に成り上がり、まして、あのアフェク・ユハスに代わって総代を務めるなんて。

　この世に神はいないのか……などと、本職神官になる者にあるまじき感想を振り払うのに、俺は全ぜん身しん全ぜん霊れいを傾かたむけることとなった。

　神は人に試練を与える。

　特に、成長させたいと思う人間にはふんだんに、と聖せい伝でんにはある。

　だとしたら、俺はけっこう成長しているはずだと思うんだけどな。五年前から比べれば、遙はるかに。ずっと。
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　たぶん、おそらく。

『星せい紺こんの塔とう』に入る者の七割から八割以上が、「神しん童どう」と呼ばれて育ったことだろう。小さな村や町の塾で一番頭がよく、周囲の期待を一身に集めて、ごく当然のようにここへ至る。神殿生まれの奴なら、尚のこと。魚が水の中を泳ぐのが当然なように、『塔』を出て神官になることを望まれる。

　かくいうこの俺、ハーカン・レザスもまた、そんな一人。西のちっぽけな神殿で生まれ育ち、「次期神官長」「頼もしい跡あと継つぎ」と褒ほめそやされて育ったし、自分が「できる子」であるとずっと思っていた。

　だが、この『塔』にくれば、たいていの奴がまたすぐ知るのだ。

　世の中には、上には上がいるということを。自分など掃はいて捨てるほどいる大勢のうちの一人にしか過ぎず、実に平凡で取るに足らぬ存在なのだ、と。

　だが、それでも……他の年にここへ来た者は、まだ幸さいわいかと思う。凡人は凡人なりに努力をすればいいのだと、ごく単純に信じられたことだろう。

　けれど、俺たちの学年には、「本物」がいた。

　正しよう真しん正しよう銘めいの天才、一〇〇年に一度と言われるほどの傑けつ物ぶつ……あの、アフェク・ユハスが。

　五年前、雨期の終わり。

　重い曇どん天てんばかりだった砂漠の上空に雲が消え失せ始めた頃。緑の肩布タリートを纏まとって、俺たちは『塔』の門をくぐった。俺は一三歳になったばかりで、周囲の奴もたいてい同じくらい。その中に、ひときわ小さい子が一人いた。

　すっぱりと切り揃えた淡い髪かみと、整った目鼻だちのせいで、遠目には女の子のように見えた少年……それが、当時一一歳だったアフェク・ユハス。まだ狭い肩に乗せた緑の肩布が、ときどきずり落ちそうになっており、長い修道服の裾すそを捌さばくのにも苦労していた。明らかに不慣れな最年少という姿だったけれども、表情に物もの怖おじしたところは一つもなかった。

　───あんなに小さいのにこの『塔』に入ってこられたってことは、ずば抜けて優秀なんだろうな。

　俺は瞬しゆん時じにそう思ったけれども、そういう風に解釈しなかった者が割と……特に、女子修道生にはかなりいた。

「ねえ、君、大丈夫？　そんなたくさんの石せき盤ばん、重くない？　いくつか持ってあげようか？」

「どこから来たの？　東の町？　じゃあ砂漠には慣れてないね。体、辛つらくない？」

「何か困ったことがあったら、いつでも言ってね。力になるから」

　それらの言葉や態度に、偽いつわりはなかったと思う。そもそも修道生というのは、一〇代の大部分を修行に費やし、生涯滅めつ私し奉ほう公こうで当然という職に就つきたいというだけあって、根が親切で気き配くばりも上う手まいタイプが多い。

　けど、そいつはだいぶ毛け色いろが変わっていた。自分を取り囲む女子たちを、呆あきれたように見上げ、

「そんな上から目線で人の世せ話わを焼いてる場合なのか？　『塔』に不慣れなのはお互い様だし、最年少だからって俺の方が非ひ力りきだとは限らないだろうに。特に、右横のそばかす茶髪。貴様、平気そうにしてるが手がひっきりなしに震ふるえてるぞ？　さっさと一枚二枚石盤をそこらに置いたらどうだ？　『塔』の貴き重ちような財産を入って一日で壊こわすつもりなら止めないがな」

　そう、冷たく言い放った。












　たちまち凍り付く、その場の空気。

　唖あ然ぜんとした顔が並ぶ中を、アフェク・ユハスは堂々と歩み去っていく。本人が消えた瞬間、女子たちが頭を寄せ合って悪口を言い立て始めなかったあたり、さすが『塔』とそこらの学校は一ひと味あじ違っていた。が、「あのチビ、なんかやばい」という話は一日にしてクラス中に広まり、翌日には同学年全部の知るところとなった。

　それが、『塔』全部に鳴り渡ったのは、ここに来て二ヶ月目のことだったと思う。

　忘れもしない、数学の時間。

　その当時、俺たちを教えていたのは、去年着任したばかりというモアブ・テイマ導師で、ちょっと神経質な印象といくらか皮肉っぽい口振りの若い先生だった。その彼が何かの雑ざつ談だんに紛まぎれ、三年四年になってからでないと教わらない数式を修道生たちに提示して、曰く。

「このレベルの数式は、まだ諸君には早かろう。が、できれば今年来年のうちに解けるようになってくれれば、小生としても教え甲が斐いがあるのだがな」

　挑発混じりの軽かる口くちに、修しゆう練れん室しつが失笑と苦笑で満ちた。大きな石盤の中、ずらずらとした数字の羅ら列れつはひどく難解で、とても今年来年などでは解けそうにもない。そもそも、数学などというのは神官の職務の中ではいささか脇役。将来、研究職に携たずさわりたいというのでもなければ、教養として通り一遍できればよろしいという類たぐいのものに、無茶を言う。

　しかし。

「解ける」

　修練室の一番前、じっと数式を見やっていたアフェク・ユハスが突然、そう言い出した。

　耳を疑うたがう、とはこのことかというような顔で、モアブ導師が彼を見下ろす。

「俺には解けます」

　二度同じことを言わせるな、という表情で彼は導師を迎え撃ち、さっさと立ち上がって白墨を手にした。

　そんなまさかと驚おどろく一同の中、小さな手が猛もう然ぜんとしたスピードで複雑な数式を量産し続け、やがて。

「以上です」

　小さく一つ息をつき、『塔』内最年少の少年はあたりを見回す。一番驚いていたのはもちろんモアブ導師で、あっけに取られたようにアフェクと数式とを見比べていた。

　しかし、ことはそれだけでは済まなかった。

「とまあ、以上が一般的な解き方だ。三年の教本にはおそらくこう載のってるし、俺が読んだ数学の書にもこうあった。が、俺だったら敢あえてこう解く」

　言いながら、アフェクは再び白墨を取り上げ、新たな数式をこれも凄まじいスピードで書きつけ始めた。

　俺たちからするとまったく意味不明な数字の山がまた次々と生み出されていき、わずか数分後。

「この方がシャープで判わかりやすく無む駄だがない。無駄がないのは大切なことだ」

　ほんの少しだけ満足げにアフェクは頷うなずき、書いた数式を指さしてモアブ師を顧かえりみた。

　その時の、導師ときたら。

　よけいな挑発が無む駄だに終わったばかりか、不本意な流れ矢まで食らい、立場も顔色もすっかりなくしてひたすら狼狽うろたえていた。思えば、これが彼の悲劇の始まり。このきっかり一年後、アフェクは発見以来五〇年、誰にも解けたことがなかったというスーパー高等数式を導師そっちのけで解いてしまい、モアブ先生は一ヶ月以上寝込むことになるのだが……まあ、それはまた別の話。

「よ、よくできてるようには見えるが、これが正しいかどうか、し、しっかり検証をしてみないと」

　というようなことを先生は途と切ぎれ途切れで喘あえぎ呻うめき、終業時間を待たずして部屋から転がり出て行ってしまった。残された一同は、しばらく何が起きたのかよく判らないという面おも持もち。

　次第に、

「え、これ、すごくないか？」

「三年にならないと解けないような数式を、しかもオリジナルで解いてみせたなんて……天才なの、この子？」

「モアブ先生の顔ったら！　傑けつ作さくだったねえ、アフェク！」

　ちょっと興こう奮ふんしたざわめきが誰からともなく起こり、修練室内の空気を大きく揺らしていった。

　取り囲むたくさんの笑顔に、アフェク・ユハスは笑みを返さなかった。むしろ、実に深刻そうな表情で、

「どうして、俺しかできないんだ？」

　そう、問いかけた。

　修練室の中が、水を打ったように静まり返る。そんなとんでもない質問に、明めい朗ろうに答えられる奴がいるはずもない。

　アフェクは柳やなぎ葉ば型がたの両目に苦悩を満たし、続けた。

「俺の育った東の町は神殿も小さくて、教育機関といったらちゃちな私塾しかなかった。『星紺の塔』にくれば、俺よりできる奴が山ほどいると思っていたのに……」

　その呟きが、俺たちをもっと馬鹿にしたものだったら、まだよかったと思う。繰り返すが、自ら進んで神官になろうなどという奴は、たいてい根が親切だし面めん倒どう見みもいい。きっとみんな「口がとびきり悪くてとびきり頭のいい、だけど、一番小さな弟分」、そんな立ち位置で彼に接することができたと思う。

　しかし、アフェクのそれは深い失望に染まった声こわ色いろだった。心の底から憂うれいている、そんな言葉であり表情だった。

　誰も何も返せない。奴の疑問に与えられる答えなどない。ただ押し黙る年長者たちを尖とがった視線でひとしきり眺ながめやり、アフェク・ユハスは修練室を出て行ってしまった。

「さ、さすがにあれはどうなのさ？」

「三年の数式が解けないからって責められる謂いわれはないぞ！」

「頭がすごくいいのは認めるけど、神官見習いなら少しは言い方ってものも考えた方が」

　怒りと困惑がない交ぜになった動どう揺ようが置き去りにされる。

「もうそのへんでやめとけよ」

　最初のショックが去り、室内の空気がどんどん悪化していくのを見て、俺は溜め息混じりにそう口にした。

「まだ子供なんだよ。言っていいことと悪いことの見分けがついてない」

「でも、ハーカン。この先ずっとあの調子だったらたまらないわ」

「ずば抜けて頭のいい奴がその分どこか変わってるってのは、よくあることだよ。それに、あいつの立場ならああ言いたくなるってのも、ちょっとぐらいは判るだろ？」

　なんせ、ここにいるたいていの奴は「元神童」。本物のそれを完全に理解することはできなくても、察する程度ならたやすいだろう。

　一同は複雑な表情で、だけど、誰も反論はしなかった。腹立たしいというより途と方ほうに暮くれたような空気が、場を支配する。その空気はいつまでもクラスの中に留まり続け、やがて、季節は移ろっていった。
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　これほど情けなくも格好悪い話もないが、俺たちにとって唯一の救いだったのは、アフェク・ユハスが生粋きつすいの神殿育ちではなかったことだろう。

　モアブ師をへこませた数学はもちろんのこと、聖伝や詩し篇へんといった神官の基本に関わる学問のほとんどを、一一歳のアフェクは既に頭に収めており、歴史その他の教養などにも精せい通つうしていた。ほっそりと小さかった体は、半年もしないうちに必要なだけの肉がつき、骨格も心なしかしっかりしてきて、基本体術の修練で見劣りすることもなくなった。

　けれど、たった一つ。

『星紺の塔』に入った後でなければ学ぶこともできなければ、修得することもできないものがある。

　魔ま操そうだ。

　実際に神魔と渡り合い、召しよう喚かんし、操り導く。この技だけは、神殿育ちでなければそうそう目まの当あたりにすることはないし、早そう熟じゆくな彼をしてもすぐさま実践することはできなかったらしい。

「最初から位い階かいの高い神魔を顕けん現げんさせようと思わなくていいんだぞ？　三桁の低位神魔から、少しずつ使し役えきできるようになっていけばいい」

　当時の魔操担当だった導師が、唇くちびるを嚙かむアフェクを窘たしなめているところをよく見かけた。

　俺は……そして、たぶん他のみんなも、それを見て「本物の神童が、初めて壁かべにぶち当たって、ただ悔しがっている」としか思わなかった。それをいい気き味みだと思う気持ちも、中にはあったかもしれない。

　それが少しばかり異なっているのだと俺が知ったのは、『塔』に入って最初の「見聞の旅」へと出る直前。一ヶ月に一度しかない休息日のことだった。

　その日、俺はたまたま朝早く目が覚めた。染しみ着ついた日頃のスケジュールが体からまったく抜けず、定刻通りに起き上がってしまったという方が近かったかもしれない。

　ともあれ、早く起きてしまったばっかりに腹が減り、何か口に入れられるものをと思って自室を後にした。廊ろう下かに出ると、見慣れた奴が何人か声をかけてくる。

「おはよう、ハーカン。これから食堂いくのか？」

「わたしたち、これから市いち場ばで何か食べようって話してたんだけど、一緒にいかない？」

「そりゃいいな。休日まで、『塔』の味あじ気けない飯食べたくないし」

　魅力的な申し出を受け、俺はクラスメート数人と薄い財さい布ふを摑つかんで町へと出た。

　大きな市場を備えたオアシスもまた朝は早く、通りにはちらほら人出もあった。なんとなく進むそのうちに、俺はその人影の中に、見慣れた姿を見つけてしまった。切り揃えた淡い髪、気き丈じようさが前面に押し出された整った顔立ち。質しつ素そな私服姿のアフェク・ユハスだった。

「あれ、アフェクじゃん。また城じよう壁へき越える気かな？」

　仲間の一人がいくらか煙けむたげに呟いた。

「また？　あいつ、そんなちょくちょく砂漠に出てるのか？」

「うん。この間の休みの日にも、出かけるとこ見た」

「同行者は？　誰かついてった奴はいたんだろうな？」

「いるわけないじゃん」

　驚き訊ねる俺に、相手は口を尖らせて言い募つのった。

「あのガキ、どんどん口が悪くなってく一方なんだぞ？　ちょっとでも反論しようもんなら一〇〇倍は言い返されるし、最近は誰も相手にしたがらない」

「まして、お休みの日にわざわざ一緒にいたいなんて思う人、いるはずないわよ」

「だからって……あんなチビが一人で砂漠はまずいだろ」

　俺の故郷はこの砂漠の西の外れ、つまり、このへんの気候なんかにも慣れているが、あいつは東の出のはず。駱らく駝だに乗るのだって、このオアシスに来て以降のことだろう。

「ハーカン、お人好しだな」

「放っておけばいいのに」

「ただの子じゃないのよ、すごい天才だもん、一人でなんとかするってば」

「けど……万が一ってこともあるし、やっぱり砂漠の単独行動はまずいって」

　口々に不平を鳴らす仲間と別れ、俺はあいつの後を追いかけた。城壁近くの厩うまやで、駱駝ではなく見るからに俊しゆん足そくそうな馬を借り、急ぎ城壁を越える。子供が一人で駱駝に跨またがる姿はかなり目立っていたらしく、オアシスへ入ってくる旅人たちを捕まえて訊ね回っただけで、あいつがどっちを目指して進んでいったかすぐ判った。あとは慣れた目で駱駝の蹄ひづめの跡を探せばいい。

「お、いたいた」

　よく晴れた早朝のことで、視界はどこまでもクリア。一度捉とらえたあいつの姿は、地平の彼方かなたへなかなか消え失せることもなかった。

　───でも、なんであっちに向かって走ってるんだろう？　『恵みの坑あな』もなければ遺跡の類も何もない方向だけどなあ。

　よすぎる頭の思いつくことなど判らない、と、溜め息を落としながら俺は馬を走らせ続けた。

　やがて、チビと駱駝の影はぴたりと歩みを止めた。付近には岩山がぽつりと一つあるっきりで、他には本当に何もない。

「おい、アフェク！　アフェク・ユハス！」

　俺は鞭むちを振って一気に詰め寄り、馬ば首しゆを返して奴の目前を遮さえぎった。

「ハーカン・レザス？　こんなところで何をしている？」

　いささかほっそりした目を見開いて、奴は大きく首を傾かしげる。

「せっかくの休日だぞ、どういうつもりだ？　滅めつ多たにない自由時間なのだし、少しはせっせと勉学に励んだらどうなんだ。でないと、いつまでたっても俺に追いつけず、この先五年間ずっと万年二位に甘んじることになるが、それでもいいのか？」

「おまえ、一度死んでこいよ、ホント」

　視線を合わせた途と端たん、この暴ぼう言げん。神官候補生らしからぬ本ほん音ねがぽろっと飛び出してしまった俺を許して欲しい。

「一人で砂漠に出るなんて、そっちこそどういうつもりだ。頭がいいのはもうよく判ったから、それ相そう応おうの常識も身につけろよ。この時期は急な雨なんかもあるから、マジ危ないんだぞ？」

「死ねと言ったばかりの口でよく言うな。俺がどうなろうと貴き様さまの知ったことではなかろうに」

「知ったことなんだよ。俺は神官になるんだから」

　俺は馬から下り、鞭を鞍くらにくくりつけながら溜め息を吐つく。なんかの弾みでこいつの頭にうっかり振り下ろしたら大変だし、本気でいつかやっちまいそうだ。

「神官にゃ『無関係な人間』なんて、存在しないんだよ。視界に入ってる奴はのべつまくなしあれこれ世話焼くのが、俺たちの仕事になるんだっての」

「へえ」

　更に大きく首を捻ひねり、アフェクは続けた。

「それが貴様の神官像か。なるほどな」

「そう、俺の神官像。おまえみたいに他人に押し付ける気はさらさらないけどな」

「俺がいつ、そんな」

「押し付けてるだろ。神官候補ならこうでなきゃああでなきゃってクラス中のみんなによ」

「…………」

　大きく眉まゆ根ねを寄せ、アフェクは俺を見上げてきた。反論しかねて黙ってるわけじゃないってのは重々承知なんで、有う無むをいわさずその襟えり首くびを摑む。

「いいから、一人でふらふら砂漠に出るな！　そんな軽装備だと一歩間違えたら本当に死ぬぞ！」

　まだ軽い奴の体は、簡単に俺に引きずられた。おそらくあと数年か数ヶ月もしたら、これもできなくなるんだろうなあ。腕わん力りよくにものを言わせられなくなったとき、いったいどうしたらいいのやら。嫌な予感に苛さいなまれるのが半分、短い優越感に浸るのが半分、とにもかくにも俺は嫌がるアフェクを馬の背へ放り上げ、奴の駱駝の手た綱づなを鞍の後ろへとくくりつけた。

「待て、ハーカン・レザス！　俺はここでやらなきゃいけないことが」

「ああ、はいはい。なんだか知らないけど、もう少し気候が安定してからにしろよ。どうしてもって言うなら、そのとき改めて俺がつきあってもいいし」

「誰が貴様に『どうしても』なんて言うか、ふざけるな。いいか、よく聞け。俺が今日この時にここへ来たのは、意味があってのことなんだ。『塔』にあった資料と俺の推測では三年に一度ぐらいしか顕あらわれない大物が、いままさに」

「うるせえ」

　まだ声変わりしていないアフェクの喚わめき声ごえはきゃんきゃんと高く、小型犬の悲鳴並みに神経に響ひびく。

「いい加減にしないか、ハーカン！　この偽ぎ善ぜん者しやめ！　俺がいない方が助かる立場の筆頭は、貴様だろうに。四方八方に愛あい想そ振りまいて安い尊敬を買えるなら、それで貴様には充分だろう。俺にまで恩を売ることはない、放せ！」

「おまえ、なあ……」

　本当に二、三発鞭で殴ってやろうか、こんガキャと、見下ろしたときだった。

　ぐら、と、足下がかすかに揺れた。

　まさかと思い、俺は近くの岩山へと目を移す。地震は北の山岳地帯の名物で、ここらの砂漠では珍めずらしい。対処に一瞬迷った───それが、悪かった。
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　目前の岩山が、割れた。

　爆散・四散・破裂・決裂と、どんな強烈な単語を並べても追いつかないぐらいの勢いで、巨大な岩が砕け散ったのだ。

「う、噓うそだろ、あんなでかい岩山がなんで」

「来るんだ！」

　怯え動揺した俺の背後、鞍の上でアフェクがいくらか上うわ擦ずった声をあげる。

　但ただし。

「やった！　待っていた甲か斐いがあったぞ！」

　こいつの場合、何故かめっちゃ喜んだあまりの上擦りだったけれど。

　何が来るんだ、と、俺が問う間はなかった。

　砕けた岩山の残ざん骸がいの合間、蠢うごめく影があった。乾いた漆しつ黒こくの鱗うろこがその身を覆い、蝙蝠こうもりのそれに似た皮膜を張ったような翼が、頭上を高く広く遮る。

「け、剣峰の黒くろ蜥蜴とかげ……っ、どうしてこんな高位神魔がっ!?」

　俺の絶叫は自然、悲鳴に似た。

　それは位階一七位の地妖。人の操れる神魔としては上級も上級と言っていい。本来ならばその名の通り、鋭するどい山の峰暮らしでこんな砂漠など……特に、神魔を使し役えきする神官が山盛り住んでるオアシス周辺などには姿を現さない、はず。

「一般的にはその通りだ。だが、だいたい三年おきぐらいにこのあたりで目撃例がある。神魔の行動にも、人間の習慣にも似たものがあるらしい。何か一定の周期でそれぞれの種族が同じように動くのか、または個体差によって行動範囲が変わるのかは、いまのところまだ調査中で」

「アフェクっ、その話、今じゃないとダメかっ？」

　肉薄してくる黒蜥蜴の牙きばが、俺たちの背後でガチガチと鳴っている。申し訳ないと思いつつ、俺は駱駝の手綱を切った。どんな快速馬でも、人間二人を背に乗せているだけで相当なハンデだ。まして、足の遅い駱駝とつながれたままではより逃げ足が鈍る。

　勢い余りもんどり打って砂へと沈む駱駝へ、黒蜥蜴は目も向けない。高位の神魔になればなるほど、上質な生気ルーアを好む。獣のそれより人の生気の方が奴らの好物らしい。

　ちら、と、俺は背後のアフェクを見やった。たぶん、俺よりこいつの方が神魔たちにとっては美う味まいんだろうな。このまま鞍から突き落としたら、もしかして……そんな考えが、頭を束の間よぎった。

　アフェク・ユハスはそんな俺の視線など気にも留めていない。ただただ大きく目を瞠みはり、追いついてこようとする黒蜥蜴を観察している。引き結んだその唇から、いつもの悪態は流れてこない。小作りな横顔は実に複雑な表情を浮かべていた。年相応の子供らしく見え、また、思慮深い研究者のそれにも見える、その面おも差ざし。

「……しっかり摑まってろ、アフェク！　全力で逃げるぞ！」

　返事は戻らない。

　けれど、俺は必死に手綱を捌さばいた。栗毛の馬はそれによく応え、右に左にとステップを細かく踏ふみながらも、できうる限りの速度で走り続けてくれた。

「我は導くアニ・ラーダー！」

　右手に手綱を握ったまま、俺は左手を自分の額ひたいへとかざした。

「五妖一〇八位階の神魔に奉たてまつる、我は天地の官、世の仕組みを識しり行う者！」

　お決まりの正しき言葉ダーバールと共に、宙に描かれる召しよう還かん紋もん。黒蜥蜴がひっそり嘲あざけり笑うのが聞こえた。いまの俺が操れるのは、位階二桁でも最後の方に引っかかってるような低位神魔だ。そんな奴を何百匹と喚よんだところで、目の前の地妖と渡り合えるはずもない。

　アフェクもまたそう思ったらしい。

「もともと足りない頭だとよく判ってはいたが、危機に際して気までおかしくなったのか、ハーカン・レザス。使い物にならない神魔なんぞ召喚している暇ひまがあったら、さっさと俺を放り出した方がずっと建設的かと思うがな！」

　などと、人の気も知らんで言いたい放題ときたもんだ。

　俺は黙って、長年仕えてくれている風妖を招き寄せた。数サスメートルに及ぶ細い細い蛇へびだか紐ひもだかっていう神魔で、戦闘力はたいしたことない。

　だが。

「よし、いけ！」

　俺の命令に従って、そいつは俺たちの背後の砂地にいったん潜り、それから凄まじい勢いで再び飛び出した。突とつ風ぷうが砂を巻き上げ、ほんの束の間、俺たちの背後で竜巻のように吹き上がる。

　なんの攻こう撃げき力りよくも持たず、ほんの数分で止んでしまう砂の壁は、だけど、黒蜥蜴の足止めには役立った。わずかな躊躇ためらいの間にも、ぐんぐんと馬は進み続け、そして、ついに視界の果て、オアシスの城壁が見えてくる。ひときわ高い物もの見み櫓やぐらや『塔』からも、逃にげ惑まどう俺たちの姿が目に入っていることだろう。

「やい、黒蜥蜴！　俺たちをこの場で殺して食うのはできてもな、あそこからすぐ本職の神官や騎士ががんがん飛んでくるぞ？　そしたら、おまえは誰かに捕まって一生使役されることになる。いいのか？」

「………ふん」

　喚く俺の頭上、鋭い牙の合間から、低い男の声が漏れ落ちてきた。人と同程度……いや、こいつの位階ぐらいになるとそこらの人より知能が高い。俺の言うことはもちろん判ってるだろうし、その意図もきっちり計算できるだろう。

　そして、案の定。

　黒蜥蜴はうっそりと首をもたげてオアシスを見つめたあと、

「人間なんぞは別になんということもない。が、あそこはちと厄やつ介かいな相手が守っている。余計な傷を作るのもつまらんわ」

　そう嘯うそぶいて、翼をはためかせた。その巨きよ軀くに見合わぬ軽やかさで、黒い体が舞い上がり、空の高みへと一気に消えていく。

「おい、貴様！」

　俺の背の後ろ、鞍の上で、天才少年がふいに叫んだ。

「俺の名は、アフェク・ユハス。地妖使いだ。いつかきっと貴様の主人となる名だぞ、よく覚えておくがいい！」

　何を言い出してくれてんだ、こいつ。蜥蜴が気を変えて向かってきたらどうする気だ、と、俺は怒ど鳴なり散らそうとした。

　が。

　蒼穹の合間、熱く眩まぶしくなる一方の陽射しの中で、位階一七位・剣峰の地妖は笑ったのだ。何故か、ひどく面白そうに。

　そうして、そのまま神魔は空に消え、馬上の俺たちだけが取り残される。

「おまえ……ホントに、なあ」

　俺は息も絶え絶えに、手綱を離した。緊張のあまりそれを握り込んだままの手が、すぐに開かないほど。汗でぐっしょりの右手でアフェクの頭を軽くこづく。

「人間相手ならまだしも、上位神魔相手にまで暴言まき散らすのやめろよ。あれを使役できるほどの神官は現役にだってそうそういないんだぞ？」

「俺にならできる」

「よく言うよ。位階三桁の奴だってうまく操れてないくせに」

「いまは観察がまだ足りないだけだ」

　言いながら、奴は背せ負おっていた荷物を俺の目の前で解いて見せた。持ち運びに便利で、その分、やたらと値の張る皮の巻物が何個か転がり出てくる。

「このあたりに顕れる神魔を一つ一つ見て歩けば、自分に適した位階や種族のものに必ず会える。そいつらをよく観察し、具体的に思い浮かべる。それを魔操に結びつけられるようになれば、いずれ俺だって操れるようになるはずだ」

「何を言ってんだか」

　巻物には大量の書き付けがされていた。いずれもアフェクの字で、時には丁てい寧ねいな図まで伴って神魔についての詳細が記されている。

「実物探して歩くより、図鑑見た方がずっと早いと思うんだけどな」

「やかましい。貴様みたいな神殿生まれ神殿育ちに俺の苦労が判ってたまるか」

　憎々しげに言いながら、てきぱきとアフェクはそれをしまい直した。

「何かと手間をかけたな、ハーカン・レザス。いちおう礼は言っておく」

「はい？」

　俺は大きく目を瞬しばたかせて、いくらか低いところにあるアフェクの顔をまじまじ見た。礼を言うって聞こえたが、俺の空耳？　あのアフェク・ユハスに「礼を言う」などという機能が搭載されているというのか？　本当に？

　平静さを失う俺とは裏腹に、奴は眩まぶしいほどの通常運転。そのままさっさと踵きびすを返かえし、何故か城壁ではなく、元来た道を戻ろうとし始めた。

「おいこら、なんでオアシス帰らないっ？」

「あのまま駱駝を放っておけというのか？　不人情な奴だ。急いで迎えにいけば、まだ連れ戻せるかもしれんというのに」

「不人情？　俺が!?　おまえにだけは言われたくない！」

　心の底からの絶叫を、奴は顧かえりみない。振り返ることもなく、砂の地平を目指して歩み去ろうとするばかり。

　───おまえみたいな天才に、俺の苦労が判ってたまるか。

　そんな言葉をなんとか呑のみ込こみ、俺は再び手綱を取った。いまの俺が何をこいつに言っても、負け犬の遠とお吠ぼえ。きっと、こころに響くことはないんだろうから。
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　砂漠での一幕を経へて、俺、ハーカン・レザスとアフェク・ユハスはだいぶ親密になりました……とか。そのへんの絵巻物だったら、そんなこともありえたかもしれないが。

　残念ながら、現実はそんなハートフルな展開にはまったくならなかった。あいつは相変わらず「自分の周囲を無駄に埋め尽くす、神官候補生にあるまじき無む能のう」に対して冷淡だったし、俺はそんなあいつに意見する気などこれっぽっちも起きなかった。

　ただ、このあたりから、

「なんでハーカンって、あいつにそんな寛大なんだよ？」

　いくらか唇を尖らせた同級生にそんな風に言われることが増えてきて、かなり閉へい口こうしたもんだった。

　まったく、ひどい勘違いだったらない。

　俺があいつに寛大だったためしなど、一回だってあるものか。ただ、他の奴のように自分からわざわざ言い負かされに行かなかったってだけのことだ。

　なんせ、あいつの言うことは基本どれもこれも全部が正論。端はしから端までごもっともというしかない立りつ派ぱなお説を、完璧な実力で裏打ちされるという状態で、何をどう言えばいいのか。俺のオツムではまったく見当がつかなかったし、何よりなけなしのプライドが無意味な反論を許さなかった。

　あいつに何かを言うのなら、あのアホほど高い鼻を一度はへし折ってやってからでないと……でなければ、単なる負け犬の遠吠え。鼻で笑われて終わるだけのことだろうと、あの砂漠で確信しちまっただけ。

　で、俺は唯一のアドバンテージである魔操にせっせと精を出した。それなりに「できる子」であった俺は、その努力に見合っただけの成長はした……と、思う。位階三〇位以内の神魔を学年で真まっ先さきに召喚したのは俺だったし、自分の属性である風以外の神魔をすべて取り揃えたのもアフェクより俺の方が早かった。

　だが、しかし。

　そのアドバンテージが生かされたのは、肩布タリートが黄色になってすぐ……つまり、三年になってしばらくまででしかなかった。その日のことは、いまも昨日のことのように思い出せる。




　朝から、ひどく風の強い日。

　吹きすさぶ風に砂が巻き上げられては壁をガンガン越え、西の修練場で魔操に励んでいた俺たちを痛めつける。

「そりゃ神官の仕事は全天候対応が基本だけどさぁ、ここまで砂嵐のひどい日ぐらい室内で修練させて欲しいわ」

「口開くたびに砂が入ってきて、正しき言葉ダーバールがちっとも正しくなんないよーっ」

「俺の神魔、火妖なんだけど、ホントに出していい？　いくらなんでも、この天気じゃ危なくねえ？」

　不平たらたらのクラスメートの中、相変わらずアフェクだけが平静だった。

　いや、平静過ぎた。

　いつもはやたらめったらせっかちで、真っ先に課題をこなしているというのに、何故か修練場の片隅でじっと目を閉じたまま。何かを窺うかがうようなその表情に、俺はひどく胸騒ぎがした。

　声をかけようかと、迷う間に。

「我は導くアニ・ラーダー」

　お決まりの言葉が、その口から放たれた。

　いつの間にか俺と並ぶぐらいになっていた目線、だいぶ逞たくましくなった体軀の前には、矛ほこと剣がそれぞれ地に刺さっている。これもまた、お決まり通り。たいていは触れられることもなく終わる小道具でしかないそれらが、砂すな埃ぼこりでかすむ視界の中、妙に禍まが々まがしく映った。

「五妖一〇八位階の神魔に奉る。我は天地の官、世の仕組みを識り行う者」

　何か予感でもあったのだろうか、他のクラスメートたちも自分の修行を束の間止めて、アフェクの魔操にじっと見入っていた。

「我が贄にえに応え、我が望みに答えよ」

　朗ろう々ろうと響くアフェクの声に、召喚紋の輝きが増していく。利かぬ視界の中でもなお鮮やかな輝き。

　そして。

「───俺を喚んだは、いったいどこの身の程知らずだ？」

　顕れた神魔の姿に、俺は息を呑んだ。

　俺だけじゃない。

　周囲の者すべてが声をたてることすらはばかって、身を固くし、顕れたものを注視するばかり。

　天を覆うような黒い皮膜の翼、同じ色の鱗に覆われた艶つややかな体。逞しい四し肢しが大地を踏みしめ、人の頭上より遙か高いところから、縦長の虹こう彩さいが剣けん呑のんな光を照り返し視線を落としてくる。

　それは、剣峰の黒蜥蜴。位階一七位の地妖だった。

　───あのときの奴だ。

　不思議と俺は確信した。一年のとき、アフェクの襟首を摑んで逃げ回った日のことが、まざまざと脳のう裏りに浮かぶ。

　ぞろりと牙の並ぶ口をまくれ上げさせ、漆黒の蜥蜴は短く笑った。

「どうした、俺を忘れたのか？」

　アフェクもまた、笑った。

「むろん、覚えているとも」

　長い指が、目の前の武器を摑み、静かに引き抜いていく。ずぶ、と聞こえるはずもない音が耳に届いた気がした。

　緊張が走る。

　もしも、蜥蜴が何も応えないとしたら……それは魔操が失敗したことに他ならない。その場合、召喚した側ができることは二つだけ。一つは、喚び出してしまった神魔を討ち倒して滅ほろぼす。もう一つは自らの首を刎はねて代償とし、強制的に送還させる。

　───位階一七位の神魔を、そうそう簡単に人間が倒せるはずがない。

　俺は慌てて、間近にあった戟げきを手にした。展開によっては、この場にいる全員が総力で当たるしかないと覚悟してのことだったのだが。

「一つ問おうか、人の子よ」

　俺が思うよりずっと、黒蜥蜴は知的で穏おん和わだったらしい。

「おまえはどうして俺を従えさせたい？　天地の官としての名誉？　それとも、力を他者に誇こ示じしたいのか？」

　神魔は哲学者のそれのような声色で、たかが神官候補生如きの真意を質ただそうとしていた。

「俺に力があることなど、ことさら誇示せずともみんな判っている」

　対してアフェクは、常通りの尊そん大だい極まりない口く調ちよう。

「名誉もまあ、いずれは必要になってくるのかもしれんが、いまの段階では特に必要とも思わんな」

「ならば、何故に？」

「一匹でも多く神魔を人に従わせる。それが、俺たちの務めだと思うからだ。貴様らを野放しにすればするほど、狩られ生気ルーアを食われる者が多くなる」

　ごく当然というように、更に奴は続けた。

「位階の高い神魔を手にすれば、人の安全圏は広がり増える。そうすることもまた、神官の仕事だ。俺は俺に見合った力を使い、その仕事を全うするだけのこと」

「しくじれば自分の首を落とすことになるのにか？」

「そんなことにはならない。少なくとも、いまこの時に限っては、な」

　両手に握りしめた得え物ものを掲げ、アフェクは大きく顎を反そらす。従わぬのなら、殺す。柳やなぎ葉ば形の双そう眸ぼうに闘志と殺さつ気きが漲っていた。

　俺もまた、手にした戟を強く握りしめる。危険極まる問もん答どうにこっちの毛穴は開きっぱなし、動悸は速まる一方だ。

　修練場が緊張に包まれる。

　張りつめた空気の中、けれど、しかし。

「……面白いことをぬかす」

　黒蜥蜴は朗ほがらかだった。

　あまり表情を映さぬ目をかすかに細め、

「よかろう。俺は位階一七位、剣峰のゴリアト。今日この時からおまえを主と認めてやる。が、面倒事は好かぬ故、あまり気楽にこき使ってくれるなよ」

　小さな笑いと共に砂さ塵じんが巻き上げられ、黒い翼が天を穿うがつ。やがてあたりに静けさが戻った。

　カラン、と、俺の手にしていた戟が地を打ち転がった。いま耳にしたことがとうてい信じられなかった。位階一七位だぞ？　そんな神魔が修道生如きに従うのか？

「アフェク、いまのあれって一年のときの」

「ああ、あいつだ。あれに狙いを定めて喚びつけたからな」

　こともなげな奴の返答に、俺はいっそう目を剝いた。

「喚びつけたって、おまえ……そんな……」

「今までも何度か挑戦はしてはみたんだが、一度も応えたことはなかった。今日は日取りがよかったのかもしれん」

「日取り？」

「ああ、貴様の残念な記憶に頼るのは少しばかり酷こくだったな、ハーカン・レザス？　今日はあの日からきっかり二年目。あいつが近くの砂漠に現れた日とまったく同じだ」

　覚えている。というか、忘れるものか。

　溜め息を吐きながら、俺はアフェクの横顔をそっと見た。あの時の予想通り、背もいつの間にか追い越され、腕うでっ節ぷしもかなわない。平らかな、だけど、ひどく眩しいその佇たたずまい。

　そして、おそらくいまこの時を境に。

　魔操でも俺は唯一のアドバンテージを失ったのだ。自分より位階の高い神魔を目の前で召喚されたから、だけじゃない。力の誇示も名誉も求めないというこいつの言葉に、俺は完全に打ちのめされた。どこまでいってもアフェク・ユハスの視界に俺のことは入っていない。友は当然のこと、敵ですらないのだと完全に悟った……悟るしかなかった。

「暴虐王」というアフェクの渾名あだなに「沈黙」という単語が伴うようになったのも、この頃。もはや、誰もあいつに意見しない。必要最低限の声しかかけない。クラスのみんなも、導師も、もちろん俺も───誰も彼も。
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　それから、ずっと。

　俺たちの学年、俺たちのクラスは静かな……至って静かな二年を過ごしてきた。

　そしてたぶん、気詰まり極まる沈黙に包まれたまま、学まなび舎やを後にすることになるんだろう。そう、俺は信じ切っていた……『塔』での生活もあと半年という時まで。

　がやがやと騒がしい、いつもの食堂、昼飯時。ひときわ日当たりがよく過ごしやすい席は、今日も静まり返っている。何百年前からもの慣わしで、その一画には最高学年である五年生が陣取っていて、更にその中央にアフェク・ユハスがどでんと構えているからだ。

　───さっさと食い終わって出てってくれや。

　俺は当然、他の連中の顔にもみなそう書いてあるが、その願いは叶かなえられない。アフェクは常に自分で決めたメニューを計ったように正確に取り分け、順序正しくも悠ゆう然ぜんとたいらげる。時間は必ずきっちり、一七分。その流れるような食事をちょっとでも遮ろうものならば、罵ば詈り罵ば倒とうでめった打ち。いきおい、俺たちは一七分の間、こいつの邪じや魔まをせず淡々と飯を食い続けるしかない。

　俺はその斜め後ろ、学年次席の人間にしちゃいささか日陰のところに今日も座っていた。いくら日当たりがよくても、あいつのツラを拝んだままじゃ食欲に差し障るしな。

　そんな荒すさんだ静けさを保ち続ける俺たちの近くへと、スタスタと近寄ってくる者がいた。

　鮮やかな緋ひ色いろの髪、緑の肩布タリート。

　ヨシュア・バレク。

　顔立ちはごく普通で、体格もせいぜい中肉中背程度にも拘わらず、やたらめったら目立つその下級生の名を、俺も知っていた。

　通常、一二、三歳ぐらいで進学するのが当然のこの『塔』に一六歳にもなって入ってきたスーパーボンクラで、しかも、一ヶ月ほど前だったか『塔』の全修道生・全導師陣の前でとんでもない曲きよく芸げいをやらかした。静まり返った礼拝場の中、それはそれは華か麗れいなステップで一回転して立ち上がった姿をよく覚えている。そんな場合じゃないのに、思わず拍手しそうになったもんだった。

　───けど、そのボンクラがなんでこっちに向かって来るんだろう？

　ひっそり首を傾げる俺の横を、そいつはさっさとすり抜け、しかも。

「あの、アフェク先せん輩ぱい、ちょっとよろしいでしょうか？」

　あまつさえ、あの野郎に話しかけたのだ。

　周囲の赤肩布軍団は一人残らず緊張し、ある者は匙さじを取り落とし、ある者はパンに食らいついたまま、その愚おろか者ものへと視線を注そそぐ。

　───え、ちょ、アフェクの食事を遮るなんて。

　───神魔の口の中から獲物を引っ張り出すような真ま似ねを！

　───可か哀わい想そうに、きっと酷い目にあわされるな、あの一年。

　同級生たちの声なき声が、心の耳にがんがん届いてくるかのようだった。俺もまた息を呑んで、赤毛の下級生の愚ぐ行こうを見守る。

　しかし、『塔』始まって以来と謳うたわれる劣等生のスケールは、俺たちの想像を突き抜けていた。そいつはアフェクの食事を邪魔しただけに飽あき足たらず、

「僕はあなたに魔操を教わりたいのです」

　というようなことを訴うつたえ出したのだ。実に、こともなげな表情と口調で。

　俺は焦って腰を浮かせた。

　いくら馬鹿だ阿呆だと言われていても、最低学年の下級生。アフェクの言葉の暴力でギッタギタにされるのは見るに忍びなかった。

　周囲の連中もみんな同じ意見だったらしい。俺へと視線が集まってくる。「あのまま放っておいていいの？」「おまえがどうにかしろ」と。

　だが。

「まあ、いいだろう」

　信じられないことにアフェクはその願いを聞き入れた。

　周囲の者が揃って耳をそばだてている気配の横、それに気がついているのかいないのか、アフェクは明日の休息日にその下級生と共に砂漠へと赴おもむく算段を素早く取り付けた。

　息を殺すような空気の中、赤毛の下級生がまずその場を辞し、続いてアフェクがいつもの足取りで食堂から出て行った。

　その間もみんな、じっと沈黙を保ったまま。

　が。

　アフェクの姿が消えたとたん、ざっと頭を寄せ合って騒ぎ出した。

「ちょ、なにあれ！　なんなのあれ！」

「アフェクが誰かにものを教える？　聞いたことも見たこともないんだけどっ」

「つか、大丈夫なのか、あの下級生。すげえ劣等生なんだろう？」

「あいつにガミガミ言われてすっかり自信失って『塔』を辞やめられたりしたら、どうしよう？」

「そんな奴は俺たちの学年にだって何人かいただろうがよ」

「いたからこそ、心配なんじゃない！　これ以上、犠ぎ牲せいが増えるのはいたたまれないわ。まして、それが四年も下の子なんて」

「いや、でもバレクって年は俺たちとさほど変わらないんじゃなかったっけ？」

「だったら見捨てていいっていうのかっ？　それこそ神官候補生として名な折おれだと思うぞっ」

　四の五の四の五の、侃かん々かん諤がく々がく。

　思えば俺たちの学年でこんなにも熱心にやりとりをしたのは、久しぶり。あいつが黒蜥蜴を顕現させてからこっち、初めてのことじゃなかろうか。

　そうこうするうちに。

「なあ、ハーカン。おまえの筆頭神魔は確か変幻自在の風妖だよな？」

　ふと思いついたように、誰かが訊ねてきた。

「あと実体がほとんどない気妖もいたよね？」

「ああ、うん。いるにはいるけどさ」

　嫌な予感に苛まれつつ、俺は答える。

　そして、案の定。

「そいつらを駆使すれば、アフェクに気取られずにいろいろできるんじゃないの？」

　したり顔でそいつが言い出して、周囲の者もいっせいに頷いた。

「いろいろって……何をさせるつもりなんだよ？」

「追跡とか」

「偵察とか」

「密告とか」

「なんだ、その不穏な単語の嵐！　本気で言ってるのかよっ？」

「割と」

　その場にいたほぼ全員が唱和した。

「強きを挫くじき弱きを助けるのが俺たちの本分だろ」

「あの赤毛の子、可哀想よ。魔操の一つもできなくて苦労してるらしいのに、アフェクに言いたいだけ言われたら胃に穴あけちゃうんじゃないかしら」

「僕らだって免めん疫えき作るのに一年二年はかかったんだし、なあ？　そりゃ心配にもなるよね」

　それぞれ口ではそう言ってるが、目の輝き方がおかしい。妙に活いき活き爛らん々らんとしてやがる。

「みんな面白がってるだけだろ？」

「ハーカンは心配じゃないの？」

「そら心配は心配だけど」

「だったら」

「だから、おまえらみんな面白がってるだけだろう!?」

　今度の俺の質問には、「そんなことない」「別に」という軽い否定系から「まあね！」「それはもう」というウキウキとした肯定系までいろいろ混ざりに混ざった。

　けど、それら全部に共通していたのは、誰も俺の意向なんて聞く気がないということ。何がなんでも、アフェクとあの赤毛の劣等生について探り、場合によっては気の毒千せん万ばんなかの下級生を救い出してやろうという話にどんどん転がっていってしまった。

　ほんっとに繰り返しになるが、神官になろうなんて奴はどいつもこいつも根は親切で他人の世話を焼くのが好きなのだ。しかも、俺たちはこの五年、一致団結とかクラス協調とかそういう場面にほとんど恵まれてこなかった。一人残らず「アフェクうぜえ」と思っているという、実に後ろ向きな協調以外は。

「じゃあ、まずハーカンの神魔をアフェクの部屋に潜ひそませて」

「一匹が何時間もっていうのは荷が重いし、気取られやすくならないか？」

「だったら、一〇分おきに交代させましょう。それも、気妖風妖だけじゃなくて、もっといろいろと工夫して」

「だったら、俺の地妖も使えばいいよ。壁にほとんど同化できるし」

「いいな、それ。他にはどんな手がある？」

「さっき砂漠に出るって話してたよ？　野外探たん索さく向きの神魔も必要なんじゃないかな」

　呆気あつけに取られた俺の目の前で、どんどんとアフェク・ユハスを出し抜くための緻ち密みつな計画が練られていく。

　全員が赤肩布。すなわち、『塔』の最高学年にして最高頭脳揃い（むろん、スーパー度外視なアレは除くという注釈はつくが）。それが終了試験も間近だってのに、なんでこんなことに血ち道みちを上げているのか俺にはいっこうに判らなかったのだが。

　とにかく、エキサイトするクラスの面々はもはやどうにも止まらず止められず、アフェク包ほう囲い網もうはどんどんと狭められていったのだった。
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　翌日、休息日。

「一班、スタンバイ完了」

「二班、準備できたわよ」

「三班、こっちも完璧」

　あちらこちらから伝言が飛んでくるのを、なんでか俺は中央の塔は五年修練室の片隅で聞くこととなった。

　もちろん、それらを運んでくるのはそれぞれの神魔だ。絶対にアフェクに悟られないようにと、充分に距きよ離りを取り、しかも、数にものをいわせて一匹あたりの追跡時間は最高でも五分程度にし、次々に交代しつつも手を替え品を替え後を追わせるようにした。おかげで、本来だったらひとけもないはずの中央の塔が、妙な尻尾を生やした猫だの色柄の変な鳥だの蛇だのサイズがおかしい虫だの爬は虫ちゆう類るいだのと、化け物の品評会みたいになっちまっている。

「主さま、主さま、いま帰りましたー」

「あのおっかない人は西へいくようです」

「赤毛も一緒です」

「えっ、赤毛の部屋も探ってこい？　そ、それは誰がいっても死……いえいえ、おやめになった方が」

　人語の喋しやべれる奴はここが手柄の見せ所とばかりに戻ってくるたびぎゃーぎゃーぴーぴー騒ぐんで、ビジュアル的にも音響的にもやっかましいことこの上ない。

　しかし、この数にものを言わせる作戦が、功こうを奏そうしたらしく、アフェクとヨシュア・バレクが連れだって砂漠へ出て行くのを、俺たちはまったく気づかれることもなく追跡し続けることができた。

『一人ではけっしてできないことも、みんなで力を合わせればきっとできる』。

　子供の塾の教えかよとツッコみたくなるようなことが現実化具体化していくのを、人類最強最古の知識の泉の、しかも五年生にもなって知ることになるとは思わなんだ。でも、なあ。

「出で歯ば亀がめだよな、これ？　どんな言葉で飾っても、アフェクのプライバシー侵害してるんだよな？　修道生としてどうなんだろう」

「往おう生じよう際ぎわが悪いわねえ、ハーカンってば」

「弱者が数で対抗するのは当然だろ。加えて、強大な敵を倒すときに情報は絶対に必要になる」

「キリッとした顔で言うな！　結果は変わらんし！」

「今更グダグダ言わないの、ここまで来たらあんただって同罪だわよ。それで？　いまのところどうなの？」

　クラスで一番気の強い女子にずばりと言い放たれて、俺は肩を落とした。

「アフェクはいつもの調子っぽいな」

「じゃあ、バレクの方はもうそうとう凹へこんでるんじゃないの？　そろそろ助けにいった方がいい？」

「いや、それが……」

　神魔たちの報告を聞く限り、どうもあの赤毛の劣等生は一ひと筋すじ縄なわではいかない様子。相変わらず言いたい放題のアフェクに「ハイハイ」と相あい槌づちを打ちつつも、恐るべきことにときどき口答えまでやらかしているらしい。

「く、口答え？」

「なんなの、あの子。心しん臓ぞうか神経が鋼鉄でできてるとか？」

「いやまあ……どうなんだろ」

　一見、穏やかでいつ見ても笑顔。そこまで胆たん力りよくがあるようにはとうてい見えなかったんだけど。

「しかし、なんだってアフェクの奴は『魔操を教えろ』って言われて相手を砂漠に連れ出したんだ？」

　誰かがふいに口にした疑問。それについては、俺はちょっと心当たりがある。

「観察が大事なんだとさ」

「観察？」

「一年のとき、俺がアフェクを引きずって砂漠から帰って来たことあったろう？　その時にあいつが言ってたんだよ。魔操ができるようになるためには、実物の神魔を観察しないと駄目なんだと」

　それから俺はあいつのいまの筆頭神魔、剣峰のゴリアトとのあれこれについて語った。この話を知っている奴と知らない奴はだいたい半々ぐらいだったと思うが、いずれもみんなひどく神妙な面持ちで俺の話を聞いていた。

「あいつ……そんなチビの頃から……」

「確かに最近忘れかけてたけど、アフェクって入塔当時は魔操が苦手だったわよね」

「自力でそんな工夫してたのか……」

　呆れたような感心したような空気が場を包む。

　やがて、二人は砂漠を後にし、オアシスへと戻ってきた。そのまま市場へ出て、飯まで一緒に食う気らしい。

「すげー、バレクすげえ」

「アフェクにあれだけ嫌み浴びせられて、よく食欲落ちないよなあ」

「馬鹿と天才は紙かみ一ひと重えって言うけど、本当のことだったのねえ」

　止まぬ、バレク・リスペクト。

　最後には誰も「ヨシュア・バレクを助けてやらないと」とは言わなくなっていた。かの赤毛と暴虐王のやりとりへと興味深そうに耳を傾けるばかり。その顔に浮かんでいる表情は誰も彼も複雑で、喜き怒ど哀あい楽らくのどれか一つの言葉では言い表せもしなかった。そしてそのうち、一人また一人と同級生たちはその場を去っていく。

　残った数人に振り向いて、俺は訊ねた。

「どう思う？　アフェクのやり方であの劣等生が魔操を成功させられるかどうか、賭けようか？」

　残念ながら、賭けは成立しなかった。

　全員が「できる」方に賭けたからだ。
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「そんで、ハーカン。この小節の歌詞はこっちでいいの？　それとも、前に書いたのを組み込む？」

「どっちでもいいよ」

「よくねーだろ。おまえの曲だろ」

「合作だって先にゲロってから弾ひくよ！　つーかもうむしろ俺じゃない奴が弾けよ！　俺、歌うだけで精一杯」

「祝祭礼拝のラストがソロじゃないなんて、聞いたことない」

「知・る・か！　たった一週間で何もかもなんて俺一人でできるか！」

　悲鳴が高い天井で散って、幾いく重えにもこだまする。琵琶バルバツドを抱えた手を広げ、そのまま頭を抱えたかった。

　俺が担任導師に呼ばれて突然のお役目を命じられた、翌日のこと。俺は音楽担当のイーラヴ導師に頼みこんで、小さな礼拝場を借り受け、そこに音楽が得意な同級生たちを引っ張り込み曲作りに励んでいる最中。

　普通だったら最低でも三週間かそこらはあるはずの準備期間が、俺に限ってたったの七日間。音楽は下手じゃないが上じよう手ずでもないって程度の実力で、間に合わせられる気がどうしてもしない。

「くっそー、せめて、あと一週間！　いや、あと三日早ければまだどうにか……っ」

　歌やら詩やらを作るよりも、恨み節ばかりがついつい口をつく。

　その上。

「あのお……ハーカン・レザス先輩はいらっしゃいますか？　相談に乗っていただきたいのですが」

　ときどき、後輩修道生がやってきてはこんなことを言うもんだから、なお時間が足りない。

「もうほっとけば？」

「どうせまたアレだろ」

「ハーカン、そうやって他人をすぐ甘やかすから」

　と、同級生たちは呆れ顔で言うが、突き放すのも気が引けた。

　というのも、やってくるのはほぼ全員が紫色の肩布タリート……いまの四年で来年最高学年になる奴ばかり。つまり、留年が確定したアフェクと同じ学年同じクラスになる連中なのだ。

　天下に高名な天才暴虐王と机を並べて学ぶのが不安らしく、あいつの留年が決まってからこっち、こうして俺にあれこれ訊ねてくる者が後を絶たない。

「わたしたちの学年首席はちょっと性格に問題のある子で……とてもとてもユハス先輩に対抗できるとは思えなくて」

「あー、知ってる。『静せい寂じやくのネイラ』だっけ？　ものすごい引っ込み思案なんだってな」

「はい。頭はいいんですけれども、ホント、頭はいいんですけれどもぉぉぉ」

　四六時中ギスギスモードだった俺たちと違って、この学年は入塔以来ずっと仲良しこよしだったと聞く。その分、投げ込まれてくる超ちよう弩ど級きゆうの異分子をどうしたらいいのか判らず、いまからパニックに陥おちいっているようだった。かと言って、俺たちに対抗策があるかって言ったら、もちろん皆かい無む。何も何一つもない。

　が。

「や、大丈夫なんじゃないかな。あいつ、ほんのちょっとだけど丸くなってきてるみたいだし」

　後輩たちの愚ぐ痴ちをすべて聞いたのち、俺はこう付け加えてやっていた。

「丸く、ですか？　本当に？」

　とてもそうは見えないというように、誰も彼もが不ふ審しんげに返す。

「うん。最近、友達できたっぽいし。ヨシュア・バレク、知ってる？」

「もちろん知ってます」

「赤毛の劣等生」

「音楽が得意で」

「一人だけ年長者」

「一昨日、修練場爆破させた」

「そう、それそれ。そいつ」

　使いこんだ琵琶に目を落とし、俺は更に言う。

「一番できる子が友達にしたのが一番できない子っていうところがな、ミソだと思うんだ、俺。きっとあいつ、もうちょっとぐらいは人並みになっていくと思う」

　なんの根拠もない俺の言葉に、何故だかみんながみんな納なつ得とくした。そうあって欲しいという願いが大部分で、確証は何もないのに……でも、不思議とあの赤毛にはそれを納得させるものがあるんだろう。不安そうな面持ちのままながらも、四年生たちはみんなそれぞれ頷いてその場を辞していく。

「無責任なこと言って、大丈夫なの、ハーカン？」

「まーな。半分は俺の願望だけどさ」

「おまえはバレクに手て柄がら取られたって、文句言ってもいい立場だと思うけどな」

「手柄？　なんのだよ？　むしろいまアフェクに譲られた手柄のせいで地獄の底だよ」

「別に、貴様に譲った覚えはないが」

　気楽な仲間との会話の合間、突如、挟まってきた低い声。

　背を這はう違い和わ感かんに苛まれて振り向くと、そこには見慣れた淡い髪とすらりとした姿があった。五年間、燦然と輝き続けた金きん釦ボタンはいまはないが、アフェク・ユハスに間違いない。

「あっ、僕、用事思い出した！」

「私も！」

　薄はく情じよう極まりないことに、同級生たちは次から次へと離脱を宣言。蜘く蛛もの子こを散らしたように礼拝場を出て行ってしまった。邪魔だと感じるほど頻ひん繁ぱんにやってきた四年生どもも、今日はさっきので打ち止めらしい。おかげで、俺と暴虐王だけがこの場に取り残されてしまった。なんだよ、これ。どうしてくれるんだ、この空気。

　しかし。

「急な最終朗読と作曲のために苦労していると聞いたぞ、ハーカン・レザス。大丈夫か？」

　どうもアフェクはついさっきまでの俺たちのやりとりの内容までは判ってなかったらしい。実にしれっとそう聞いてくる。

　おまえがそれを訊ねますか、と、俺は怒鳴りたくなったが、敢えて飲み下した。「体調不良」というのが噓だと決まったわけじゃない。本当だとも思えないが。

「任せろと言いたいところだが、正直、厳しいよ。せめて、もうちょっと早く留りゆう年ねん宣言してくれりゃいいものを」

「俺が言い出したのは、もう少し早い時期だった。が、導師どもが入れ替わり立ち替わりやってきては『追試を受けろ』としつこくてな」

「そりゃま、そうだろうとも」

　これほどの才能をいつまでも教育機関などに押し込めておくのはもったいないし、導師陣は（特にモアブ先生あたりは）また違う意味でさっさと卒業して欲しいと思ってるし、四年生どもの反応はさっきの通りだしなあ。

「かなり憂ゆう鬱うつそうだな、ハーカン。突発的立場とはいえ、首席は首席だ。もう少しぐらいは喜んでいるかと思ったんだが」

　確かに、たとえ一週間だけであっても『星紺の塔』を首席で卒業したとなったら箔はくが違ってくる。俺の神官人生はこの先、約束されたも同然だ。

　けどな。

「逆の立場だったら嬉うれしいか？　チビに勝ち逃げされただけだぞ」

「もうチビじゃない」

　憤ふん然ぜんとアフェクは口をひん曲げる。

　そのままいつもの調子で言葉の暴力が次から次へと溢あふれ出でてくるんだろうと、俺は大いなる諦てい観かんをもって覚悟を決めた。

　おかげで。

「……貴様には、いちおうすまないと思っている」

　急にそう言われたときは、しばらく反応に困った。

　それどころか、

「貴様はそれはもう救い難い八はつ方ぽう美び人じんで、適当に愛あい想そを振りまけばたいていのことはどうにかなると思っているお調ちよう子し者ものである反面、存外誇ほこり高い男だ。他の奴が俺の欠点をつついてあれこれ言い立ててきても、貴様だけは何も言わなかったしな」

　という、貶けなしている部分の方が多いは多いが、それなりに俺を褒ほめているっぽいことまで言い出したときは、頭がおかしくなったのかと半ば本気で疑った。

　その上。

「これがおそらく、最後だ。言いたいことがあるなら、はっきり言え。いまだったら罵倒も甘んじて受けるぞ」

　と、来た日には、もう。明日世界が滅んでも驚かないわ、俺。

　しかし、本人は至って真ま面じ目め。本気も本気だ。

　おいこら、聞いたか、同級生及び後輩諸君。俺の言うこと、そんなに間違ってないだろ？　確かにちょっとだけどこいつ、丸くなってるだろ!?

「……それじゃ、言うけど」

　いまならば、負け犬の遠吠えにはならないと言うのなら、最後にぶっちゃけてやってもいいかもしれない。

　だが、しかし。

　驚いたことに、俺は罵詈雑言を思いつけなかった。それどころか、目の前の憎たらしいことこの上ない天才様を見ていて思い出すのは、五年前、緑の肩布がずり落ちそうになりながら、慣れない足取りで修道服の長なが裾すそをさばいていた、小さな子供のアフェク・ユハス。恐ろしい砂漠へ一人飛び出し、できない魔操に挑いどもうと懸けん命めいだった、あの姿ばかりだった。

　そうして、言葉の続きを探しに探して。

「おまえはさ、本当に本物の天才だけれど、たぶん大神官とか総司祭長とか、そういうのにはなれないよ」

　俺はそんなことを口走っていた。

　アフェクは不愉快そうに眉根を寄せたが、いつものような暴言や反論を連射してはこなかった。たぶんうっすらとそんな自覚はあるのだろう。多くの神官を取りまとめ率ひきい、政まつりごとのさまざまと関わっていくには、秀ひいでた頭脳だけでは役に立たない。人望とか世渡りとか、そんなものも重要になってくる。

　俺たちは、天地の官。

　異なる世界の境界線に立ち、それを渡し導き結びつけるのが役目。神殿に籠こもって神だけ崇め、学び勉めてりゃいいわけじゃないのだ。

「でも、きっと、いつか……おまえのことをちゃんとよく判って、その能力を全部きっちり使いこなせるような人間が出てくると思う。なんせ、ほら。世の中はすっごく広いからさ」

　元神童たちがこの『塔』へ来て、世界の広さと自分の小ささを思い知ったように。

　アフェク・ユハスの天才的な頭脳と破綻のない正論を踏み越える誰かが、いつかきっとどこからかやってくる。

　それはあの赤毛かもしれないし、他の誰かかもしれない。そうした相手と会ったとき、きっと奴の世界はより広がるだろう。そして、それによってこの大陸もまた、何かしら変わっていくに違いない。それだけの力を、アフェク・ユハスは持っている……それは俺が、俺たちが誰よりよく知っている。

　だから、それまで頑がん張ばれよ、と、俺は結んだ。割と、本気で。それなりの真ま心ごころをこめて、だ。

　しかし、アフェクはアフェクで、

「俺に頑張れなどと言える立場なのか、ハーカン？」

　なんでも言えと言った数秒後には、この言い草。いつもの憎たらしい口調で訊ね返し、俺は文字通り閉へい口こうして、話はしばらく途切れたままだった。

「……頑張ってるだろ、見て判るだろ。しょうがないから引き受けてやってんだよ、おまえの代役をよ」

「ただ引き受けるだけじゃ、困る。俺の代役というからには、立派に務めを果たしてもらわんことには」

　これもまた本気も本気という顔で、奴は続けた。

　自分の顔に笑みが広がるのが判った。こちらも本気で本当の笑顔だったと思う。

「おまえ、ホンット、いっぺん死ね」
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　それから。

　俺は粛々と役目をこなし、『新神官の祝祭礼拝』の儀ぎ式しきを終えた。祝いの花で真っ赤に染まったオアシスを後にし、一ヶ月後には南の神殿へと着任した。

　祝祭礼拝の前後はひどく忙しくて、アフェク・ユハスと言葉を交わしたのはあの礼拝場の一幕が最後だった。儀式の終わり、城壁を越えて『塔』から出て行く俺たちを、窓から見送る姿を見たような気がするが……これは、俺の単なる願望が見せた幻か見間違いだったような気がしないでもない。

　新しん米まい神官の日々は忙しく、後にしてきた『塔』のことなど思い起こすこともないまま日々は過ぎ。

　とある噂を耳にしたのは、二ヶ月か三ヶ月は経っていたころだと思う。

　曰く。

　アフェク・ユハスが留年したのは、やはり体調不良などが原因などではなく、初めてできた友達ともう少し一緒にいたかったためだ、等々。いったいどこの心温まる絵巻物かっちゅーようなお話だった。あっちこっちでうっかりついた尾お鰭ひれの巨大さを思わせて、俺は心底焦ったが、すべては後の祭り。

「俺はそこまで言ってない！　断じて、そこまでは言ってないからな！」

　俺を恨むなよ、ヨシュア・バレク。

　それでもって、できるだけ頑張ってくれ。

　俺の頭上、広がる蒼穹は、あの砂漠や『塔』へと続いている。

　それに目を向けながら、俺は一人祈りを捧げた。哀れな後輩に幸さち多かれ。かの天才については……まあ、それなりに適当に、と。








─おわり─
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■ヨシュア・バレク

　本作主人公。一六才（シリーズ開始当時。以下同）。




　三年前まで暗殺者として働いていたという、実に荒すさんだ経歴の持ち主だが、性格は意外に生き真ま面じ目めで律りち儀ぎ。実はカラス並にキラキラひらひらしたものが好きで、鳴かない小鳥を大事に飼っていたのは、その薄紫の羽色が綺麗で珍しかったからに他ならない。

　吟ぎん遊ゆう詩し人じんに姿をやつして各国に入り込んでいたため、楽器と歌はプロ並み。

　文字を読めも書けもしなかったのに、二年足らずで『星せい紺こんの塔とう』へ入学を果たした、本当はかなり優秀な頭脳と根性の持ち主。

　伴はん侶りよであるスーリィンの力を使える唯一の人間であるが、基本、「願う」「ねだる」「頼む」というやり方しか取れないため、これを魔ま操そうの技と言ってよいかはきわめて怪しいし、掟おきて上、人前でそんなこともできない。剣や弓もよくするが、一番得意なのは鎖くさり鎌がまやら鞭むちやらのナガモノ系。神官の衣装がズルズルしているのをいいことに、あきれるほど多数の武器を所持して旅に出ている。

　また、自らの生気ルーアをスーリィンに分け与えている都つ合ごう上、燃費が凄まじく悪く、通常の三倍は食わないと体が保たないという実にサバイバルに向かない体でもある。


















■スーリィン

　本作メインヒロイン。ヨシュアの嫁。実年齢不明。見た目は常にヨシュア準拠（現状一六才くらい）。五妖神魔一〇八位階中、火妖第四位の大神魔。




　創世の歴史に関わった尊い神魔の一人と伝えられているが、真実は不明。現在は好きこのんでヨシュアの嫁をやっている。「愛こそすべて」のかなり悪い見本。

　享きよう楽らく的てきで、中でも心地よい音楽が大好き。ヨシュアの声と歌が気に入って彼を伴侶に選んだ。人間基準の善悪が判らず、「この世の生き物はすべてヨシュアに感謝するがよい。貴様らは彼の慈悲によって生かされているのだと思い知れ」などど物騒な台詞せりふをたびたび吐くが、人間とは繋がり合う生き物であり、ヨシュアを快適に生かしておくためには、彼の暮らす社会を守らなければならないことを学習しつつある。

　いささか古めかしい言葉遣いを駆使するが、ちょっと「足りない」と思わせる言動もしばしば。人間の妻らしいことをしてみたいと料理に勤いそしむが、壊かい滅めつ的てき腕うで前まえでヨシュアの寿じゆ命みようを縮めるばかり。


















■ティエル・カ・カナン

　ヨシュアの同級生。一四才。

　先祖代々大国の神官家系で、誇ほこりも高いが鼻も高く、実は実家では疎そ略りやくに扱われていたコンプレックスの裏返しで、ちょっと嫌みなところのあった少女。ヨシュアのことを徐々に気にするようになっていく。

　その魔操の実力は確かだが、それであるが故に失敗をすることも。

　使し役えきする神魔は水の神魔・リムリー。

　後に水妖二四位・凍鋭のゾアンを召しよう喚かんする。







■セーム・トルワ

　ヨシュアの同級生。一三才。

　ティエルの幼なじみ。元々大人しい気き性しようなのに加え、父親が彼女の親の神殿で働いているため、彼女には頭が上がらないのだ……と、言い張っている。

　実はヤンデレっぽかったりティエルに絡んだことだとえげつなかったりする一面も隠し持つ。

　使役する神魔は地の神魔・ノアム。斧おのを担かついだ二に足そく歩ほ行こうのアナグマ。







■ギレアド・ミレバ

　ヨシュアの同級生。一三才。無口だが、やる時にはやる男。

　年はヨシュアより下だが、体格はすでに彼を上回っている。趣味は空の観察と詩作の芸術系天才肌。実はおばけは苦手。

　使役する神魔は風の神魔・アヴィ。燕つばめのような青い鳥。







■ラキシュ・マヘド

　ヨシュアの同級生。一二才最年少。

　年長のヨシュアを四六時中おっさん呼ばわりしているが、何かと気にかけ親切にしてくれる。「え、ちょ、どこでそんなこと知ったの？」と聞きたくなるようなエグい耳みみ年どし増まで、ヨシュアを引かせることも。

　使役する神魔は気の神魔・カタン。煙けむりが長ちよう毛もう種しゆの猫のような形を取っている。







■アフェク・ユハス

『星紺の塔』五年生にして首席（留年後も実質は首席）。一一才で塔へ来たため、実年齢はヨシュアと同じ一六才。

　背はヨシュアよりは高いがギレアドよりは低い。淡い色合いの髪を肩の上でばっさり切りそろえている。

　細めの柳やなぎ葉ば形の双そう眸ぼう、アジア系の端正な面おも立だち。




　天才的頭脳の持ち主なのだが、ナチュラルに毒舌・傲ごう慢まんで上から目線。「自分が一番頭がよくて、それ以外はみんな阿呆」という前提で話すため、人類の九五パーセントは敵に回すと言われている。ついたあだ名が「暴ぼう虐ぎやくの沈黙王」。ただ、ティエルあたりと違って本人は相手に攻撃を加えているつもりは一いつ切さい合がつ切さいない。あくまで「弱者に対し、自分は実に寛大に振る舞っている」と思っている。

　ヨシュアのことを「校則破りのダメ一年」などと言う割に、思いついたことをすぐ実行に移さないと気が済まない性格のため、真夜中に東の塔へ乗り込んできたり、授業中なのに教室から引きずり出そうとしたりと神しん出しゆつ鬼き没ぼつかつ迷めい惑わく。

　音楽面に苦手があり、作詞作曲と歌を習うためヨシュアに取引を持ちかけた。

　筆頭神魔は地妖一七位・剣けん峰ぽうのゴリアト。


















■リベカ・バレク

　一九才。赤せき晶しよう旅りよ団だんの頭とう目もくにして、ヨシュアの幼なじみ（姉代わり）。

　黒髪緑眼。瞳ひとみの色はヨシュアより濃い。

　見た目や話し方は割と楚そ々そとした娘。

　体力勝負のヨシュアに比べて、ずっと物静かで知的な少女だったが、旅団崩ほう壊かいとその姉・ミリアームの死をきっかけに人格も崩壊。復讐に燃え、他者を圧することに快楽を覚えるようになっていく。

　旅団に神殿を放ほう逐ちくされた元神官を迎え、神魔を使って大陸を廃はい滅めつし、外洋へ出ることを願っていた。







■ダルタス・ル・ルステラ

　都市国家ルステラの若き太たい守しゆ。三二才。

　黒髪黒目、割とハンサム。ひょろりと背ばかり高いやせ形。

　有能切れ者と評判高いが、「本当はアリステア創世の謎を解き明かすため、神官になりたかった」とぼやく日々。この世界では神魔だけが持つ力に着目し、それが「どこから来て、どう世界に関わっているのか」と考えている変わり者。高位神魔を得たヨシュアに興味を持ち、『星紺の塔』に送り込んだ。







■エレミヤ・べテル

　星紺の塔の下したっ端ぱ料理番。その実態は太守ダルタスの密みつ偵てい。二四才。

　軽佻浮薄で度を越した女好きだが、ロリコンじゃないから見習いたちは相手にしないと公言している。いちおう料理人のくせして喫きつ煙えん者しや。

　史上最凶の神魔を操るヨシュアから目を離してはならないという配慮から、『星紺の塔』へと潜入させられていた。







■ベルリナ・ザフェル

　ヨシュアたちの新担任となった導師。北方大神殿で秘書官をやっていた、ベテラン神官。

　黒衣に柔やわらかな栗色の髪、抜けるような白い肌。笑顔を絶やさず、丸い頰ほおの、飴あめ菓が子しのようなやわらかい印象の女性で、町の塾で小さい子を教えていそうな家庭的かつ牧ぼつ歌か的てきな雰ふん囲い気き。だが、両腕には契けい約やく印いんびっしり。




　その実体はリベカの刺し客かくにしてダルタスの幼なじみでもあった破は戒かい神官。名をデリラ・ジダル。優秀な気の神魔使いである彼女は容姿や年齢も欺あざむいて、塔へと赴ふ任にんしてきていた。

　ヨシュアと同じような緋ひ色いろの髪をしている。







■ネイラ・ネ・ネルヴ

　真しん紅くの肩布タリートに金ボタンの、新年度（アフェク留年後）の最高学年首席（三巻登場時一七歳）。




　一〇歳のときの革命により国を追われ、母の実家のある町に逃げ込む。そこの神官長に勧められ、一二歳のときに『星紺の塔』へと入塔。以来、好成績を納めてきたが、アフェクのような化け物じみた才さい覚かくはない「普通に優秀な」修しゆう道どう生せい。

　極度の男性恐怖症で、男相手のときは石盤に言いたいことを書いて伝えるか、筆頭神魔の風妖ジルハに代わりに言わせるかという手段で切り抜けてきた。あくまで口がうまくきけないだけで性格が穏おん和わかというとそうでもなく、ひどい罵ば倒とうを投げつけてくることも。

「勉学も武道も申し分ないのに、性格のせいで現場で使い物になるかどうか不安」と導どう師し陣じんの頭を悩ませる、これまたけっこうな問題児。

　父親にはあまり可か愛わいがられた記憶はなく、その悪あく行ぎようについても「薄々は知っていた」「長生きできないだろうは思っていた」と嘯うそぶいているが……。

　元ええとこのお嬢じよう様さまなので楽器もよく扱う。特に笛の腕前は確か（口きかなくていいから）。

　筆頭神魔は風妖三七位・疾貂のジルハ。


















■紡炎のナタル

　火妖四四位。ヨシュアと契約した、半人半羊の幼女。

　数千年を生きる神魔たちの中で、実は正しよう真しん正しよう銘めいの七歳児。人の世界の常識どころか、同族間のヒエラルキーでさえまともに飲み込めていないらしく、多くの神魔から「上位者なる御方レムエール」と畏おそれ敬うやまわれるスーリィンを「姐あねさん」と呼びつつ、ヨシュアを巡って鞘さや当あてもどきを発生させてみたりする。







■氷輝のエステール

　水妖位階八位。本性は氷ひよう雪せつの銀ぎん狼ろう。

　創世の六神官の一人ダーヴィドの契約神魔で、オアシスを生み出し『星紺の塔』創立に力を貸した。主あるじ亡なき後もその命で『塔』を見守り続けたが、次第に人とのつきあいに倦み、自らを廃はい棄きされた『祈りの塔』に封じて眠りについていた。







■疾貂のジルハ

　風妖位階三七位。ネイラの筆頭神魔。

　本性は天を舞う青銀の貂。




　人化した時には、涼やかな目元と繊せん細さいな顔立ち、ほとんど無表情で人形じみた印象の美少女。髪の色のみ元の毛皮と同色。

　だが、壊かい滅めつ的てきに口が悪い。「本当に主の意志をちゃんと伝えてるのか不安に陥おちいる」「丁てい寧ねい語ごさえしゃべっておけばなんとかなると思ってない？」などとつっこまれる毎日だか、本人はまったく改める様子はない。







■雷らい鳳ほうのセラフィヤ

　火妖位階四位。スーリィンとは対ついを成なす存在だが、カップルの雌し雄ゆうというより双子に近い。

　いかにも火妖といった享きよう楽らく的てきで気短な性格で、微妙に脳筋。「典てん雅がを解さない阿呆」「こやつと自分は似てなんかいない」とスーリィンにはかなり反発されている。

　人間のときはやはりスーリィンそっくりの少年体。







■アガーテ

　神魔の頂点にして、かつてこの大陸にいた魔導師たちが作り上げ残した、幻影体。「位階一位にして五妖のすべて、しかし単なるアガーテ」とかなり複雑に己を語る。またの称号を「無む冠かんのアガーテ」。

　本来、別次元の存在である神魔たちをむやみにこの世界へ放たないよう見張ると共に、旧世代の魔導技術が伝でん承しようされることがないよう画かく策さくし続けていた。

　見た目は一〇才かそこらの幼女。















あとがき




　初めましての方もそうでない方も、こんにちは。佐々原史緒と申します。

　……と、ひとまずはいつも通りご挨あい拶さつ申し上げましたが、今回上じよう梓しさせていただきますのは、拙せつ作さく「見習い神官レベル１」シリーズの番外編ばかりを集めた短編集になります。なのでおそらく、これをご覧になっているのは当シリーズを一度ご覧下さった方ばかりかと思います。毎度のご愛読、真にありがとうございます。

　万が一、これを一番最初にご覧になったという方がいらっしゃいましたら、たいへん申し訳ございません……その場合、正直、何がなんだかという案あん配ばいかと存じます。お手間おかけしますが、拙シリーズをせめて二巻までご一読の上、再びこの短編集を読み返していただければ幸さいわいです。

　そんなこんなで。

　物書き始めてはや一五年近くとなりましたが、初めて「短編集」を作っていただきました。昔から短編を書くのは大好きで、長いシリーズの傍ら個人的な楽しみとして外伝とか短編などを書き散らして過ごしてきました。それらの大部分はどこにも発表することなく終わってきたのですが、今回はＷｅｂ連載という形を経へて、こうして日の目を見ることができて嬉うれしい限りでございます。

　残念ながら紙の本にするまでには至らず、電子書籍のみという形にはなってしまいましたが、一昔前ならひっそりと葬るしかなかったわけですから、ある意味よい時代になったのかもしれません。ご尽じん力りよく下さいました担当Ａ女史と電子書籍関連のみなさま、ありがとうございます。

　と、ここで終わってしまうのもなんですし……何より紙媒体と違ってページ数にはそんなこだわらなくてもよいとのことなので、以下、収めたお話についてそれぞれ簡単に書いておこうと思います。




「マルタ先生の交換日記」

　二巻のファクターとなったキャラクターを出撃させるため、代わりに退場させるしかなかったマルタ先生。この世界の神官はエリート中のエリート揃いなわけですが、一口に「エリート」と言っても、まあ、いろいろいるよなあ、と……ヨシュアはすごい迷惑だ迷惑だって言ってますが、この方は教職に向かなかった……というより、生徒運がなかっただけで、故郷で立りつ派ぱな神官さんとして頑がん張ばってくれていると思います。とりあえず、エレミヤとは別れといて大正解です。あと、シリーズ中更に生徒運がないのは、マルタ先生じゃなくてモアブ先生だと思います。いろいろ、ごめん……。




「はじまりの日」

　神官候補生って具体的に何してるん？　的なエピソードを切り出して作ったお話です。本編には出てこない彼らの苦労をご笑しよう覧らんくださいませ。

　ギレアドは無口キャラにしてしまったばっかりに図体ほどはあまり目立たず、何を考えているのかもめっきり判りにくい子になってしまい、割と反省しつつこれを書きました。神殿育ちでなかった主人公の苦労を最初から分かちあえた、本編中でも取り分け最重要位置の人だったのに。これでちょっとでも彼を好いてくれる人が増えたら嬉しいです。




「あなたのくれた音楽」

　本編二巻「放課後は朝まで砂漠で」をどこから始めるか、悩みに悩んだ挙あげ句く、あんな形にしまして……その時、切り落とした一切合切をこのような形にしてみました。英断だったか失敗だったかは未だ迷うところでございます。が、本筋としては単なる通過点にしかならないカナンとルステラの二都市をちゃんと書けたのは、こうして短編にしたからこそかも。ダルタス様はなぜか身内に人気が高く、このお話がＷｅｂに掲載されたときは友人知人にだいぶ褒ほめられました。




「さよなら眩げん耀よう」

　シリーズ通して一番人気のキャラクターは、男女の読者様問わずアフェク・ユハスでした。またか！　なぜ、わたくしの書くお話はヒロインじゃなくて脇役男子が一番になっちゃうのか！　いろいろ反省すべきところかもしれないです、まじで。

　しかし、実のところアフェクを書くのはわたくしもたいへん楽しゅうございました。彼の罵ば倒とう台詞せりふがすらすら出てくるときは「おっ、わたし、いま調子いいんだな」と思い、そうでないときは「あ、今日はあかん日なのね」と思う、リトマス試験紙のような男でした。この短編のみの出番のハーカンさんも、密かにお気に入りです。たぶん、登場人物の中でこの人が一番出世したんじゃないですかね。組織を率ひきいるには、人望とバランス感覚が大事ですもんなー。




　さて……これが当シリーズ最後の本、ラストもラストでございます。

　ここまでおつきあい下さった読者のみなさま方、本当にありがとうございました。また、「紙掲出はなし、電子のみ」などというイレギュラーな出版内容にも拘かかわらず、素敵なイラストをくださったせんむ様にも、心から御礼申し上げます。特に、可か愛わいらしい子供のアフェクとか、ギレアドとラキシュのシーンとかなどは、本編だとなかなか切り取れない素敵シーンで、これをせんむ様のイラストできちんと拝見できてそれはそれは嬉しかったです。

　このシリーズは執筆中あれこれとトラブルを伴いましたし、「もっとああしたかったな、こうしたかったなあ」という部分も多々ありますものの、その分、愛着のある大切な一作となりました。これからもみなさまの端たん末まつの片隅においていただいて、ときどきふと読み返していただければ、作者としてこれに勝る喜びはございません。




　それでは、またお会いできる日を夢見つつ。








二〇一五年如月　佐々原史緒　拝









著者

佐々原史緒

Shio Sasahara




東京都世田谷区出身、八月一〇日生まれ。

広告代理店勤務中、ふとしたことから二人三脚漫画家の原作担当としてデビュー。二〇〇一年、単独名義にて小説文庫本を初上梓。

近著に『死神少女と１／２アンデッド』『バタフライ×ブレイクダウン』など。

http://unapara.net/

twitter:s_sasahara















イラスト

せんむ

Senmu




１９８４年２月８日生まれ、都内ギリ23区在住。

硬質な線と確かな構成力で物語を彩る、実力派イラストレーター。

今回のシリーズは、世界観の技術レベル的にボタン等は相当高価なレアものなので、基本紐と帯で留め、被る、巻く、羽織るものという縛りの下衣装デザインを行った。

他、イラスト担当作品に、『けんぷファー』（ＭＦ文庫Ｊ）、『軋む楽園の葬花少女』（電撃文庫）など。
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